
東北大学埋蔵文化財調査年報6

東北大学埋蔵文化財調査委員会

1993



東北大学埋蔵文化財調査年報6

東北大学埋蔵文化財調査委員会

1993





遠見塚の道路脇に石棺が放置され、子供が蓋の石材でシーソー遊びを

していたのが極 く最近のこととして思い出される。当時、損逸した文化

財は大変な数になるだろうと考える。測定装置の進歩が大変画期的なも

ので、バイオなどと共に考古学も最も目覚しく進歩しつつある学問分野

である。

その結果か否かは別 として、本学名誉教授であられる芹沢長介先生の

長年に亘る御努力 と、従来の学術に掏らない観察が、効を奏して、東北

大学近辺に最 も大きいと云って差し支えのない大変革を喚び起こしつつ

ある。高森遺跡が50万年前 とか、是川遺跡が トップ級の縄文文化を示す

とか、東北人の心を振い立たせるような学問的発見が相次いでいるのは

本当に喜しいことである。

本学の位置する所にも多 くの発見があり、遠 く数十万年昔から、数百

年前、百年足らずのところまで、歴史は散逸してしまっていて、発掘が

すべて発見につながるのではないかとさえ思わせる。

ほんの数十年前のことすら散逸して分からなくなっていることを考え

ると、何か矛盾をさえ感ずる昨今であるが、出来れば、我々が日々経過

している社会自体を、歴史 として記述し一部を保存することを併用しな

がら考古学を発展させることが、歴史をより効果的に記述することにな

るのではないだろうか。

云い換えると、考古学の方から逆に歴史の意味を教えられていること

になるし、顧ることによってこれからを予測する、見通すということに

なるのが歴史学の根底だと考えている。

兎に角、近年の東北大学の考古学研究室を中心とした埋蔵文化財の発

掘が東北人の心を揺るがせ、勇気を振い立たせたことは、東北地方の人

達にも極めて大きな効果を与えたものと大いに自慢し、喜びとしている

ところである。

東北大学埋蔵文化財調査委員会委員長

東ゴヒ大学長れ浄濶一



例 H

1.本年報は、東北大学構内において、東北大学埋蔵文化財調査委員会が1988年度に本調査を

実施した仙台城二の丸跡第 5次調査地点の調査成果をまとめたものである。第 5次調査地点

については、1985年度および1987年度に実施した、試掘調査の成果もあわせて掲載した。本

年報では、検出遺構・出土遺物の報告を旨とし、それらに関する考察は、翌1989年度に実施

した付帯施設 (,F水管)区域の調査までの全ての報告が終了した段階で、1989年度の年報 (年

報 7)において、これらをまとめて検討して報告する予定である。

2.報告される遺跡と略号、発掘調査期間は以下の通りである。

仙台城二の丸跡第 5次調査地点 (NM5)                    ｀

1次調査 (試掘調査)               1985年 4月 11日～ 5月 30日

2次調査 (試掘調査)               1987年 9月 18日～11月 24日

3次調査 (本調査)                1988年 3月 14日～1989年 2月 14日

3.調査・整理作業は、東北大学埋蔵文化財調査委員会の委嘱を受け、埋蔵文化財調査室が行

った。

4.本年報の編集は、須藤隆の指導のもとに、山田しよう (～'92)・ 藤沢敦・関根達人 ('92～ )

が担当した。

5.本文は、藤沢敦・関根達人が分担執筆した。執筆分担は I章 とH章 1・ 2は藤沢、H章 3

の検出遺構については、藤沢と関根が協議して共同で執筆した。H章 4の出土遺物について

は、(1)【陶磁器】、似)瓦、(3)【箸状木製品】【漆塗製品】、は)【煙管】の項目については関根が

執筆し、それ以外については藤沢が執筆した。英文要旨は関根が原稿を作成し、阿子島香氏

(東北大学文学部考古学研究室)の補筆を受けた。

6.次の方々に各種の遺物について御教示をいただいた。

陶磁器 :本田泰貴 (東北陶磁文化館)

木簡・墨書陶磁器 :田中秀和 。中川学 (東北大学文学部国史研究室)

石器・石製品 :蟹沢聡史 (東北大学教養部 )

7.さ らに以下の方々から御指導・御協力を賜った。記して感謝申し上げる。

宮城県教育委員会、東北歴史資料館、仙台市教育委員会、東北大学考古学研究室

8.出土遺物は、東北大学埋蔵文化財調査委員会が保管・管理している。



凡

1.遺物の実測図および写真の縮尺は、各々明記した。

2.方位は真北に統一してある。国土座標は第X座標系である。

3.川内地区の仙台城二の丸跡にあたる地域の地形測量図は、仙台市教育委員会の作成による

「仙台城跡地形図」 (縮尺500分の 1)を使用した。

4.引用 。参考文献は、巻末に一括した。本文中で、東北大学埋蔵文化財調査年報を引用する

場合は、年報 1と いう形で略記した。

5.挿図中のスクリーン・ トーンの表現は、特に記した以外は下記のとおりである。

遺構平面図 柱痕跡 :饉藝覇翻  杭 :鰯

遺構断面図 柱痕跡 :灘瑯鐵醜  礫 :臣44と手|
遺物実測図 青磁釉 :|::華

=:1  
付着物 :Ⅷ

(磁器)

6.遺物観察表の法量の単位は、特に記載がないものは、clllである。



1988年度調査遺跡 (本報告収録)の概要

仙台城二の丸跡第 5次調査地点 (NM5)

縄文時代 ?:石器

江戸時代

遺構

前期 (17世紀):礎石建物・掘立柱建物・塀・溝 。池からなる庭園・井戸

元禄年間 (17世紀末～18世紀):溝 。土坑・畑

中 。後期 (18・ 19世紀):掘立柱建物 。塀・門・溝・土坑

遺物 :陶磁器・瓦 。木簡・木製品 。漆塗製品・金属製品・骨角製品・石製品

明治時代 :礎石建物・石組溝・暗渠・井戸

陶磁器・瓦・木製品・金属製品・ガラス製品 。皮製品

整理作業参加者

岩井利佳 河Wil徳子 大橋育順 菊地芳朗 菊池佳子 工藤健吾 黒須靖之 佐藤剛

庄子一夫 高橋朋子 多辺育子 千田祐美恵 津島知弘 独古史恵 三浦千秋 成田和歌子

発掘調査参加者

秋山真紀子 阿部喜美 阿部志う 田部友衛 荒井聡 池田洋祐 石垣光朗 石堂幸子

市村賢則 伊藤千穂 伊藤道子 今高義也 歌川喜恵子 梅沢みえ 遠藤秀樹 及川茂

太田君子 太田すゑ子 太田はるよ 太田洋平 小熊博 河西健二 加藤恵子 金子拓

鹿野尚文 菅野春枝 菅野竜一 菊地修一 菊地スミ子 菊地とよゑ 菊池佳子

国安まほ子 栗谷川佳子 桑月鮮 小関勝英 小林文夫 小山さき子 小山八郎 佐伯晴子

桜井美枝 佐々木努 佐々木寅男 佐藤厚子 佐藤耀子 庄子一夫 申宗大 須貝啓一

菅井道彦 菅原伸明 菅原よしの 高橋いく子 高橋理 高橋和子 高橋健寿 高橋富勝

立身修 張玲 照井優一 東矢高明 富岡直人 中川光則 中村裕 新沼よしえ 新野一浩

朴栄淑 長谷川チエ子 長谷川範明 菱沼孝二 本田泰貴 丸山伝 三浦幸子 宮崎敬士

三好秀樹 村田章人 森嶋秀一 山岸清江 山田しょう 横山東市 吉田欲 李蓮 陸太進

劉毅 渡辺久子



東北大学埋蔵文化財調査委員会規程

施行 昭和58年11月 15日

改正 昭和63年 1月 19日

(設置)

第一条 東北大学に、東北大学の施設の整備にともなう埋蔵文化財の発掘調査に関する重要事
項を調査審議するため、東北大学埋蔵文化財調査委員会 (以下「委員会」という。)を置く。

(組織)

第二条 委員会は、委員長及び次の各号に掲げる委員をもって組織する。
一 東北大学施設整備委員会地区協議会委員長
二 発掘調査に関連のある専門分野の教授又は助教授 若千人
三 発掘調査地に関連のある部局の長で、その都度委員長が指名するもの

四 事務局長

(委員長)

第二条 委員長は、学長をもって充てる。
(調査室)

第四条 委員会に、委員会が定める基本方針に基づき、発掘調査に関する実施計画、実施の細
目及び調査報告書に係る事項を処理させるため、調査室を置く。

2 調査室に、室長及び調査員を置く。
3 室長は、調査室の業務を掌理し、調査員は、調査室の業務に従事する。
(委嘱等)

第五条 第二条第二号に掲げる委員及び調査員は、学長が委嘱する。
2 室長は、委員のうちから委員長が指名する。
(調査員の出席)

第六条 委員長は、調査員を委員会に出席させ、議案について、必要な説明をさせ、又は意見
を述べさせることができる。

(幹事)

第七条 委員会に幹事を置き、庶務部長、経理部長及び施設部長をもって充てる。
(庶務)

第八条 委員会の庶務は、事務局施設部において行う。
(雑則)

第九条 この規定に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員会が定める。
附則

この規定は、昭和六三年一月十九日から施行する。



埋蔵文化財調査室運営方針

東北大学埋蔵文化財調査室 (以下「調査室」という)の運営は、東北大学埋蔵文化財調査委

員会規程によるもののほか、次の運営方針に基づき行うものとする。

1 調査室の運営及び発掘調査の実施方針等に関して審議するため、運営会議を置く。
2 運営会議は、次に掲げる委員をもって組織する。

(1)調査室長及び調査員

121 庶務課長、主計課長及び企画課長

は)発掘調査地を所管する部局の事務長

141 専門委員若干名

3 調査室は、東北大学構内遺跡の調査及び保護にあたる。
4 調査室は、発掘調査による出土文化財の整理と調査報告書の作成にあたり、公開、活用を
はかる。

5 調査室は、出土文化財 。資料 (図面、写真等)の保存、管理にあたる。
6 調査室は、文化庁長官、教育委員会等への発掘調査に関わる届け出業務 (発掘届けを除く)
を担当する。



東北大学埋蔵文化財調査委員会 Q98眸度)

委員長 学   長

委員  川内地区協議会委員長

青葉山地区協議会委員長

星陵地区協議会委員長

片平地区協議会委員長

文 学 部  教 授

文 学 部  教 授

文 学 部  教 授

文 学 部  助教授

理 学 部  教 授

工 学 部  教 授

附 属 図 書 館 長

文 学 部 長

法 学 部 長

理 学 部 長

工 学 部 長

農学 部 附 属 農 場 長

教  養  部  長

事 務 局 長

調査員 文 学 部  助 手

文 学 部  助 手

幹事  庶  務  部  長

経 理 部 長

施 設 部 長

(法学部長)

(薬学部長)

(医学部長)

(科研所長)

(調査室長)

石 田 名香雄

太 田 知 行

南 原 利 夫

吉 永   馨

藤 村 忠 雄

渡 辺 信 夫

羽 下 徳 彦

須 藤   隆

今 泉 隆 雄

中 川 久 夫

坂 田   泉

塚 本 哲 人

桑 原 輝 男

太 田 知 行

黒 田   正

大 谷 茂 盛

庄 司 貞 雄

細 谷   昂

石 田 正一郎

梶 原   洋

佐久間 光 平

勝 村 光 彦

滝 本 良 雄

原 山 明 宗



東北大学埋蔵文化財調査委員会 (1993年 2月現在 )

委員長 学   長

委員  川内地区協議会委員長

青葉山地区協議会委員長

星陵地区協議会委員長

片平地区協議会委員長

文 学 部  教 授

文 学 部  教 授

文 学 部  教 授

文 学 部  助教授

工 学 部  助教授

事 務 局 長

調査員 文 学 部  助 手

文 学 部  助 手

幹事  庶  務  部  長

経 理 部 長

施 設 部 長

(教養部長)

(工学部長)

(医学部長)

(金研所長)

(調査室長 )

西 澤 潤 一

渡 部 治 雄

斉 藤 正三郎

平   則 夫

増 本   健

渡 辺 信 夫

羽 下 徳 彦

須 藤   隆

今 泉 隆 雄

飯 淵 康 一

廣 田 史 郎

藤 沢   敦

関 根 達 人

菊 地 洋 男

山 田   清

山 本   努



埋蔵文化財発掘調査及び委員会審議の手順

保存処置 一――→ 整備工事の実施

5 整理作業 整理手l贋の決定

記録の整理

6 報告書の作成・配布

写真 。図面のレイアウト

原稿作成など

↓
印刷  (業者への発注)

↓
文化庁など関係機関へ配布

7 遺物・記録 (写真類、図面、調査日誌など)の保管及び公開 (企画展示・資料貸出)
8 委員会への調査終了報告

鬱)

は)

は)

G)

俗)

洗浄・乾燥などの準備作業

分類・観察・分析・計測など資料化

図化 (実測図面の作成)・ 写真撮影

遺物保存処理

収納・登録作業
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第 I章 1988年度調査の概要

1.は じめに

東北大学には、川内・青葉山・片平・星陵・雨宮の各地区のキャンパスと、ほかに多くの附

属施設があり、その敷地は広大である。これらの各地区の構内には、多くの埋蔵文化財があり、

特に文系 4学部・教養部・記念講堂のおかれている川内地区は、近世の仙台城二の丸跡と武家

屋敷にあたり、理・薬・工学部のおかれている青葉山地区には、主として旧石器時代～弥生時

代の遺跡が残されている (図 1)。

これらの大学構内の埋蔵文化財の調査・保護を組織的に行うために、1983年 に東北大学埋蔵

文化財調査委員会が設置され、その実務機関として埋蔵文化財調査班 (1988年から調査室)が

置かれた。以来、1988年度までに、合計41地点の調査が行われてきた。これらの調査を通じて、

川内地区では仙台城二の丸跡の様相が明らかになりつつあり、青葉山地区では10数万年前と2

万年前の旧石器群が発見されるなど、構内遺跡の重要性があらためて認識されてきた。これら

の調査成果については、F東北大学埋蔵文化財調査年報』1～ 5で、学界のみならず一般にも広

く公開されてきた。

1988年度においても、仙台城二の丸跡を中心に調査が行われ、新たな資料を提供することに

なった。本報告書は、これらの調査成果についてとりまとめたものである。

2.発 掘調査の概要
1988年度は、本調査 1件、試掘調査 1件、立会調査 2件の、計 4件の調査を実施した。これ

らの調査の内訳は、川内地区 (仙台城二の丸跡)においては本調査 1件、青葉山地区では立会

調査 2件、川渡地区では試掘調査 1件である (表 1)。

(1)川 内地区 (仙台城二の丸跡)の調査

川内地区では、附属図書館本館増築に伴う本調査 (仙台城二の丸跡第 5次調査地点、NM5)
を実施した。これは、1985年度の 1次調査、1987年度の 2次調査に続 く、 3次調査にあたる。

これまで東北大学埋蔵文化財調査委員会で実施した調査では、最大面積となるものであり、ほ

表 1 1988年度調査概要表
Tab l  Excavations on the campus in the fiscal year 1988

調査の種類 調 査 地 点 原   因 調査期間 面 積 時期

本 調 査 仙台城二の丸跡第5地点 (NM5) 附属図書館本館増築 3/14～ 2/13 1520 m2 近世

試 掘 調 査 川渡農場第1地点 (KWl) 宿泊施設新営 6/17・ 18 8∬ 弥生

立 会 調 査 工学部情報工学科テニスコート地点 テニスコート擁壁新設 10 ∬
理学部生物学科実験室地点 理学部生物学科学生実験室新設 435m9
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ぼ 1年間に渡る長期の調査となった。この地点は、二の丸中奥の置かれていた区域にあたり、

上層から中奥に関連する掘立柱の塀跡 。門跡や溝跡などが検出された。また、大規模な整地層

をはさんで、下層からは、二の丸が元禄期に拡張される以前に置かれていた、西屋敷に関連す

る礎石建物跡・溝跡・池からなる庭園などが検出されたほか、この西屋敷が廃絶された後に造

られた畑の跡が検出されている。また、江戸時代初頭以降の各時期の遺物が大量に出上した。

本年報では、1987年度の 2次調査と1988年度の 3次調査、および1985年度の 1次調査の成果の

一部も併せて報告する。1985年度の 1次調査の残る部分は、1988年度から翌年度にかけて行っ

た排水管区域の調査 (4次調査)と併せて、1989年度の年報 (年報 7)で報告する予定である。

また、この第 5地点の遺構・遺物に関する考察は、 4次調査までの全ての報告が終了した段階

で、これらをまとめて検討して報告する予定である。

修)青葉山地区の調査

青葉山地区では立会調査を 2件実施した。工学部情報工学科テエスコート地点はテニスコー

ト擁壁工事に伴うものである。当地点は、北東側に傾斜する斜面地で盛上がなされており、地

層の堆積状況も良くなく、また工事に伴う掘削面積も小さいことから立会調査を行った。理学

部生物学科学生実験室建設に伴う調査では、建物がプレハブ建築であり、工事に伴う掘削も狭

くて浅いため立会調査とした。いずれにおいても、遺構・遺物は発見されなかったため、これ

以上の調査は行っていない。

(3)川渡地区の調査

川渡地区では、川渡農場第一地点 (KWl)の試掘調査を実施した。当地点は農学部附属農

場の宿泊施設新営に伴う調査で、町A遺跡などの遺跡に隣接する地点であったため、遺構・遺

物の有無を確認する目的で試掘調査を実施した。調査の結果、弥生時代の天王山式と見られる

土器が出上したため、翌年に本調査を行うこととした。この調査については、1989年度の本調

査の報告にまとめて行う予定である。

3.そ のほかの調査室の活動
1988年度は、前述した二の丸跡第 5次調査地点の調査がほば 1年間を通して行われたため、

調査成果の公開・活用も、この第 5地点の成果に関するものが中心となった。第 5地点の調査

中の12月 3日 には現地説明会を開催し、初めて西屋敷の実態が明らかになったこともあり、多

くの参加者があった。学会での発表としては、12月 H日 に開催された宮城県遺跡調査発表会で

は第 5地点の調査成果について発表した。また『考古学ジャーナル』312に、調査成果の速報と

して「仙台城二の丸跡第 5地点の調査」を投稿した。



第H章 二の九跡第 5次調査地点 (NM5)の 調査

1.調査経緯
(1)川 内地区の立地と歴史および1987年度までの調査

東北大学の附属図書館、および文系 4学部、記念講堂、教養部などが置かれている現在の川

内地区は、江戸時代の仙台城二の丸跡、周辺の武家屋敷跡などに相当する。

仙台城は、仙台市街地の西方、広瀬川を渡った、通称青葉山の東端に位置している (図 1)。

本丸は、三方 (北・東・南)を広瀬川と竜の口渓谷に囲まれた海抜115～ 140mの急崖上に立地
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図 2 仙台城と二の丸の位置
Fig,2 Distribution of Sendai Casde

~́~→
||

|1内 他 肘)W丁

票山 トンネル

i Secondary Citadel bピ

於ミ蹴と浄2扉
VヽI'WIて Third Citadel

北大学者素山拒物園

笏

�lain Citadel

づ 1見 上́ゝ`

)｀横
た   ＼



″/多/τミう/サイ十11/  100rn
御 キキ

図 3 仙台城二の丸跡 。武家屋敷跡調査地点
Fig。 3 Location of excavations until 1988 atハ Ittο夕ηαη〃(NA/1i.e,Secondary Citadel)

and M%夕紹ゲresidence(BK)

5-6



しており、また北側の二の丸、北東の三の丸も、それぞれ海抜61～ 78m、 40mの階段状の河岸

段丘面上にあり、自然地形を巧みに利用した配置となっている(奥津春生1967)。 この中で東北

大学構内の二の丸は、東方を蛇行する広瀬川に向かって緩やかに傾斜する上町段丘上 (武蔵野

面相当)に位置する (図 2)。

仙台城は、慶長 5年 (1600年)伊達政宗によって本丸の築城が開始される。しかし幕藩体制

の安定とともにその山城的な立地は不便となり、二代藩主忠宗は、寛永15年 (1638年 )、 その麓

において二の丸の造営を始める。これ以前、当地には政宗の四男宗泰 (岩出山領主)の屋敷が

置かれていた。二の丸の北隣には、政宗の長女五郎八姫の居住する西屋敷が元和 6年 (1620年 )

以降存続している。

二の丸が完成して後、仙台藩の政治・諸儀式の中心はここに移され、二代藩主以降はその居

館ともなる。さらに元禄年間には、四代藩主綱村によって二の丸は大改造され、もとの西屋敷

の敷地を取り込んで拡大される。その後いくたびかの災害や火災を被るが、その度に再建され、

二の丸は幕末まで、事実上仙台城の中枢として機能していく (仙台市教育委員会1967)。

版籍奉還の明治 2年 (1869年)には、二の丸に勤政庁が置かれ、明治 4年 (1871年)の廃藩

置県後は、仙台城が明治政府・兵部省の管轄下に移るとともに東北鎮台 (後に仙台鎮台と改む)

が置かれる。この頃に本丸の建物群は取り壊されるが、二の丸建物群は依然として残っている。

しかし、この二の丸建物群も、明治15年 (1882年)の火災によって、ほとんどが焼失してしま

う。その後、当地には陸軍第二師団が置かれ、敗戦まで続くこととなる。敗戦間近の昭和20年

(1945年)7月、仙台空襲の際、大手門などわずかに残った建物も焼失し、仙台城の建物は全
て失われてしまう。戦後は米軍の駐留地となり、昭和32年 (1957年 )、 米軍より返還されてのち

東北大学がこの川内地区に移転し、現在に至るのである。

仙台城二の丸・武家屋敷である川内地区の発掘調査は、仙台市教育委員会、東北大学者古学

研究室によって小規模な調査が行われたことがあるが、組織的・継続的に行われるのは、東北

大学に埋蔵文化財調査委員会が置かれる1983年度以降のことである。委員会による川内地区の

発掘調査は、これまでに 8地点を数える。この中で特に、二の丸の中心である小広間の付近を

調査した第 2地点では、礎石建物跡が発見され、良好な保存状態と遺構の重要性から、調査後

は保存されることとなった。第 3地点・第 4地点。第 6地点では、それぞれ二の丸の南・北東・

西の外郭にかかわる遺構が発見されており、現在の地形上で二の丸の範囲がほぼ推定できるよ

うになった。第 7地点では二の丸東方の蔵にかかわる遺構が発見されており、第 8地点では二

の丸北側の堀 (池)が発見されている。また、第 4地点の調査では、二の丸造成時の大規模な

整地層の下層から、宗泰の屋敷に関連すると考えられる遺構も検出されている (年報 1、 3、

4・ 5)。



¢)調査地点の位置

第 5地点は、附属図書館の西側にあたり、グランドとして使用されていた場所である。当地

点は、江戸時代初頭には伊達政宗の娘である五郎八姫の居館である「西屋敷」が置かれていた

場所にあたる。

五郎八姫は文禄 3年 (1594年 )、 伊達政宗と正室愛姫の長女として生を受ける。五郎八姫は慶

長 4年 (1599年)6才の時、徳川家康の七男松平忠輝と婚約し、慶長11年 (1606年)松平家に

嫁いだ。しかし忠輝は、元和元年 (1615年)の大阪夏の陣の際の遅参・怠戦と、家臣による旗

本殺害の不謝罪とによって改易処分とされ、越後および信濃の領地を没収され、元和 2年には

伊勢朝熊に配流される。五郎八姫はこの時、越後高田城から江戸の伊達家下屋敷に帰される。

さらに元和 6年 (1620年 )、 五郎八姫27才の時、仙台に帰ることとなった。

この元和 6年に帰仙した五郎八姫のために造営されたのが、西屋敷である。西屋敷を記した

絵図面は、正保 2・ 3年 (1645・ 46年)の「奥州仙台城絵図」が唯―のものである (阿刀田令

造1936)。 これは城下全体を記した絵図であり、屋敷内の建物などの配置は描かれていない。こ

れによると西屋敷は、二の丸の北側に位置し、東西百二間、南北六十間とされている。この絵

図で二の丸とされている区域には、二の丸造営以前には、伊達政宗の四男である宗泰 (後の岩

出山領主)の屋敷が置かれていた。宗泰の屋敷と西屋敷を区画すると考えられる溝跡が、第 4

次調査地点の調査において検出されており、この両者の屋敷の境が、現在の文系 4学部と附属

図書館の間の道にほぼ対応すると考えられる (年報 5)。 西屋敷が造営される以前については、

「御西様被成御座候二付。竹被切払御作事御座候」(東奥老士夜話)と の記録があり、竹林であ

つたことが伺える (土生慶子1987)。

寛永13年 (1636年)|こ伊達政宗が死去すると、その報に接したもとの伊達藩奉行茂庭綱元 (了

庵)が、それまで住んでいた愛子村栗生の屋敷を五郎八姫に差し上げ、自分は栗原郡文字村 (現、

栗駒町文字)に引き篭った。このことは F綱元君記録』の寛永八年条、同じく寛永十二年条、

また安永二年 (1774年)の「下愛子村風土記書出」の記述によって知られる。この愛子村栗生

の屋敷 (西館)と は、現在の仙台市青棄区下愛子栗生にある西館跡と考えられる。この寛永13

年に愛子栗生のもとの茂庭綱元の屋敷を五郎八姫が譲り受けて以降、川内の西屋敷がどのよう

に使われたかについては、明確な記述に欠けるが、伊達治家記録の寛文元年 (1661年)5月 12

日に、五郎八姫の死去について「天麟院殿去ル八日仙墓城西館二於テ卒去セラル」とあるから、

姫の死去まで存続しており、愛子栗生の西館は仮御殿として別荘的な性格をもっていたものと

考えられている (佐藤宏-1987)。 天麟院とは五郎八姫の法号である。

一方、西屋敷の南隣にあった伊達宗泰の屋敷の跡には、寛永15年 (1638年)に、二代藩主伊

達忠宗によって、二の丸が造営されている。五郎八姫が死去して後の西屋敷については、宮城



県立図書館所蔵の「仙台藩封内神社仏閣等作事方役所修繕二属スル場所調寛文延宝貞享定書共

天麟院様元御屋舗御屏風蔵々也候」にその様子を伺うことができる。これによると、屏風蔵や

道具蔵などが見え、二の丸に付随する蔵として利用されたようである。これらの建物が、西屋

敷時代の建物をそのまま利用したものか、新たに建てられたものかは明確ではない。

四代藩主伊達綱村の元禄年間に、二の丸はもとの西屋敷の敷地を取り込んで、北狽1に拡張さ

れ、もとの西屋敷の敷地には中奥が置かれる。当地点は、この拡大後の中奥のもっとも北より

の部分から、中奥の北側に置かれた「中奥馬場」にかけての地点にあたると考えられる。

中奥の建物群はたびたび建て替えられ、また文化元年 (1804年)の雷火による二の丸の全焼

など、いくたびかの災害で被害を被り、その度に再建されている。絵図においても、中奥の建

物群は細部では複雑な変遷を示している。しかし、今回の調査地点にあたると考えられる中奥

の北辺部分は、その外郭の位置はほとんど変化がないことが、各時期の絵図から見て取れる。

明治 2年 (1869年)の版籍奉還に伴い、藩務と家務が区分され、元の藩主伊達慶邦の家族は

中奥に移され、二の丸の表の建物は勤政庁となった。さらに明治 4年 (1871年)の廃藩置県に

よって、仙台城が明治政府の管轄下に移り、二の丸には東北鎮台が置かれ、同15年 (1882年 )

の火災による焼失に至るのである。この版籍奉還以降の当地点の変遷については、明確ではな

いが、廃藩置県以降、軍隊が利用するようになってからは、土地利用が大きく変わったものと

推定される。

(31 調査方法と経過

附属図書館の新館を増築することになり、まず1985年度に試掘調査を実施することとなった。

調査は、既存の附属図書館の建物の西側に合わせて基準線を設定し、 4mのグリッドを組んで

行った。以後、 4次にいたる調査は、すべてこのグリッドに基づいて調査を行っている。グリ

ッド設定の際の基準点の国土座標値は下記のとおりで、基準線は北から18° 10'50″ 西偏してい

る (図 4)。

原点NM5-①  X=-193612.285  原点NM5-②  X=-193610.729
Y〓 1876.546                       Y=1881.283

当初の建物計画は、既存の図書館の西側全面に予定されていたため、1985年度の 1次調査で

は、予定地にあわせて 1～ 7区の調査区を設定した。その結果、 1・ 2・ 5・ 7区で仙台城に

関わる遺構・遺物が確認された。 1区では二の丸に伴う東西方向の清、石組列、礎石などが検

出され、東西方向溝は、 5区に続いていた。 2区では、 1区から連続する面が遺存しているこ

とが確認された。 7区では、礎石建物跡と推定される礎石の一部が検出された。残る 3・ 4・

6区では、後に誤認と判明するのだが、撹乱によって江戸時代の遺構は破壊されているものと

判断した。
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この 1次調査の結果を受けて、建物は既存図書館西側の南よりの位置に建設されることにな

り、1987年度にこの区域の調査を実施することとなった。この1987年度の 2次調査では、 1次

調査の所見を受けて、予定地の南側 (23列以南)は部分的な調査とし、北側 (22列以北)は全

面的に調査を行うこととした。ただし、調査区内の西側をガス管 。高圧ケーブル等の埋設管が

南北に走っていたため、これらの迂回工事が済んでから西側地区を調査することとしたため、

調査を実施した区域はさらに限定されたものとなってしまった。ところが、調査が進行するに

したがって、南側は破壊を受けていないことが明らかになり、また、建物位置が当初計画より

西側に移動したことから、調査計画は全面的に見直さざるを得なくなってしまった。そのため

12月 に、工事区域全面を対象として、大学と米軍によると考えられる盛上を重機によって排除

し、調査計画をたて直すこととした。この重機による盛土排除の際にも、調査区南東部分で、

二の丸期の整地層を近年の整地と誤認し、排除してしまうこととなった。

重機による盛土排除の結果、既存図書館に附属するサンク・ガーデン部分を除いた建設予定

地のほば全域で調査が必要となった。そのため1988年度に再度本調査を行うこととなり、 3月

14日 より3次調査を開始した。 3次調査は年度前半を調査期間として開始したが、二の丸中奥

に関連する遺構の密集度がきわめて高かつたことなどから調査は難航し、大幅な期間延長が必

要となってしまった。さらに、下層からも良好に保存された遺構の検出が相次ぎ、建築費の予

算執行上の期限との関連で、調査期間の確保が不可能な事態にたち至った。そのため、下層遺

構に関しては、北側では柱の基礎によって破壊される部分のみを調査することとし、建物基礎

の掘削深度より深く破壊を免れる部分については、調査を断念せざるを得なくなった。調査は、

翌1989年 2月 13日 に終了した。

調査の進展に伴い、二の丸中奥に相当する建物群の遺存が明らかになり、さらに下層から二

の丸拡張以前の五郎八姫の西屋敷の遺構が存在することが明らかになった。いずれも、これま

での二の丸跡の調査で検出された遺構としては、保存も良好な重要な遺構であり、特に西屋敷

の遺構群は、絵図もなくまったく不明であったものが初めて明らかになった点で、特に重要な

発見であった。そのため、10月 3日 と11月 26日 には、宮城県教育庁文化財保護課および仙台市

教育委員会文化財課の担当係員が来跡し、保存対策についての協議がもたれた。これらの検討

を踏まえて、建物建設時には、門跡などの重要遺構を保存するために建物位置を北へ1.2m、 西

に1.Om移動させる措置をとったほか、掘削深度より深く破壊を免れる部分については、山砂を

40cmの厚さで敷き、遺構面を保護することとした。

整理作業は翌年度から開始したが、それ以前の調査に関わる作業が多く残っておりそちらを

優先せざるを得なかったこと、発掘調査のため整理作業がたびたび中断を余儀なくされたこと

から、充分な期間が確保できなかった。このため、1990年度までは水洗 。注記などの基礎的な



作業を終えたに留まり、本格的な整理作業は1991年度からであった。この間に、調査員の移動

があり、本格的な作業を開始した時点では、調査を担当した調査員は退任した後で、調査に携

わっていない者で整理作業 。原稿執筆を担当しなければならなかった。しかも、調査の際に期

間が限定されたこともあり、図面・写真による記録が必ずしも充分でない部分がある。暗渠や

石組の溝について、平面図に掘り方が記載していないものは、この記録が残されていないから

である。また、遺構が複雑であったこともあり、調査記録に混乱・不整合が多く、整理作業は

難航を極めた。遺構の変遷については、整合的に理解できるように整理に努めたが、確定しき

れない部分を多く残している。このような状況に加えて、遺物の保管場所が何度も移動したこ

とも重なり、出上場所が不明となってしまったもの、混入と考えざるを得ない遺物が多 く出る

結果となってしまった。

今回の調査では、東北大学埋蔵文化財調査委員会が実施した調査では初めて、大量の本製品

が出上した。その内の本簡については、真空凍結乾燥法による保存処理を、1991年度に東北歴

史資料館において実施していただいた。そのほかの木製品については、本学理学部の工場にお

いて製作していただいた恒温水槽を利用して、PEG含浸法による保存処理を、1992年度から

開始しており、今後、順次処理を進めていく予定である。

2.層 序 と時期区分

今回の調査区は、22列から23列にかけて米軍による共同溝によって南北に分断されている。

おおむねこれを境にして、基本層序の様相が変化することもあり、1987年度の 2次調査以来、

後述する2b層より下層では、別個に層名を付けている。したがって、この共同溝を境に22ア U

以北を北区、23列以南を南区と大別して記述を進めることとする。さらに、元禄年間の二の丸

拡張に伴う整地層より下層では、それ以前の西屋敷時代の地表面の様相の違いに対応して、各

所で層序が異なっている。下層遺構については、北区では柱の基礎が入る部分のみを調査した

こと、南区でも下層遺構にまでおよぶ撹乱が多く存在したことから、これらの層序に関しては、

厳密には対比できていない。そこで、北区では18・ 19列 と20～22列にさらに分けて記述する。

南区では、H列からK列にかけての地山の標高の高い部分を南区中央部とし、それより東を南

区東部、西を南区西部として区分して記述することとする。

調査区の北区 。南区ともに、遺構の様相とそれらの分布を検討すると、大きく下層遺構群と

上層遺構群、それらにはさまれる整地層とに区分することができる。この整地層には、北区の

Ⅳ・V・ Ⅵ・ⅥI・ ⑥・⑦層、南区の 2d・ 3a層が認められ、場所によっては多量の廃棄物を

含んでいる。その内、北区18・ 19列のVII層 とⅥ層からは、元禄年間の年号の書かれた木簡が出

上しており、これらの層が、文献に記録のある元禄年間の二の丸拡張に伴う整地層であると考



区20～22列 南区中央部

II b期
HI a

Hb期
Ha期

元禄年間

-58rn
=北区・南区共通=
1層  米軍・大学による盛土。
2a層 10YR3/2黒褐色シルト。場所により礫の多い部分や粘土質シルトの部分がある。炭化物多く含む。黄褐
色シルトなどが不均質に混ざる部分があり、細分される。

2b層 10YR4/6にぶい黄褐色砂。10YR5/2灰黄褐色シルトが縞状に入る。
地山  7.5YR5/1緑灰色シルト質粘土。一部砂礫が混ざる部分有り。
=北区=
m層  10YR5/1褐 灰色シルト砂。上面に鉄分沈着、炭化物多く含む。
Ⅳ層  10YR5/3に ぶい黄褐色砂。2 5YR5/2暗灰責色粘土質シルト・2 5YR5/3黄褐色シルトが不均質に混じる。
小礫含む (下部に多い)。 炭化物含む。

V層  7 5GY4/1暗緑灰色砂質シルト。上面に鉄分沈着。炭化物多く含む。褐灰色・黒褐色を呈する部分があり
細分される。

三北区18。 19列 =
Ⅵ層  10YR7/6明 黄褐色シルト・5GY6/1オ リーブ灰色シルト・10YR6/4に ぶい黄橙色粘上質シルトが不均質に
混じる。上面に鉄分沈着。小礫を多く含む。

VⅡ層  細かく細分されるが、7 5GY4/1暗緑灰色粘土質シルトを主体とし黒褐色粘土質シルトが不均質に混ざる
層と、有機物層が互層になる。人頭大の礫が多く含まれる部分や、黄褐色シルトを含む部分もある。

ⅥⅢ層  10GY6/1緑 灰色シルト質粘土と5GY4/1暗オリーブ灰色シルト質粘上が不均質に混じる。
=北区20～ 22列 =
⑥層  細かく細分される。図12参照。炭化物・礫・瓦。木片を多量に含む。
⑦層  細かく細分される。図12参照。礫・炭化物などを含む。
③層  細かく細分される。図12参照。部分的に櫨物の堆積層が入る。
=南区=
2C層  10YR4/3にぶい黄褐色シルト 炭化物・小礫多く混じる。
2d層 大規模な盛土層。
=南区東部=
3a層  10YR2/3黒褐色シルト 炭化物・小礫少量混じる。
3b層  10YR3/2黒褐色シルト 2 5YR4/3オ リーブ褐色土ブロックが不均質に混じる。炭化物少量含む。上面に
は廃棄物層が堆積。

3C層  7 5YR3/1黒褐色シルト 比較的均質な層。小礫少量含む。
=南区中央部・西部=
3層   10YR2/2黒 褐色粘土質シルト 植物の腐食土層。池の底部ではグライ化している。

図 6 基本層序模式図
Fig.5 schematic prOfiles Of NN1 5
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えられる。その上に堆積する北区のV層の上面では、畑跡と考えられる畝状の遺構が検出され

ている。南区では、同様の遺構が、東部にのみ分布する3a層の上面で確認されており、この

3a層が、北区V層に対応すると考えられる。この畑跡と考えられる遺構は、二の丸拡張以後

の土地利用のあり方とは考え難いため、これも二の丸拡張以前の時期と推定した。さらに、こ

の畑跡を覆う北区のⅣ層と南区の 2d層は、特に2d層が大規模な整地層であるため、これら

についても、元禄年間の二の丸拡張に伴うものと考える他ない。二の丸の大改造は、元禄元年

(1688年)から元禄13年 (1700年)にかけて行われており、このごく短い間に次々と整地がな

されていったものと考えられ、これらをまとめてH期とした。このH期では、北区Ⅳ層上面で

溝が検出されており、これをHa期 とした。また先述のように、北区V層上面と南区東部 3a

層上面では畑跡が検出されており、これをHb期 とした。

この元禄年間と推定されるH期の整地層以前の遺構群は、二の丸拡張以前にこの場所に置か

れていた西屋敷の遺構と考えられる。下層遺構群は、北区の調査が限られた範囲であったため、

相互の対比は行えなくなっている。そのため場所によっては不明確な部分を残してはいるもの

の、大きく捉えると、全体に新古の 2段階に区分することが可能である。直接的な対比ではな

いものの、この各区部の新古の 2段階が、それぞれ対応する可能性が強いものと考え、Ia期、

Ib期と細分した。

II期の整地層以後の遺構群は、二の丸がこの場所まで拡張された後の遺構群と考えられる。

その内、北区Ⅳ層 。南区 2d層上面と、北区Ⅲ層・南区 2C層上面の遺構が、遺構の配置や出

土遺物などから二の丸期の遺構であると考えられ、それぞれШ a期 とⅢ b期 と細分した。 2b

層・ 2a層は、さらに細分されるが、出土遺物からこれらの層は、明治以降の第二師団による

盛土層と考えられることから、 2b。 2a層上面の遺構は、明治以降のものとして一括してIV

期とした。遺構の掘り込み面が不明なものでも、出土遺物から明治以降と考えられるものは、

この時期に含めてある。

以上の点から、調査区の各区部での層序の対応関係は、確実ではない部分を残しているが、

図 5に示したように整理することができる。
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3.検 出遺構

(1)I期 (西屋敷)の遺構

元禄年間の二の丸拡張以前に存在した西屋敷の時期の遺構で、Ia期 とIb期に細分される。

両期を通じて、北区と南区西部には池と清などからなる庭園が展開する。南区中央部は標高が

他より高く、建物跡が分布する。南区東部は、中央部よリー段低くなっており、ここにも建物

跡が存在する。 I期は先述のように、各区部の相互の関係が直接とらえられず、それぞれの区

部での検討で、大きく2段階の変遷が捉えられたので、この新古の 2段階を対応させたもので

ある。したがって、各区部ごとに、 Ia・ Ib期をまとめて言己述することとする。

① 北区18・ 19列

建物基礎の杭で破壊される部分のみの調査である。西から基礎 8区・ 9区・ 10区・ 11区を調

査しており、10区 と11区は、間をつなげて調査している。この内 9区では、Ⅷ層上面までしか

調査を行っていない。また、調査区北壁に沿って、明治の 1号暗渠の掘り方があり、その底面

を一部掘り下げることによって、基礎 8～ 11区で調査していない部分の状況も部分的に確認し

ている。ⅥⅡ層をはさんで、地山上面とⅧ層上面の遺構の、 2時期に細分されたため、それぞれ

をIa期 。Ib期に対応させた。

A.la期 (地山上面)

地山を直接掘り込んで造られた遺構である。構築にあたって、整地・盛土などは確認されて

いない。

【7・ 8号池】 (図 9)

G-18区からI-18区にかけて検出された不整形な浅い落込みで、いずれも北側が調査区外

に延び、南側は撹乱によって壊されている。 9号池などとともに庭園を構成する、一連の池跡

と考えられる。深さは 7号池が深いところで50cm、 8号池は20cm前後と浅い。 8号池は南側が

溝状になっており、 7号池も南側の幅が狭 くなっている。ⅥⅡ層によって埋められている。

【9号池】 (図 9)

J-18区からM-18区にかけては、 Ib期の 4号池によって掘り直されて、残っていない部

分も多いが、基礎 9区では、ⅥI層の下にⅧ層が分布している。そのため基礎 9区では1.6m以上

の深さがあったことになり、 J-18区 より西側が大きな池となっていたものと考えられる。基

礎 8区では、深さは50cm程 となり、北壁断面の観察では、基礎 8区の西側で浅くなって立ち上

がっていくようである。20列以南とのつながりは確実ではないが、20列の池跡の深さが50cm以

上あることと、その位置関係から、一連につながる同じ池跡と考えられる。部分的にⅧ層によ

って埋められた後、掘り直されて Ib期の 4号池が造られている。

これらIa期の池跡を埋めるⅧ層から出上した遺物は、きわめて少ないが、1640～ 50年頃の



肥前産磁器皿 (図 46-453)が出土している。

B.Ib期 (Ⅵ‖層上面)

Ⅷ層上面から掘り込まれた遺構である。G～ I-18区では、 Ia期の池を埋め、池以外の部

分にも20cm程の厚さでⅥn層が盛土されている。

【1～ 3号池】 (図 9、 図版 7)

G-18区からI-18区にかけて並んでいる、不整形な浅い落込みである。いずれも北側が調

査区外に延び、 1号池 。3号池は南側も撹乱によって壊されている。 4号池などとともに庭園

を構成する、一連の池跡と考えられる。深さは 1号池と3号池が20cm、 2号池が40cm程度と、

いずれも浅い。 2号池の南端から南西方向に、深さ20cm程 の溝状の落込みが延びており、 3号

池につながる溝かと思われるが、撹乱により接続部分がほとんど残っておらず、詳しいことは

不明である。わずかに埋上が堆積した後、Ⅷ層とⅥ層によって埋められている。池の埋土から

は、遺物はほとんど出上していない。

【4号池】 (図 9、 図版 7)

Ia期の 9号池の一部がⅧ層によって埋められた後、部分的に掘り直して造られた池跡であ

る。I-18区 の西端付近から80cmほ ど急に落込み、基礎 9区の西端では深さ1.9mと 、もっとも

深くなる。基礎 8区では1.lm前後の深さで、その西側で急に立ち上がる。

Ib期の 1～ 4号池跡は、Ⅶ層とⅥ層によって埋められるが、これらの層には大量の遺物が

含まれている。木製品 。木羽などは、今回の調査で出上したものの大多数をこれらの層で占め

ている。木簡もほとんどが、このⅧ層とⅥ層から出上している。木簡には元禄年間の年号を記

したものも含まれている。また、陶磁器はさほど多くないのに対して、土師質土器が皿を中心

に大量に含まれている。瓦も

'ヒ

較的多いが、20～22列の池を埋める層が、瓦を主体とし、陶磁

器・土師質土器 。木製品をあまり含まないのに対して対照的である。特に基礎 9区では、木製

品・木羽・カロエ木などを中心とした有機物層と、土師質上器を多量に含む層が、互層になって

堆積しており、繰り返し廃棄が行われたものと推定される。上師質土器の皿は、灯明皿に転用

されたものも若千含まれるが、大量にまとまって出上していること、それとともに白木の箸が

大量に出土し、長さ約 8寸のものが主体をしめることから、宴会で使われた道具が捨てられた

ものである可能性が考えられる。
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図 7 1a期 遺構配置図
Fig 7 Distribution of features at Nh/15(phase l a)
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Fig 8 Distribution of features at N� 15(phase l b)
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② 北区20～23列

ここも建物基礎の杭によって破壊される部分だけの調査である。基礎 1～ 7区を調査してい

るが、基礎 1区 と5区、 2区 と6区、 3区 と7区は、それぞれ南北につなげて調査を行ってい

る。③層をはさんで、地山上面の遺構と⑥層上面の遺構の、2時期に細分されたため、それぞ

れを Ia期・ Ib期に対応させた。

A.la期 (地山上面)

地山を直接掘り込んで造られた遺構である。構築にあたって、整地・盛土などは確認されて

いない。

【9号池】 (図 10・ 12、 図版 4)

基礎 1・ 5区、基礎 2・ 6区、基礎 4区で検出された池跡である。撹乱や調査しなかった部

分によって分断され、全体の形状を推定することは難しいが、 I期の他の小規模な池跡と比べ

ると深いため、一連につながる大きな池跡になるものと考えられる。位置関係と深さから、」

～M-18区で検出された池跡につながるものと考えられる。米軍共同溝による撹乱をはさんで

隣接する、南区のKoL-22・ 23区で検出された10号池の岸の形状から、この 9号池と10号池

が、一連の池でつながる可能性もある。底面には複雑な凹凸が見られるが、深さは基礎 1・ 5

区で1.lm、 基礎 2・ 6区では70cm程である。③層によって埋められている。

【13号溝】 (図 10、 図版 4)

G・ H-21区で検出されたもので、溝としたが、その形態と構造から、 9号池などとともに

庭園を形成する池の可能性がある。その場合、この13号溝に伴う18号溝は、池に取り付 く溝と

考えられる。方向はN-21°一Eである。北側が12号清によって切られているが、断面図を見る

と12号溝の底面より深いため、その下に残存しているはずであるが、この部分は一部しか調査

しなかったのか、記録がなく判らない。堆積土断面での観察では、一度造り直されている可能

性があるが、明確にはとらえられていない。幅 2～ 3m、 深さはもっとも深い部分で1.5m程で、

内部は一面に河原石が敷き詰められている。遺物は少なく、陶磁器では、唐津産の大鉢 1点 (図

54-256)と 土師質土器の皿 1点が出土しているだけである。瓦が若干出上しているほか、寛永

通宝が出土している。

【18号溝】 (図 10)

G-21区で検出された小規模な溝で、南側は撹乱によって壊され、北側は13号清に取り付い

ており、長さ2.4m分を検出した。方向はW-21°一Nで、13号溝に直交している。上幅70～ 90cm、

下幅50cm、 深さ30甑。遺物は出土していない。

【19号溝】 (図 10・ 12、 図版 4)

基礎 6区の 9号池の底面で確認された溝で、 9号池の深い部分で分断されているが、方向か



ら一連の溝跡と考えられる。 9号池の底面に設けられ、その深い部分をつなぐ形で造られたも

のであろう。基礎 6区より東側にさらに続くものと考えられ、 9号池からの排水の役割をもっ

ていたことが想定されるが、12号溝によって壊されているのか、この部分の記録がなく不明で

ある。上幅40～ 50cm、 下幅20cm、 深さ20cmで、わずかに埋上が堆積した後、 9号池とともに③

層によって埋められている。埋土からは遺物はほとんど出上していない。

9号池と19号溝を埋めている③層からは、土師質土器の皿が若干出土している他には、陶磁

器はごくわずかしか出上しておらず、本製品もあまり多くない。それに対して、瓦は大量に出

土している。

B.Ib期 (③層上面)
Ia期の9号池が③層によってある程度埋められた後の遺構である。また、12号濤について

は、調査時に充分確認できず、この Ib期の図面にあわせて記録されていたため、図11に掲載

したが、Ha期に属する可含Z隆が高いため、遺構の記述は、Ha期のところで行う。

【4号池】(図 11・ 12、 図版7)

基礎 1・ 5区、基礎 2・ 6区、基礎 4区で検出された池跡で、 Ia期の9号池が③層によっ

てある程度埋められ浅くなったものを、部分的に直して作られている。基礎 1・ 5区 と基礎 2・

4区では、池の輪郭は9号池とほとんど変わらない。基礎 4区では、南倶1か ら埋められたため、

南岸がこの区の中程にくる。 Ia期と同様に、18列から一連につながる池跡であると推定され

る。南区の池跡は、 Ib期になって位置が南にずれるため、つながっていない可能性が高い。

深さは基礎 1・ 5区で90cm、 基礎 2・ 6区で60餌で、⑦層によって埋められている。

【14号溝】(図 11・ 12、 図版4)

基礎 6区の4号池の底面で検出された濤で、 Ia期の19号溝と同様に、基礎 6区よりさらに

東側に続き、 4号池の排水の役割をもっていたと推定されるが、これも12号溝によって壊され

ているのか、この部分の記録がなく不明である。上幅40～ 50cm、 下幅20cm、 深さ25cmであるが、

西側では最大幅1.5mと 広くなっている。わずかに埋土が堆積した後、4号池とともに⑦層によ

って埋められている。

4号池と14号溝を埋めている⑦層からは、土師質土器の皿が若干出上している他は、陶磁器

はごくわずかで、本製品もあまり多くない。それに対して、瓦は大量に出上しており、③層に

おける遺物の出土傾向と同じである。この20～22列の⑦層と③層から出上した遺物の内容に対

して、18。 19列のⅥI層・VI層では、土師質土器の皿が圧倒的多数を占め、木製品も多いという

ように、対照的である。このことから、捨てられる物の種類によって、捨て場所がある程度決

められていたと考えられる。なお、この大量に廃棄物を含む北区VII層 。Ⅵ層・⑦層に対応する

と考えられるのが、南区東部の3b層上面に捨てられていた廃棄物層である。
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図10 1a期 20～22列検出遺構
Fig.10 Features of phase l a at NM5

13号溝埋土土層註記

埋± 1層 7 5YR6/2 灰褐色 シル ト 炭化物・小礫含む
埋± 2層 7 5YR7/1 明褐灰色 粘土質シル ト 炭化物・オヽ礫含む
埋± 3層  10YR7 5/4 黄褐色 砂質シル ト 礫合む
埋上 4層 7 5YR7/1 明褐灰色 粘土質シルト
埋± 5層  5Y8/2 灰自色 砂質シル ト 砂・礫含む
埋上 6層 10YR8/35 浅黄橙色 粘土質シル ト
埋± 7層 10BG7/1 明青灰色 粘上質ンル ト
埋± 8層  5 BG7/1 明青灰色 粘土質ンル ト
埋± 9層 10GY7/1 明緑灰色 シルト 砂・礫含む
埋上10層  7 5GY7 5/1 明緑灰色 シル ト 砂・礫含む
埋±11層  5 BG7/1 明青灰色 粘土質シル ト
埋上12層 7 5YR7/35 にぶい橙色 シルト
埋±13層 7 5GY8/1 明緑灰色 粘土質シル ト 小礫含む

18号溝埋土土層註記

埋± 1層 10YR3/3 暗褐色 シルト 小礫・腐礫・炭化物含む
埋± 2層  5Y6/3 オリープ責色 粘土質シル ト 小礫・砂 。明黄色粘上質シル トブロック含む
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12号溝埋土土層註記                               4号 建物跡柱 4埋土土層註記
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買
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段差埋上土層註記

埋± 10YR5/2 灰黄褐色 粘土質シルト 細砂含む

0        1m

―

図■ Ib期 20～22列検出遺構
Fig.1l Features of phase l b at NW15
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③ 南区

南区の地形は、東西が低く、中央のG～ I列が高い。 2d層は、南区のほば全域に広がって

おり、 I期の遺構を覆っている。 2d層以下の層の分布は、 F列付近の段差を境として、東西

で大きく異なる。 F列 より東側では、地山の上が 3a。 3b・ 3Cの 3枚の層に分かれるのに

対して、西側では3層直下が地山である。 3a層の上面はH期に畑として利用されている。東

西で異なる層を直接対比することは困難であるが、それぞれの場所で遺構の変遷に関して新旧

2時期が確認されたため、それぞれをIa期 とIb期に対応させた。

東部 (D～ F列 )では、 3C層下の地山上面と、 3b層上面の遺構に細分されたため、それ

ぞれを Ia期・ Ib期に対応させた。ただし、掘り込み面が確認できていないため、切 り合い

関係などから、 Ib期 に相当すると判断したものもある。

中央部 (G～ I列)では、 3層 をはさんで、地山上面の遺構と、 3層上面の遺構の 2時期に

細分されたため、それぞれを Ia期・ Ib期とした。

西部 (J～M列)には、 Ia期・ Ib期を通じて、池からなる庭園が存在し、調査時には一

時期の所産と理解されていたが、遺構の実演1図をもとに、池の構築面、埋没状況を検討した結

果、 3種類のケースが確認でき(図 13)、 2時期の変遷を想定するに到った。 Ia期の池は、 3

層 (3a-1層 )が堆積する以前にほぼ完全に埋まりきっており、 3層は水平に堆積している。
Ib期の池は、3層の上に構築されている。なお、Ia期に池として利用されていたところに、

間層を挟まずに3層が堆積し、上面が池状に窪むケースについては、 Ia・ Ibの両時期にわ

3層 (3a-1層 )

Ia・ Ib剣 ]

lb期

蕊ミ越麒地山

図13 南区池跡堆積状況模式図
Fig,13 Restored inustrations about cross section of ponds(phase



たり、池が存在していたと理解した (10号池→ 6号池)。

A.la期

中央部と、一段低い東部に雨落溝を伴う礎石建物跡が存在する。西部は庭園として利用され

ており、北区から続く中島を伴った大規模な池が広がっていたと推定された。

【6号建物跡】 (図 14、 図版 5)

南区東部において3C層の下から検出された。明治期の井戸跡により東辺の一部が失われて

いる。N-25° 一Wの方向をとる南北棟で、南北11間以上、東西 3間分が確認されている。

礎石は全て抜き取られており、内部に礎石を据えるための根固め石が詰まった柱穴が並ぶ。

柱穴は、上幅約1.3m、 底幅約0.5m、 深さ約0.6mで、隅丸正方形を呈する。柱間は約200帥を

測る。

20号溝は、本建物の雨落濤と推定される。この溝は、本建物跡の北辺から6間目で東に屈曲

しており、この菩[分からさらに東側へ建物が展開する可能性がある。このことから、本遺構は、

いくつかの建物が廊下でつながる分棟型建物の一部と考えられる。

本建物跡の柱穴からは、17世紀後半に比定される肥前産色絵中型丸碗 (図44-414)や、瓦質

土器 (図66-97)が出上している。

【7号建物跡】 (図 16、 図版 4)

南区中央部の米軍共同清南側で検出された。周辺を後世の撹乱で大きく破壊されており、建

物の中央部と考えられる部分に、東西に 3基並ぶ礎石跡が 2列残されているだけである。27・

28号溝は、本建物の東西の雨落溝と考えられ、その位置関係から、本来は東西 3間の建物であ

ったと考えられる。建物の方向は、N-24° 一Wである。

礎石は全て抜き取られており、内部に礎石を据えるための根固め石が詰まった柱穴が並ぶ。

柱穴は、隅丸方形で、柱間は約252cmと広い。耳ヒ側に位置する24号溝を、本建物に伴う雨落溝の

一部と仮定すると、本建物跡は、池に面する北側に 1間四方の張り出しを持っていたことにな

る。その場合、本建物は、張り出し部分を除き、南北に 4間以上の南北棟になる。

本建物は、池に面して建てられており、柱間隔が通常以上に広い点と考えあわせ、日常的な

住空間というよりもむしろハンの空間であったと想定される。

【20号溝跡】 (図 14、 図版 5)

南区東部において地山面で検出された。ピット387と切 り合っているが、両者の新旧関係は捉

えられていない。北端は削平されている。

本溝は石組濤であり、上幅約1.Om、 底幅約0.6m、 深さ約0.5mの掘り方の中に、幅が40cm程

度になるように、径20か ら30cm程度の自然石を組んでいる。溝の深さは20cm前後で、底面には

比較的小さな石が敷かれている。



溝は、 6号建物跡の周囲を取り囲むように配置されており、構造の点でも、 6号建物の雨落

溝であった可能性が高い。本溝の南西隅に接続する29号溝は、20号清に溜る水の排水を目的と

した施設と考えられる。なお、20号溝の南辺は、石組の一部に重複が認められる。

溝の埋土からは、肥前磁器の壷蓋 (図49-493)、 京・信楽系の灰釉丸碗 (図52-227)、 銅緑

釉を施した肥前産の陶器小皿 (図53-243・ 244)が出上している。これらの遺物が、17世紀後

半から18世紀前葉に位置づけられることから、本濤は、それ以前の段階に機能していたと考え

られる。なお、本溝と切り合いのあるピット387か らは、黒漆塗りの櫛 (図94-069)、 柄に蕨手

形の列点文をもつ銅匙 (図106-76)、 筆の部品と考えられる管状金属製品 (図106-77・ 78)、

ヘラ状金属製品 (図106-79)が 出上している (図版 5)。 金属製品はいずれも銅製で、全てに

鍍金が認められる。匙やヘラ状金属製品は故意に曲げられた状態で出土しており、何かの機会

に化粧道具の一部を一括して廃棄された可能性が高い。

【23号溝跡】 (図 14)

調査区の南東隅で検出された素掘りの東西溝である。溝の方向は、 6号建物の雨落溝である

20号溝の南辺に平行する。幅は、上面で約0.6m、 底面では20～30餌である。本溝は、西端で29

号溝に接続しており、 6号建物に伴う一連の排水施設と考えることができる。

【24号溝跡】 (図 15、 図版 6)

南区中央部にあり、南側を米軍の共同溝により、北西部を Ib期の 5号池により破壊されて

いる。溝は南に向かって開く「コ」字形を呈している。東端部が26号溝とつながり、一連の溝

になる可能性が高い。

本溝は石組溝であり、上幅1.1～ 1.2m、 底幅0.9～ 1.Omの掘り方の中に、幅が0.4m程度にな

るように、径20か ら30cm程度の自然石を組んでいる。溝の底面には比較的小さな石が敷かれて

いる。溝の構造は20号溝に類似しており、本溝も雨落溝と考えられる。溝の北側には11号池が

隣接していることから、本溝は、溝の南側にある7号建物の雨落溝であった可能性が高い。

【25号溝跡】 (図 15)

南区の中央部東側に位置する南北溝である。北端および東側を削平されており、東側の立ち

上がりが捉えられていない。本来は石組の雨落清であったと考えられるが、底面に敷かれた礫

の一部が残存するだけで、石組はほとんど失われている。

南端に緩やかな立ち上がりが確認されているが、南に位置する26号溝の東辺の延長線上にあ

り、一連の雨落清となる可能性もある。また、本溝に切られる形で、直行する31号溝が確認さ

れている。建物は溝の西側に存在していたと考えられ、10号池の位置からみて、南北棟の可能

性が高い。

【26号溝跡】 (図 15、 図版 6)



南区中央部の南東寄りに位置するL字形の石組溝である。東、南の両辺とも、片側半分を失

っており、溝の幅は確認できない。東辺は北側で25号溝と、南辺は西側で24号溝に接続する可

能性がある。本清は、石組の側石を失っているが、本来は石組を伴った雨落溝であったと考え

られる。溝の北西側にあるピットが組み合い、この部分に掘立柱建物が存在していたと推定さ

れる。

【27号溝跡】 (図 16、 図版 6)

南区中央部の西寄りの地点で検出された。溝の南端は調査区の外壁にかかる。撹乱のため、

北への延びは確認できない。側石の多くは既に抜かれており、側石の痕跡と底面の石敷きが残

されていた。溝の掘り方は、上面で幅約1.4m、 底面では幅約1.3mを測る。石組の幅は、約0.5

mあ る。方向は、N-25° 一Wである。本溝は、その構造と位置から、 7号建物西側の雨落溝

と考えられる。

【28号溝跡】 (図 16、 図版 6)

南区中央部の東寄りの地点で検出された。溝の南端は調査区の外壁にかかる。撹乱のため、

北への延びは確認できない。石組濤であり、側石、底面の敷石ともに比較的良好な状態で原位

置を保つていた。調査時に溝の掘り方が確認されていないため、その規模は不明である。石組

の側石と側石との間は、約0.5mあ る。溝の方向はN-25° 一Wであり、27号溝に平行する。本

溝は、その構造と位置から、 7号建物東側の雨落溝と考えられる。

【29号溝跡】 (図 14)

南区東部において、調査区の南壁にかかる形で検出された。素掘りの南北溝で、上幅約0.7m、

底幅約0.5mで ある。北端は 6号建物の雨落溝である20号溝につながっており、溝の途中には、

23号溝が接続している。本溝は、20号溝や23号清に溜る雨水を、より南へ流すための排水施設

と考えられる。

【30号溝跡】 (図 14)

南区の中央部と東部を区切る段差の西側際にあり、段差に平行する。上幅0.5～ 0.6m、 底幅

0.3～ 0.4m、 深さ30cm程度の素掘りの濤で、残存状況は良くない。

溝の東側、一段低い部分には6号建物跡が存在しており、本溝は 6号建物の南北軸に平行す

る。本溝は、屋敷地内部の空間利用に関わる、何らかの区画溝と考えられる。

【31号溝跡】 (図 15)

南区中央部東寄りの地点で検出された。東西方向に側石の痕跡が 2列確認されており、本来

は石組の雨落溝であったと考えられる。側石の痕跡列の間隔は、約0.8mあ る。調査時に、25号

溝に切られているとの所見が得られており、この所見に従えば、 Ia期が細分される可能性も

ある。しかし、31号溝は、25号溝の南端付近に近く、両者が直行することから、これらを一連



の雨落溝と捉え、両者の切り合いは単に作業工程上の手順を示すに過ぎないと考えることもで

きよう。

【2号石列遺構】 (図 14)

南区東部の北端で検出された。人頭大の自然石が南北方向に並ぶ。周辺が削平されており、

これが本来的な姿なのかどうか判らない。本石列遺構は、20号溝西辺の西側狽1石列の延長線上

にある。20号溝の西辺自体は、 2号石列遺構の南側で東に折れており、本石列には直接つなが

らない。

【3号石列遺構】 (図 14)

南区東部の東端で検出された。人頭大の自然石を積み重ねている。調査区の東壁にかかって

おり、遺構の全体像が捉えられていない。位置的には、 6号建物とその東に存在したであろう

建物との接続部にあたる。

【1号配石遺構】 (図 14、 図版 5)

南区東部において、6号建物跡とその雨落溝である20号溝との間の狭い空間に位置しており、

両者と深く結び付いた施設であったと考えられる。残存状況は良好である。握り拳大の河原石

が、長辺約40cm、 短辺約20cmの南北に長い長方形に組まれている。河原石は偏平なものが選ば

れ、平らな面が側面にくるように地面に突き刺している。本遺構には、17世紀後半に位置づけ

られる染付小皿 (図46-463)や 、内外面黒地の漆碗 (図102-058)が伴う。

【10号池】 (図 15。 16、 図版 4)

南区西部北側から中央部西寄りの部分に広がる。北西部で北区の 9号池とつながっていると

考えられる。 9号池との間には、東側から半島状に陸部分がのび、途中から南に向かつて張り

出すと考えられる。南にのびた洲浜の突端には、飛島状の高まりが認められる。池は地山の一

部を削って造られており、その際にでた上を用いて半島状の高まりが造成されている。池の東

岸や洲浜周辺には河原石が多く配置されており、この部分に石浜が造られていたと考えられる。

さらに半島東の淵の部分には、半島に接続する形で半円状に石が積まれている。

埋上の 2層中から、煙管の雁首が 1点出土している (図 105-72)。

【11号池】 (図 15)

南区中央部の西よりの地点で検出された、長軸1.7m、 短軸1.3mの小さな窪みである。池は

3C層を掘り込んでおり、 3a-1層 に覆われている。
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20号溝埋土上層註記
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6号建物跡柱19埋土上lS註記
1 根石抜取痕埋上 10YR4/6・ 7/8 褐色・黄橙色 粘土質ンル ト
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6号建物跡柱 8埋上上屑註記

1 根石抜取痕埋± 10YR2/3 果褐色 粘上質シル ト 礫・小岩片・炭化物含む
2 埋± 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘上質ンル ト 炭化物含む

6号建4/4跡柱34埋上上川註記
埋上 10γ R7/35 にぶい黄精色 粘上質ンル ト 円礫含む

図14 南区 Ia期検出遺構(1)
Fig 14 Features of phase l a at N� 15(1)
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7号建物跡 柱 1

を地ノ:′樹式ニ
7号建物跡柱 1埋土土層註記
埋± 10YR5/4 にぶい黄掲色 粘土質シルト 底部に層状に砂含む

pit395

乳
プ
転劇m

一    -61.00m
Pit395埋 土土層註記

埋± 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土質シルト・ シル ト 小岩片含む

HM G

0                        5m
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ユ鮮
号溝埋土上層註記
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敷石抜取痕埋± 2層 10YR3/4 暗褐色 シル ト 砂含む
敷石抜取痕埋上 3層 25Y5/3 黄褐色 ンル ト
埋± 1層 10YR7/6 明黄褐色 砂 小礫含む
埋± 2層 10YR7/6・ 6/6 明黄褐色 砂・ シルト互層 シルト層に炭化物含む
敷石抜取痕埋± 1層 10YR3/4 暗褐色 ンルト 礫 。白色礫・砂含む
敷石抜取痕埋± 2層 10YR5/4 にぶい黄褐色 砂質シル ト

28号溝埋土上層註記

埋± 1層 10YR2/3 黒褐色 シル ト 小礫・腐礫含む
埋± 2層 10YR4/4 褐色 シル ト イヽ礫含む
埋± 3層 10YR5/6 黄褐色 粘土質ンル ト 小礫・腐礫含む
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図16 南区 Ia期検出遺欄 3)
Fig。 16 Features of phase l a at NW15(3)
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B.ib期

基本的な土地不U用は、 Ia期を踏襲する。西部の池は、やや南西にずれる。池の東岸には石
浜を築き、井戸を配置する。中央部では、 Ia期に存在した西側の池の一部を埋め立て、南北
に長い礎石立ちの建物が造られる。この建物の南側は塀によって区画されている。塀跡の南側

では、東西方向の石列遺構が検出されているのみで、この部分の利用状況はよく判らない。東

部と中央部の間には引続き段差が存在しており、この段差に沿った形で塀が存在していたと考

えられる。東部には Ia期と同様、ほぼ同じ位置で南北に長い建物が存在している。
なお、南区中央部の南東隅で南北方向の平行する小溝が 4条検出された(1～ 4号小濤)。 こ

れらの小溝は調査時の所見から本期に含めたが、位置的にも、方向の点でもⅡb期の畝状遺構

の一部と理解したほうがよいと考えられる。

【4号建物跡】 (図 11・ 18、 図版 8)

南区中央部と北区の南端で、礎石を据えた痕跡が 8箇所検出された。いずれも3層 を掘り込

んでおり、直径1.2m程度の掘り方の内部には根固め石が残されていた。並びから、梁間 2間以

上、桁行 5間以上の南北棟であったと推定される。建物の方向は、N-24° 一Wである。本建

物は、桁間約273cm、 梁間約200cmであり、梁行と桁行で柱間を変えている。北側は、 4号池の

位置からみて、柱 1と 柱 4を結ぶ柱筋が本建物の北辺と考えられる。また、 5号池の位置から

みて、柱 3と柱 7を結ぶ柱筋に建物の西辺がくる可能性が高い。

【5号建物跡】 (図 15)

南区東部で検出された掘立柱建物跡である。21号溝、22号溝と切り合っているが、新旧関係

は捉えられていない。柱穴は、径0.6～0,8m程度の不整円形である。本建物を覆っている3a

層の上面は畑として利用されており、畑の耕作が深く及んだ結果、多くの柱穴が失われてしま

っている。本建物は、 Ia期の 6号建物の位置をほぼ踏襲しており、桁行 9間以上、梁間 2間
以上の南北棟であったと考えられる。柱間は、約200cm、 方向は、N-25° 一Wである。

【16号柱列】 (図 18)

南区の中央部南端にあり、米軍の共同清により大きく破壊されている。東西方向の礎石柱列

で、4間分が残されていた。礎石には人頭大の河原石が選ばれ、径0.5m程度の不整円形の掘り

方の中に据えている。柱間は、約94cmと 狭い。方向はN-25° 一Wである。本柱列は柱間が狭

く、礎石も小さいことから、建物というよりは塀のような施設であった可能性が高い。

【17号柱列】 (図 17、 図版 8)

南区中央部の南東隅で検出された。南北方向の布掘のなかに柱穴が 6基並ぶ。南は調査区南

壁にかかっており、北は米軍の共同溝で破壊されているため、両端とも確認できていない。溝

は上幅約0.5m、 底幅約0.4m、 深さ約1.Omであり、埋上の最下層を埋め戻した後、柱を据えて



いる。方向は、N-25° 一Wである。中央部と東部の境にある段差に沿って造られており、区

画のための塀状の施設と考えられる。

【21号溝跡】 (図 17)

南区東部で検出された、N-25° 一W方向の素掘りの溝である。 5号建物跡と切り合ってい

るが、新旧関係は捉えられていない。溝は、上幅約0.7m、 底幅約0.3mを測る。

本溝を切っているピット354の埋土からは、環状石製品 (図107-S3)、 寛永通費 (図104-

30)、 雁首 (図105-73)が 出土している。

【22号清跡】 (図 17、 図版 8)

南区東部で検出された、21号濤に平行する東西溝である。 5号建物跡と切 り合っているが、

新旧関係は捉えられていない。東側には一部、溝の側面に沿って石組が残っており、本来、石

組溝であった可能性がある。西側では、 Ia期の20号溝が埋まりきらずに窪みとして残ってお

り、本清は、その窪みにつながる。清は、上幅約0,7m、 底幅約0.3mを測る。

【5号池】 (図 18、 図版 8)

南区中央部において、 4号建物跡の南西で検出された精円状の窪地である。西側は高圧管の

埋設などで破壊されている。窪地は、長軸1.7m、 端軸1.2m、 深さ50帥以上を測る。底面には

人頭大以下の石が敷かれ、石の隙間には3a-1層 起源の上が入る。
【6号池】 (図 18・ 19、 図版 9)

南区の南西部の広い範囲に及ぶ。池は、所々に深い部分を造り、その間を水路状の溝でつな

ぐ形態をとる。池の南東部には半島状に張り出した岸を有し、この部分を中心に大量の石が敷

かれている。半島部分には2号井戸が設けられている。

池の底面から内外面に朱で鳥文を描いた黒地漆碗 (図 102-68)が、埋土からは火打金 (図 106

-89)が、それぞれ出土している。

【2号井戸】(図 19、 図版 9)

南区南西部の 6号池に面する岸に位置している。井戸の周辺には石が敷かれている。井戸は

径約1.3mで、深さは2.2mを超す。調査時には、井戸の底面を確認できていない。

【1号石列遺構】 (図 19)

南区中央部の南端に近い地点に位置する。北側を破壊されており、南北に幅0.5m、 東西に長

さ約4.5mにわたって、溝状の掘り方の中に人頭大の河原石を3段積んでいる。
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Pit367埋 土土層註記

埋± 10YR3/3 暗褐色 シルト 砂・小礫・炭化物含む
Pit366埋 土土層註記

埋± 10YR3/3 暗褐色 ンルト 粗砂・小礫・炭化物含む
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二~-60.50m
P■ 364埋土土層註記

埋± 10YR3/4 暗褐色 シルト 砂・小岩片・炭化物含む
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岳υ Fる080m
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里_.E純 :那鴛
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I
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5号建物跡柱 4B埋土土層註記
埋± 10YR5/3・ 5 YR4/6 ヤこぶい黄褐色・赤褐色シル ト 大小の礫含む
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一 fiI:iIH

5号建物跡柱 5埋土土層註記

埋上 10YR2/2 黒褐色 粘土 礫・砂・炭化物を含む

5号建物跡 柱 9

登〔ヽく31:そ|:iIH
5号建物跡柱 9埋土上層註記
埋上 25Y3/2 黒褐色 シル ト 灰黄色・青灰色の粘土プロック・大小の礫合む

0                                      〔

17号柱列

図17 南区 Ib期検出遺構(1)
Fig。 17 Features of phase l b at NA/15(1)
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図18 南区 Ib期検出遺構12)

Fig 18 Features of phase l b at NM5(2)
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図19 南区 Ib期検出遺欄 3)
Fig,19 Features of phase l b at NA/15(3)
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12)H期 (西屋敷廃絶後・二の丸以前)の遺構

H期は、元禄年間の二の丸拡張に伴う整地が行われた時期と考えられるものである。 2時期

の遺構面が確認され、Ha期、Hb期 と細分される。

① Ha期 (北区Ⅵ層上面)

北区は、この段階で、池などはほとんど埋め立てられ、平坦な面が形成され、若千の遺構が

確認される。この時期の遺構としては、溝跡 1条、土坑 1基、ピット1基があるほか、先述の

12号溝が該当する可能性が高い。この内、K-18区で検出されたピット317か らは、白木の箸が

50本ほどまとまって出上しており、廃棄坑の可能性がある。南区には遺構は確認できず、南区

の西部では、池がそのままの状態で残されている。

【12号溝】 (図 11、 図版 7)

G-20・ 21区からK-20・ 21区にかけて検出されたもので、調査時に12号溝として認識して

いたのは基礎 7区の部分のみである。基礎 5区・ 6区の断面図の検討によって、12号溝の続き

が、より西側に延び、基礎 5区では、深い落込みになっていることが判明した。この基礎 5区・

6区では、調査時にこの12号溝の遺構は確認できておらず、基礎 5区において、清の南側の壁

面近くに敷かれた礫のみが図化されていた。図11に おいて、基礎 7区の12号清から西に破線で

示したのが、断面図と礫の分布から推定した遺構のラインである。東側が撹乱で破壊され、西

側は推定にとどまるが、17.5m分を確認している。この12号溝は、基礎 5区・ 6区では調査時

に認識できず、 Ib期の 4号池と同じ図面に記録されている。そのため、図面は Ib期の図面

に載せざるを得なかったが、次の理由からHa期に属する可能性が高いと考えられる。

12号溝は、 Ib期の 4号池を⑦層で埋め、一部を掘り直して造られていることから、 4号池

より新しい遺構である。東側が撹乱で破壊されているが、東端でわずかに段差にかかっている。

この段差と12号溝の切りあい関係は、確実な記録が残されていないが、12号溝が段差の埋土を

切っている可能性が強い。この段差は、南区の中央部と東部を区切る段差につながるものと考

えられ、これがある程度埋められた後に12号溝が造られた可能性が高い。また、17世紀末葉以

降のものと考えられる、肥前産の蛇ノロ釉ハギの粗製の磁器皿 (図48-483)力 出ゞ土している。

これらの点から、12号濤は Ib期より後の時期のものであることは確実であり、18・ 19列で確

認されているHa期 との間にさらにもう1時期を想定するよりも、18・ 19列で確認されている

15号濤と同様に、 Ib期の庭園の池が埋められていく過程で、排水の目的で造られた溝と考え

た方が理解しやすいことから、Ha期に属する可能性が高いと判断した。

基礎 7区では、上幅1.6m～ 20m、 下幅40cm前後、深さ30cm程である。基礎 5区の東端では、

上幅4.2m、 下幅1.3m、 深さ1.6mで ある。基礎 7区での方向は、E-12°一Nである。

埋土は 2層 に分けられるが、 2層中には河原石が多量に含まれており、清中に敷かれている
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ような状態を呈している。基礎 5区の落込みの部分でも、南側の壁沿いの埋土最下層には河原

石が多量に含まれ、壁の斜面に積み重ねるように敷かれており、一連の敷石の可能性がある。

基礎 7区の部分の埋土 (12号溝埋上)か らは、陶磁器・瓦が少量出土している。基礎 5区・ 6

区の部分の埋土は⑥層が相当し、瓦が大量に出上しており、本製品も比較的多いが、陶磁器は

含まれず、土器も少ない。

【15号溝】 (図 22、 図版 10)

I-18・ 19区からM-18区 にかけて検出された、東西方向の素掘の溝である。東側は撹乱で

破壊されており、また建物基礎によって破壊されない部分は掘り上げていないが、18m分 を検

出した。方向はE-16°一Nで、東端付近で南に曲がるかと思われるが、撹乱のため確実ではな

い。残りのよい部分で、上幅1.2～ 1.5m、 下幅40～ 50cm、 深さ20～30cmである。底面のレベル

は、 J・ K列の部分が最も低くなっているが、全体的には東狽」がわずかに低くなっている。埋

土からは、陶磁器・瓦が出土しているほか、加工木・木羽が比較的多く出上している。

【4号上坑】 (図 22、 図版 10)

G・ H-18区で検出されたもので、北側は調査区外にのびる。東西3.Om、 南北1.6m以上、

深さ30cm前後の不整形な土坑である。埋土は 1層で、礫・炭化物・焼上を多量に含み、人為的

に埋められたものと考えられる。遺物も土師質土器の皿など、多量に含まれており、まとめて

廃棄されたものと考えられる。

③ Hb期 (北区V層上面・南区 3a層上面)

【畑跡】 (図24・ 25・ 26、 図版10)

北区ではV層がほぼ全面に分布し、そのほとんどの部分で、畝状の遺構が確認された。南区

では、東部のみに3a層が分布し、その上面で畝状の遺構が確認されている。南区の中央部で

は、 3a層、あるいはそれに対比できる層は分布していないが、 Ib期の面において、G-26

区でほぼ平行する 1～ 4号小濤状遺構が検出されており、耕作土は残存していないが、畑跡の

痕跡の可能性がある。南区の西部では、Ha期 と同様に、 I期の池跡が残っている。

北区の内、G～ J列では畝状遺構は南北方向で、やや不整形な部分もあるが、50～ 60cm間隔

で並んでいる。K～M列では東西方向に畝状遺構が並んでおり、その間隔は80～ 100cmとやや広

くなっている。畝状遺構の高さは、残りの良い部分でも5甑程度である。撹乱や調査しなかっ

た部分で分断され、遺存状況も良くない部分も多く、畑跡の一区画全体の大きさが判明する部

分はない。K-20・ 21区に畝状遺構と直交する南北方向の溝が存在し、これに相対する調査区

の西端にも南北方向の溝があり、畑を区画する溝と考えられる。この清が畑一区画の東西の端

であるとするならば、東西の幅は、溝の中心で測って8.5mで ある。

南区東部では、 Ia期の 6号建物跡、 Ib期の 5号建物跡が存在した高まりの部分に畝状の
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Fig.23 Distribution of features at NM5(phase IIb)
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遺構が分布している。これらの建物跡の周囲にめぐっていた溝の部分が、そのまま畑跡を区画

する溝状の落込みとなっている。畝状の高まりは、東西方向に並ぶが、南側の26～29列では、

あまり明確ではない。北側の23～25列 も、小規模な段差が複雑に入り、畝状の高まりの並びが

明確ではない部分も多いが、ほぼ1.Om前後の間隔で畝状の高まりが並んでいる。

これらHb期の遺構は、北区Ⅳ層・南区2d層に覆われ、南区西部の池跡も、 2d層によっ

て一挙に埋め立てられる。そのため2d層 は、池跡を埋めた最も厚い所では、1.6mを測る。こ

のⅣ層・ 2d層の整地によって、全体に平坦面が形成され、その上にШ期の二の丸中奥の段階

の遺構群が形成されるようになる。

0                      5m

図26 Hb期 検出遺欄 31
Fig.26 Features of phase IIb at N� T5(3)
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13)Ⅲ期 (二の丸中奥)の遺構

Ⅲ期は、二の丸中奥として使われた時期と考えられ、Ⅲ a期 とⅢ b期に細分される。Ⅲ a期・

Ⅲb期 ともに、土地利用のあり方は共通し、21・ 22列に溝が東西に延び、それより北側には遺

構はほとんど分布しない。また24列にも東西に溝がのび、それより南側に遺構が多く分布する。

特にD-24～26区からH-24～ 26区の間には、多くの建物跡・柱列・ピットが集中する。27列

より南側、 I列より西側では、遺構の密度は低くなる。

① IIIa期 (北区Ⅳ層上面・南区 2d層上面)

南区では北東側でⅢ a期の遺構が確認されている。それ以外の場所は、Ⅲ b期以降の建造物

や近代の撹乱が著しく、確実に本期と考えられる遺構は確認されていない。

Ⅲ b期には、23列 と24列の境付近に東西方向の区画溝があり、この溝を挟んで北側は多量の

円礫を含む盛土により平らに整地され (整地層③)、 南側には各種の建造物が造られる。区画清

は、ほぼ同じ位置で新旧 2段階の変遷が追える。区画溝の作り替えに伴い、濤の北側部分は再

度整地し直している(整地層⑦)。 溝の北側の整地層の上面は、平坦で全く遺構が存在しないこ

とから、この部分はⅢ期を通じて東西の道路として利用されていたと推定される。道路状遺構

の南北幅は2.5m以上である。

区画溝の南側では多数のピットが確認されているが、この部分の遺構は明治期のものを含め、

同じ面 (2d層上面)で検出された例が多く、調査時に層位に基き、面毎に各期の遺構を分離

できていない。従って、出土遺物などから粥らかに明治期 (Ⅳ期)と判断される遺構を除いた

後、柱穴と考えられるピットについて柱筋、柱間を基準に建物、柱列を抜き出し、それらの切

り合い、並びから大きく新旧 2段階の変遷を想定した。建物や柱列の柱穴として組み合うこと

なく単独で存在するピットの大部分に関しては、Ⅲ a期 とⅢb期の区分ができていない。

上記の検討の結果、南区におけるⅢ a期の遺構としては、区画溝の南側に接する形で東西方

向の柱列が 6列、さらにその南に建物跡が 1棟抽出された。 6本の柱列の内、10～12号柱列、

13・ 14・ 18号柱列は各々切り合っている。従って区画溝の南側には、溝に伴う形で 3回の変遷

を持つ柱列が 2列存在することになる。塀跡と考えられる 2列の柱列は、造り替えの回数が一

致することから同時存在の可能性もあるが、その場合、平行する二つの塀が近接して存在する

形になり、機能の面で理解しがたい。

一方、北区では、21・ 22列に東西方向の 9号溝があり、その付近に小規模な溝 (暗渠)や ピ

ットが存在する。これらより北側では、遺構密度は低く、調査区北東端付近に 3号土坑が存在

するだけである。なお、9号溝のすぐ北側で、部分的ではあるが、石を取り去った跡のような、

小規模な凹凸が検出されている。

【3号建物跡】 (図 29・ 30・ 31、 図版11)



Ⅲ期の遺構が最も集中するE～ G24・ 25区で、柱穴と考えられるピットを選び、柱筋、柱間

を基準に検討を重ねた結果、本建物の存在を確認した。この周辺は遺構の重複が著しく、本建

物に関しても、東西 5間分、南北 1間分の柱の並びが確認されているに過ぎない。柱穴は、直

径0.5m程度の不整円形をしており、深さは約50cmあ る。柱穴の中には中央に柱痕跡が認められ

るものもある。建物の方向はE-25° 一Nで、柱間は約188cmで ある。

【10号柱列】 (図 29・ 30・ 31、 図版 11)

E～ G24区において、ほぼ同じ地点に10～12号柱列が重複して存在する。これらの柱列は、

通常の建物と考えるには柱間が広すぎる。また、柱列に接する形で北側には東西方向の区画溝

がある。従って、これらは、塀とそれに伴う側溝であったと考えられる。

10号柱列はこの中で最も新しく、E-25° 一Nの方向に柱穴が 9基並ぶ。柱間は約236cmで あ

る。柱穴の大きさは、 3つの柱列の中で最も規模が小さく、直径60～70cm程度である。柱穴の

中には、柱痕跡が残されている。

【11号柱列】 (図 29・ 30・ 31、 図版11)

12号柱列より新しく、10号柱列より古い。柱間は約297cmで、E-25° 一Nの方向に 6基の柱

穴が並ぶ。柱穴は直径80cm程度で10号柱列のものよりは若干大きい。

【12号柱列】 (図 29・ 30・ 31、 図版11)

10～12号柱列の中で最も古く、柱穴の規模も最も大きい。柱間は約276cmで、E-25° 一Nの

方向に 5基の柱穴が並ぶ。10・ 11号柱穴との重複が著しく、柱穴の構造は不明である。柱穴 5

の底面から、18世紀代に比定される磁器徳利 (図50-506)が出上している。

【13号柱列】 (図 29。 30・ 31、 図版11)

10～12号柱列と平行して南側に、13・ 14・ 18号柱列が存在する。これらの柱列は、ほぼ同じ

場所に重複しており、建て替えられたものと考えられる。

13号柱列はこの中で最も新しく、E-25° 一Nの方向に柱穴が 6基並ぶ。柱間は約340cmで あ

る。柱穴の大きさは、 3つの柱列の中で最も規模が小さい。柱穴の中には、柱痕跡が残されて

いる。

【14号柱列】(図 29・ 30・ 31、 図版11)

18号柱列より新しく、13号柱列より古い。柱間は約370cmで、E-25° 一Nの方向に6基の柱

穴が並ぶ。柱穴の位置は、13号より若干西側に寄っている。柱穴の中には柱痕跡が確認される

ものもある。

【15号柱列】(図 29・ 30・ 31、 図版11)

E～ G-24区にあり、3号建物跡に切られている。E-25° 一Nの方向に、約320cmの間隔で、

5基の柱穴が並ぶ。
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【18号柱列】 (図29・ 30・ 31、 図版 11)

13・ 14。 18号柱列の中で最も古く、柱穴の位置は一番西側に寄っている。柱間は14号柱列と

同じで、E-25° 一Nの方向に 5基の柱穴が並ぶ。柱穴は、 3つの柱列の中で最も大きい。

【4号溝】 (図 29、 図版H)

10～12号柱列の北側、E～H-24区に重複する東西溝が 2本存在する。古いほうの 4号溝は、

6号溝の底面に痕跡が残されているに過ぎず、幅や深さは不明である。溝の方向は、E-25°

一Nである。

【6号溝】 (図 29、 図版11・ 12)

4号溝のうえに造られた東西溝で、4号溝と同じ方向を向く。本溝は、幅約1.Omの掘り方の

中に側石を据え石組溝としているが、底面の石敷きは確認されていない。石組溝の幅は約0,4m、

深さは20cm程度である。

【9号溝】 (図 28、 図版m)

F-21・ 22区からK-22区にかけて検出された東西方向の溝で、方向はE-25°一Nである。

西側は米軍共同濤で破壊され、東側は調査区外に伸びるが、20m分を検出した。17号溝を切っ

ている。上幅200～ 220硼、下幅60cm、 南側での深さ70cmで あるが、この溝をはさんで、北側の

地表面の高さが40cm程低 くなっているため、北側の深さは30cmである。溝の底面には、45～ 65

cm間隔で、角杭を打ち込み、この杭に北側は半裁した竹を交差させてからめ、南側は板を杭に

付けて溝の壁としている。打ち込まれた杭は、 4～ 8餌角で、断ち割りを行った部分では、長

さ120cmで あった。H-21区に1ケ所、 I-21区に 2ケ所、溝に直交して、北岸に板材が残って

おり、この溝に流れ込む、木組の溝か暗渠と考えられる。北岸には、径 6 cm前後の丸杭および、

その痕跡が多数検出されており、護岸設備か、あるいは概があった可含蟄隆がある。埋土は、自

然堆積で20cmほ ど埋まった時点で、 3層の整地によって埋められ、ほぼ同じ位置に、Ⅲ b期の

8号溝が構築されている。

【16号溝】 (図 28・ 31、 図版11)

G-22区で検出されたもので、方向は他の遺構とは異なりE-34°一Nである。東側を17号溝

に切られており、残存する長さは1.7mである。40cm程の幅の濤の上半部に、側石として石を長

手に置き、板状の石で蓋をした暗渠である。ただし、西端では石が残っていない。溝底は西か

ら東に向けて深くなり、東端で25cmほ どの深さとなっている。内部には砂質の上が流れ込んで

おり、自然堆積である。遺物はきわめて少なく、年代などの判るものはない。

【17号溝】 (図28・ 31、 図版 11)

F・ G-22区で検出された。方向は他の遺構とは大きく異なりE-13.5° 一Sである。北側を

9号溝に切られ、16号溝を切っている。東側と南側は境乱によって壊されている。検出レベル
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とその位置から、建物の基礎によって破壊されないと判断されたため、検出のみで、掘り上げ

ていない。側石の上に偏平な河原石で蓋をした暗渠である。石の残っていた部分の長さ2.3m、

側石の外狽Iでの幅40cmである。掘り方と見られる部分の範囲が石組に比べて非常に大きいが、

掘り上げていないため、石組との関係がどのようになっていたのかは不明である。

【3号上坑】 (図 28、 図版12)

G・ H-18区で検出された。南側を撹乱によって破壊され、東・北側は調査区外に伸びる。

東西5.8m以上、南北2.Om以上、深さ40～ 60clnの広い落込みである。埋土は3層に分けられ、

いずれにも礫・炭化物が含まれ、人為的に埋められたものと考えられる。埋± 2層 (遺物取り

上げは埋± 3層)に は、陶磁器・土器など比較的多くの遺物が含まれており、まとめて廃棄さ

れたものと考えられる。その他の埋± 1層 。埋± 3層には、遺物はほとんど含まれていない。

名
16号溝埋土土層註記

理キ 10YR2/2 黒褐色 砂質シル ト

0                 2m

図31 111a期検出遺e14)

Fig 31 Features of phase IHa at NW15(4)



10号柱列 柱 4

10号柱列 柱 ユ

~■
号柱列 柱 2 ~6030m

10号柱列柱 1埋土上層註記
埋± 1層  10YR5/6 黄褐色 シル ト 明褐色粘土質ンル ト塊・礫含む 柱痕跡
埋上 2層 10YR3/4 暗褐色 砂質シル ト
10号柱列柱 4埋土上層註記
埋上 1層 25Y5/1 黄灰色 粘土質シルト 空洞多 柱痕跡
埋± 2層 25Y5/1 黄灰色 粘土質ンルト 黄褐色粘土含む
11号柱列柱 2埋上土層註記

埋± 10YR3/3 暗褐色 粘土質ンル ト 灰白色粘上含む

13号柱列 柱 3

-6070m

暑

14号柱列

柱 3

追三年竃

柱

ュ鼠滝売

層

藍謡色 シルト質粘土 空洞多 柱痕跡  423
埋± 2層 10YR4/1 褐灰色 ンルト質粘土 明褐色粘土塊含む
14号柱列柱 3埋上土層註記
埋± 1層 柱痕跡
埋± 2層 10YR4/4・ 5/1 褐色・褐灰色 粘土質シルト
P■423埋 土土層註記

埋± 1層 10YR5/1 褐灰色 粘土 柱痕跡
埋± 2層  10YR7/6 明黄掲色 粘上

ll号柱列 柱 3

-6050m

10号柱列柱 6埋土土層註記

埋± 1層  25Y4/1 黄灰色 粘土 空洞多 柱痕跡
埋± 2層  10YR7/6 明黄褐色 粘上質シル ト
埋± 3層 10YR7/4～ 5/4 1こ ぶい黄橙色～にぶい黄褐色 粘土

14号柱列柱 1埋土土層註記

埋± 1層 10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト 礫含む 柱痕跡
埋± 2層 10YR4/4 褐色 シルト 粗砂 。腐礫・小礫含む

6120m

号柱列

2(IIIb期 )

6050m

10号柱列 柱 6

乳
14号柱列柱lPを

130m

FGを140m

7号柱列
柱 3(Ⅲ b期 )

-6060m

K′
60 80rn

獣_

14号柱列 |

柱 4

13号柱列柱 4埋上上層註記          
‐ ~‐

埋± 1層  10YR3/1 黒褐色 シルト 空洞多 柱の残存有り
埋± 2層 10YR3/3 暗褐色 シル ト 明褐色及び白色粘土沈・礫含む
Pit421埋 土土層註記

埋± 10YR4/2 灰黄褐色 粘土 小礫含む
14号柱列柱 4埋土土層註記

埋± 1層  10YR4/6・ 2/3 褐色・黒褐色 ンルト・粘土質シルト 柱痕跡
埋上 2層 10YR6/8・ 4/4 明黄褐色・褐色 粘土質ンル ト・ シル ト質粘土 砂・小礫含む

留鷲
15号柱列柱 1埋土土層註記

12号柱列

柱 1

■号柱列

柱 2

-6030m

11号柱列柱 3埋上土層註記
埋上 10YR3/4 暗褐色 シルト 砂 。2d層起源の黄褐色粘土塊 礫含む

12号柱列柱 1埋土土層註記
埋± 1層  10YR5/6 黄褐色 ンルト質粘土 下部に砂含む
埋± 2層 10YR4/3 1こ ぶい黄褐色 粘土

埋± 1層  7 5YR6/8 橙色 粘土質シル ト 礫含む
埋上 2層 7 5YR7/8 黄橙色 粘土質ンルト 礫・炭化物含む
埋± 3層 7 5YR6/4 にぶい橙色 粘上質シルト

15号柱列柱 2埋土土層註記

埋± 1層  10YR4/6 褐色 シルト 砂・小礫・灰褐色粘土含む 柱痕跡
埋上 2層 10YR5/6 黄褐色 シルト 灰色 。黄褐色粘土含む
埋± 3層 10YR5/2・ 5/6 灰黄褐色・黄褐色 ンル ト

3号建物跡 柱 9
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18号柱列柱 4埋土土層註記
埋± 1層  10YR4/4 褐色 砂質・粘土質ンルト 小礫 。炭化物含む 柱痕跡
埋上 2層 10Y R6/6 明黄褐色 粘土質ンルト 浅黄色及び明褐色粘土・砂・小礫・ 炭化物含む
埋± 3層  10Y R4/4 褐色 砂 黄褐色粘土質シル ト塊・礫含む
3号建物務柱 2埋土土層註記
埋± 1層 柱痕跡
埋± 2層  10YR4/6 褐色 砂質ンル ト 円礫・炭化物含む
埋± 3層 10YR3/4 暗褐色 シルト にぶい黄褐色土塊・礫・炭化物含む
3号建物跡柱 9埋上土層註記
埋± 10YR5/4 1こ ぶい黄褐色 シルト質粘土 礫含む 2d層 に等しい

図32 ma期検出遺構断面図
Fig 32 Cross sections of features at NM5(phase IHa)
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② IIIb期 (北区III層上面 。南区 2C層上面)

南区では、北寄りの24・ 25列に遺構が集中している (図 35)。 この部分にはШ a期にも建造物

が存在していたが、本期には、その上を盛上により整地し (整地層③・④)、 建物が構築されて

いる。北に開く門が存在し、この問を起点として、西側に南北の、東側に東西方向の区画が認

められる。建物群は門跡の南東方向に存在していたと考えられ、その部分で非常に多くの柱穴

が検出されている。門跡は、同じ位置で新旧 2段階の変遷が追え、新しい段階の門は、より簡

素な構造に作り替えられている。

門に接続する東西の区画施設としては、 5号溝と2号溝があり、これらの清の南側には7号

柱列と8号柱列が伴っている。これら溝と塀からなる2組の区画施設は直接の切り合いを持っ

ていない。しかし5号清がⅢ a期の区画溝の位置をほば踏襲しているのに対して、 2号溝の位

置は南に大きくずれることから、 5号溝から2号溝への変遷が推定できる。門跡同様、区画溝

も簡素化されたと仮定した場合、縁石を伴う5号溝から素掘りの 2号溝への変化は、この仮定

に合致する。また、 5号溝に伴う7号柱列は 6号柱列に接続し、さらに西側では門跡 2の東側

の控柱につながることが推定される。門につながる東西の区画施設の北側には部分的に多量の

円礫を含んだ整地層 (整地層⑥)が認められることから、この部分はШ a期同様、道路として

利用されていたと考えられる。これらをまとめると、Ш b期の遺構変遷は、門跡 2(古段階)

→門跡 1(新段階)、 5号溝 (古段階)→ 2号濤 (新段階)、 7号柱列 (古段階)→ 8号柱列 (新

段階)と なる。

【門跡 1】 (図35・ 37、 図版13)

地中に埋められた梁の両端にほぞ穴をあけ、そこに本柱を据えた簡素な構造の門である。地

中の梁は、長方形の掘り方の両端に礎板の代わりに据えられた角材の上に渡されている。西側

の本柱に当たる部分を撹乱により破壊されているが、東側の本柱は門跡 2の東側本柱とほぼ同

じ位置にあり、その位置は踏襲されていた可能性が高い。門の長軸方向はE-25° 一Nである。

【門跡 2】 (図35・ 37、 図版13)

門跡 1の下から検出された。本柱の外側に支柱を置き、さらに支柱の内側に控柱を配置した

北に開く門である。断面方形の柱が一部残存しており、本柱の間隔は約315cm、 本柱と支柱の間

隔は約105cm、 支柱と控柱の間隔は約150cmで ある。両方の支柱に同じ位置で重複が認められる

ことから、門は部分的な修復を受けたことがわかる(F]跡 2B→門跡 2A)。 柱は全て上面平坦

な地中礎石の上に据えられている。本柱の掘り方の底面には礎石を取り囲んで根固め石が隙間

なく詰められている。門跡 2Aの支柱掘り方は、細かな砂と粘土質シルトを交互に突き固めて

埋め戻されており、埋め上には多量の木片、かんな居が含まれている。柱の掘り方からは多量

の瓦が出上しており、門やそれに続く塀に瓦が用いられていたと考えられる。



本柱の左右に支柱を持ち支柱の背後に控柱を配置する点は、18世紀前葉の創建と考えられて

いる仙台市茂ケ崎の大年寺惣門と共通する。大年寺の惣門は修復工事の際に仙台市教育委員会

により調査され、柱穴の配置、構造などが明らかにされている (結城・渡辺1986)。 門跡 2と 大

年寺惣門は、控柱や支柱の形態・規模などに共通点が多く、上屋の構造も類似する可能性があ

る。

【4号柱列】 (図35。 36)

K-25～29区で、約256cm間隔でN-25° 一Wの方向に並ぶ 6基の柱穴が検出された。柱の掘

り込みは浅く、塀などの施設と考えられる。柱 1の北側ではこれに続く柱穴は検出されていな

いが、本柱列の西側ではШb期の遺構が検出されていないことから、本来は柱 1の北で東に折

れて門に接続する区画施設であった可能性が高い。

【5号柱列】 (図 35。 36)

4号柱列の東側に隣接し、平行する柱列である。柱穴は 3基確認されており約216cm間隔で並

ぶ。本柱列は位置的にみて 4号柱列同様、中奥建物群の西側を区画する南北塀であったと考え

られ、 4号柱列とは新旧関係にあったと推測される。

【6号柱列】 (図35・ 36、 図版11)

門跡の東側、H-24・ 25区に比較的大きな四角い掘り方のピットが 3基南北に並ぶ。柱の痕

跡は柱 3で検出されただけであるが、形態や規模が類似していることから柱列と判断した。柱

の間隔は約216cmであり、方向はN-25° 一Wである。北端の柱 1は門跡 2の控柱を結んだ延長

線上にあり、東側の控柱 2からは約320cm離れている。規格性から判断して本柱列は門跡 2と 同

時期に存在していた可能性が高いが、その性格は不明である。なお柱 1の埋土からは19世紀代

に入る鉄釉播鉢 (図56-285)が出上している。

【7号柱列】 (図35・ 36、 図版 11)

門跡の東側、2号溝と5号溝の間で検出された東西柱列である。約168cm間隔で並ぶ 5基の柱

穴は、直径約30cm、 検出面からの深さ約40cmで ほぼ一定している。柱列の方向はE-25° 一N

で、本柱列の延長線上には門跡 2の控柱や、 6号柱列の柱 1が存在する。本柱列は門の東側に

続 く東西の塀と考えられる。北側に平行する5号溝は、本柱アUに伴う区画溝であろう。

【8号柱列】 (図 35・ 36、 図版11)

2号溝の南側に接して柱穴が 4基東西に並ぶ。柱間は約120cmで、方向はE-25° 一Nである。

柱は 1辺約50cmの角柱で長方形の掘り方のなかに残存しており、底面付近には根固め石が認め

られた。本柱列は、掘り方の規模も大きく、太い柱が比較的密に並ぶことから相当重量のある

上屋建物であった可能性が高い。

【9号柱列】 (図35・ 36、 図版11)
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門と塀・溝で区画された内部、F・ G-25区に比較的大きな掘り方のピットが、 4基東西に

並ぶ。柱の痕跡は確認されていないが、約216cm間隔で、E-25° 一Nの方向に同様のピットが

並ぶことから柱ダJと して扱った。

【2号溝】(図35・ 36、 図版12)

E～ G-24区で検出された。北側の立ち上がりの一部が 7号柱列に切られている。溝は素掘

りで 2段に掘り込まれており、検出面で上幅は平均約1.Om、 底面は幅約20cmであった。

【5号溝】(図 29・ 35、 図版12)

7号柱列の北側で検出された東西の石組溝である。溝は、道路跡と考えられる整地層⑥の南

端と7号柱列のほぼ中間に位置している。本溝は明治期の溝と重複しているため、石組みが部

分的に残存するだけで、溝自体は痕跡程度である。

【8号溝】 (図 34、 図版12)

F-21・ 22区からK-22区にかけて検出された、東西方向に伸びる溝で、方向はE-25° 一

Nである。ma期の 9号溝が埋められた上に、ほぼ同じ場所に造られている。西側は米軍の共
同溝で破壊され、東側は調査区外に伸びるが、約20mを検出した。上幅70cm、 下幅35cm、 深さ

は南岸で40～50cmを測るが、岸の高さは、南側が北側より約30cm高 くなっている。この溝をは

さんで北側は、地表面の標高が一段低くなっている。北側にのみ、長軸30cm前後の河原石を、

小日を向けて並べており、南側は素掘りのままである。幅120～130cmの掘り方に、大きな石の

下に小さな石を入れて構築している。掘り方は、西へ行くほど、やや北側に広がっている。自

然堆積で10cm程埋まった時点で、2b層の整地によって完全に埋められている。

【11号溝】 (図版35・ 36、 図版 12)

門跡の北西で検出されたN-25° 一W方向の南北溝である。清の断面に木樋の痕跡が確認さ

れ、木樋の内部に堆積したと考えられる砂が残されていた。
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■号溝埋土土層註記
理+1層  7 5YR4/2 灰褐色 シルト 小礫・炭化物含む
埋±2層 7 5YR4/1 褐灰色 粘土質ンルト 砂・炭化物含む
埋±3層 10YR5/3 にぶい黄褐色 砂 木樋内部寝横層
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2号溝埋土土層註記

埋± 1層 10YR3 5/1 黒褐～褐灰色 砂質シルト 威化物・粘土含む
埋± 2層 10YR3/3 暗褐色 砂質シルト 黄帽色シルト塊・炭化物・礫含む
理+3層  10YR4/3 にない黄褐色 砂質シルト 礫含む

5号柱列 柱 2

R    FD′ 61.50m

_M_四m
5ヨ住列柱 2理十上層註記
埋土 I層 10YR3/2 黒褐色 ンル ト 小礫・砂・ 炭含む
埋± 2層  10YR4/4 褐色 ンル ト 砂含む
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埋±2層 7 5YR5/8 明褐色 粘上質ンルト 木片。小礫含む  埋上3層  10YR5/3 1こぶい黄褐色 シルト質粘土 礫・炭化物含む
埋±4層 10YR5/8 黄褐色 粘土 小際含む

4号柱列 柱 2
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4号柱列 柱 1
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4号柱列柱 2埋土土層註記

埋± 1層 10YR2/1 黒色 ンル ト
埋± 2層 10YR2/1 黒色 シル ト
4号柱列柱 1埋土土層註記
埋± 1層 柱痕跡

炭化物・ 円礫・大礫含む

炭・礫含む

〔
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7ヨ住列柱 1埋土土層註記
埋上 1層 10YR2/3 黒褐色 シル ト 柱痕跡
理+2層 10YR4/4 褐色 シルト にぶい黄褐色粘上プロック・炭化物・小礫含む
埋上 3層 10YR3/3・ 4/6 暗褐色・ 褐色 砂質シル ト 炭化物・ 小礫・底面に偏平礫含む

7号柱列柱 5埋土上層註記

埋± 1層 25Y4/1 黄灰色 粘土 柱痕跡
埋上 2層  5Y4/1 灰色 粘± 2d層 起源の自色粘土塊・礫含む
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9号柱列 柱 3

9号柱列柱 3埋土土層註記                      ~
埋± 1層 10YR5/8 黄褐色 シルト 粘土塊・礫・腐礫含む
埋± 2層 2 5YR5/3 黄褐色 粘土質シルト 粘上塊・小礫・砂・炭化物含む
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9号柱列柱 1埋土上層註記

埋± 1層  10YR4/4・ 3/4 褐色。暗褐色 粘土・粘土質シルト 炭化物・礫含む
埋±2層 10YR4/4 褐色 粘土 炭化物・礫含む
埋±3層 10YR4/6 褐色 粘上 炭化物・礫含む
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Fig.36 Features of phase IHb at NM5(3)
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8号柱列柱 1埋土土層註記
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Fig,37 Features of phase IHb at NW15(4)

10YR4/4・ 5 YR3/6 褐色・暗赤褐色 粘土 礫含む
10YR3/3 暗褐色 粘土
10YR5/2・ 5 YR5/8 灰黄褐色・明赤褐色 粘土
10YR6/2 灰黄褐色 粘土質シルト 礫含む
5 GY4/1 暗オリープ灰色 粘土質シルト 瓦・木片 円礫・角大礫・炭化物含む
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14)Ⅳ期 (第二師団)の遺構 (2b層・ 2a層上面)

明治以降の第二師団の時期と考えられるもので、遺構の配置は、Ⅲ期とは大きく変化する。

何段階かの変遷があるが、一括してⅣ期とした。また、以下では個々に記述しないが、調査区

各所に丸杭の杭列があり、それらの方向は、他の遺構とほぼ同じである。

Ⅳ期の遺構の内、 7本の暗渠が切り合いから、Ⅳ期のなかで最も新しく位置づけられる。暗

渠は2カ 所で木箱埋設遺構を伴っている。木箱は便槽と考えられ、それに接続する暗渠は下水

施設であろう。これらの暗渠が構築される以前は、南北にはしる7号清とそれに伴う1号柱列

により、基本的な東西の区画がなされている。この区画の西側には便所と考えられる小規模な

建物跡と、それにともなう塀跡が確認できる。東側では、調査区の北側で礎石建物跡が柱列の

脇に存在する。東側の、中央からやや北よりの部分には、コの字型の 1号濤が検出された。 1

号溝の東側では、ゴミ穴と考えられる土坑や井戸跡が検出されている。 1号溝で区画された内

側には、柱穴と考えられるピットが数基存在するだけで、この部分の利用状況は判然としない。

【1号建物跡】 (図 39、 図版 16)

K-18・ 19区からL-18・ 19区にかけて検出された礎石建物跡で、方向はN-25°一Wである。

礎石は残存せず、一辺70甑程の、ほぼ隅丸方形の掘り方に、河原石を入れて根固めとしている。

南北 1間分が検出されているが、北壁セクションに、この建物の続きの可能性のある柱穴が見

られることから、南北はさらにのびていたのが、 1号暗渠に壊されている可能性がある。南北

の柱間は、約1.8mで ある。東西も1間であるが、柱間が約3.6mで あり、柱 2と 柱 4の間に、

別の柱が存在した可能性が考えられるが、この部分は試掘調査の際に掘られており、確実では

ない。柱 3が、同様の柱穴を壊しており、またややずれた位置にピット455が存在すること、北

壁セクションに 1号建物跡とずれる柱穴が見られることから、この場所で立て替えが行われて

いる可能性が考えられる。柱穴 1・ 2が、 1号柱列の柱 1・ 2と 、ほぼ対応する位置にあるこ

とから、同時に存在した可能性があり、両者の間隔は、ほぼ1.8mである。

【2号建物跡】 (図 40、 図版16)

M・ L-25区で検出された掘立柱建物跡である。南北 2間分、東西 1間分が確認できる。柱

穴は直径70cm程度の円形を呈し、柱 1～ 3は布掘り状の濤のなかで見つかっている。柱 1～ 3

の方向はN-24° 一Wである。柱間は約121cmで あり、他の通常の建物に比べ極端に短い。位置

からいって便槽状の構造を持った 1号木箱埋設遺構を伴う可能性が高いことから、本建物跡は

便所の覆屋と考えられる。柱 1と柱 3の埋土から寛永通宝 (図 104-36・ 37)が各 1点出上して

いる。

【1号柱列】(図39・ 40・ 41、 図版14・ 16)

L-18区からK-29区にかけて検出された、 7号溝の東側に平行して並ぶ掘立柱列である。



南北とも調査区外にのびるものと推定される。また、調査区内で最も北側の柱は、 1号暗渠に

破壊されているものと考えられる。柱穴19個を検出したが、撹乱で途中壊されている部分もあ

るので、23間以上になり、42m分を確認したことになる。 7号溝と同様に、22～24区で若干東

にぶくらむが、全体の方向はN-24°一Wである。柱間は182cmで、交互に大小の柱穴が並ぶ。大

きい柱穴には本柱の他に控柱が伴い、河ヽさいものには本柱 1本のみが入る。平均的な柱穴の大

きさは、大きいものが、東西60cm前後、南北40～ 60cm、 深さ100cm前後で、長方形のものは東西

に長くなっている。小さいものは、東西30～ 40cm、 南北50硼前後、深さ100cm前後で、長方形の

ものは南北に長くなっている。ほとんどに柱根が残り、全て角柱で、太さは一辺20cm前後であ

る。本柱は、柱穴の中程の深さの所で、柱列の方向に沿って、溝状のほぞを切り、そこに細い

角材をはめこんでいる。 7号溝からの距離は、溝の東側の縁から計って、本柱が70cm、 控柱で

100cmである。 7号濤に伴い、東西に区切る塀跡であると考えられる。

【2号柱列】 (図40)

2号建物跡の南側、M・ L-25・ 26区で検出された東西の柱列である。東側は塀を伴う7号

溝に直交すると考えられる。柱間は約192cm、 方向はE-24° 一Nである。柱穴の断面には柱の

痕跡はなく内部に根石が詰まっていることから、本来は礎石を伴っていた可能性がある。便所

建物と考えられる2号建物の南側を囲む目隠し塀的な性格を想定できる。

【3号柱列】 (図40)

1号柱列の東側、K-26区で検出された東西の掘立柱列である。柱穴は長方形を呈し内部に

は角柱が残存していた。柱間は約180cm、 方向はE-24° 一Nである。西端にあたる柱 1は 1号

柱列の柱14と 柱15の真ん中に位置している。このことから、 3号柱列は当初から1号柱列に間

尺を合わせ、それと直交する形で作られたと推定され、 1号柱列同様、塀跡と考えられる。

【1号溝】 (図40・ 41、 図版 15)

F～ I-24～ 27区で検出された南側に開くコの字型の溝である。北辺は約13mあ り、南北の

長さが東西幅よりも長い。東辺の溝では、両側に石組みの一部が残っており、本来石組溝であ

つたと考えられる。北辺と西辺では、溝の外側に石敷が伴っている。北辺には溝の内側に沿っ

て数基のピットが存在しており、この部分に塀のような施設が伴っていた可能性もある。

【3号溝】 (図41、 図版 14)

J-28・ 29区で検出された南北の石組清である。石組のなかには部分的に木樋が残存してい

る。木樋自体は石組よりさらに北側に張り出している。木樋の北端部には桝状の木箱が確認さ

れている。北側に張り出した木樋部分には同じく木樋を埋設した10号溝が直交している。石組

と木樋は一連の施設ではなく、時期差があると考えられ、元来石組溝であったものを木樋に改

修した可能性が高い。本溝の埋± 2層から19世紀前葉～中葉に位置づけられる瀬戸産の色絵同



心円文小碗 (図49-492)力 出ゞ上している。

【7号溝】 (図39・ 40。 41、 図版 14)

L・ M-18区からK・ L-29区にかけて検出された南北方向の石組溝で、 1・ 6号暗渠に切
られる。東側に 1号柱列が平行して並ぶ。方向はN-24°一Wであるが、23・ 24列では若干東に

膨らむ。南北とも調査区外に伸び、途中撹乱で破壊されている部分があるが、46mを検出した。

内幅50cm、 深さ50～ 60cm、 底面レベルは北側が低い。幅1.5mほ どの掘り方に、石を 2～ 3段積

んで構築しているが、21列以北は西側の石が取り去られている。 2b層途中から掘り込まれて
いる。埋土は、下半が堆積後、 2b層上部、 2a層が入り埋められている。埋土からは、多量
の板材、ガラス瓶、釘などが出上しており、瓦も比較的多い。廃材などが捨てられたものであ

ろう。陶磁器・土器類も比較的多く出上しているが、他の遺物ほどではなく、各時期のものが

混在している。

【10号溝】 (図41)

I・ J-28区で検出された東西の本樋を配した溝である。掘り込みは浅く、東側は失われて

しまっている。西端は3号清の木樋に直交し、それと接続している。

【1～ 6号暗渠】 (図39・ 40・ 41、 図版 15)

この 1～ 6号暗渠と次の 7号暗渠は、Ⅳ期の遺構群の中で、最も新しいもので、他の遺構を

切って構築されている。掘り込み面が確認できる3号暗渠は、 2b層上面から掘り込まれてお

り、 2a層に覆われている。 7号暗渠のみが、他と様相が異なるが、 1～ 6号暗渠は、規模・

構造が共通し、方向も2号がN-23°一Wで、他がE-24°一Nと ほぼ同じである。撹乱によって

破壊されたり、調査区外に伸びるものもあり、全体の様相が判るものはないが、 3号暗渠は西

端で南に折れている。 5号暗渠は、西端が検出されている。 1号暗渠と2号暗渠が接する部分

は、境乱によって破壊されており、両者の関係は不明である。また、 3号暗渠には、中ほどで

3号木箱埋設遺構が取り付き、伴うものと考えられる。いずれも上幅40～ 70cm、 下幅30～ 60cm、

深さ80cm～ 1.Omの溝中に、河原石などの礫を詰めている。

【7号暗渠】 (図 41、 図版 15)

G・ H-29区で検出された、溝に礫を詰めた東西方向の暗渠で、方向はE-22°一Nである。

東西とも撹乱で破壊されている。途中で北側に分岐して伸びるが、 6号暗渠との前後関係はと

らえられていない。この分岐する所の北東側に4号木箱埋設遺構があり、伴うものと考えられ

る。上幅2.Om、 下幅1.9m、 深さ1.Omで、他の暗渠と比べて幅広で、中に入れられている礫も

大きい。

【1号土坑】 (図 40、 図版16)

E・ F-25区で検出された。 2号土坑に切られているため全体の形状は不明である。埋土中
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から19世紀前葉～中葉に位置づけられる磁器の中型丸碗 (図45-445)が出上している。また埋

上下部には丸瓦 (図76-13・ 14)や板塀瓦 (図78-24～ 26)が多数認められ、ゴミ穴として利

用されたと考えられる。

【2号上坑】 (図40・ 41)

1号土坑を切って掘られている。平面は隅丸の正方形に近 く、一辺はおよそ1.8mである。埋

土は 8層に細分される。埋上の途中 (3層上面)からピットが掘り込まれており、完全に埋没

するまでにかなりの時間を要したと考えられる。埋± 6層 には瓦が多く、 3～ 4層では陶磁器

が多量に出土した。 1号土坑同様、ゴミ穴と考えられる。陶磁器には瀬戸産の磁器 (図45-439・

440)や大堀相馬産の陶器土瓶 (図58-314・ 315、 図59)が多い。出土遺物の多くは19世紀前葉

～中葉に位置づけられる。

【1号井戸】 (図40)

D-26区に位置し、南半部を米軍共同溝により失っている。井戸の外枠は、レンガを円形に

組んでおり、レンガの内側には板材が残存していた。埋土からは、19世紀中葉に位置づけられ

る大堀相馬産の鉄絵土瓶の蓋 (図60-309)や 洋釘、薬交などが出上している。

【1～ 4号木箱埋設遺構】 (図40・ 41、 図版 16)

1号木箱埋設遺構は、M・ L-25区で検出された。約0.7m四方の正方形の掘り方の中に、東

側に寄せて木箱を埋設している。本箱は一辺約50cmの正方形で、現存高はおよそ15cmあ る。位

置的にみて、 2号建物は本遺構の覆屋であった可能性が高い。

2号木箱埋設遺構は、 1号溝に囲まれた I-26区で検出された。規模、構造は 1号木箱埋設

遺構に類似する。本遺構の周辺にも柱穴と考えられるピットが存在しており、覆屋を伴ってい

た可能性がある。

3号木箱埋設遺構は、 3号暗渠の南側、H-26区で検出された。本遺構は、 3号暗渠の南側

に張り出す形で構築されており、木箱の内部に溜まった内容物は、暗渠を通じて排出される構

造であったと考えられる。木箱は、一辺約75cmの正方形で、現存高はおよそ30cmあ る。木箱と

その掘り方の間には、ほとんど隙間がない。木箱の東側に接して石を並べた痕跡が認められる

ことから、本来は暗渠のある北側を除いて、木箱周辺に石が敷かれていたと考えられる。

4号木箱埋設遺構は、 6号 と7号暗渠に挟まれたG-29区で検出された。木箱は、一辺約50

cmの正方形の掘り方の中に埋設されている。本遺構は、西側で 7号暗渠と接しており、両者は

一連の施設であったと考えられる。また、 7号暗渠のある西側を除いて、 6号暗渠と7号暗渠

に挟まれた木箱周辺には石が敷かれている。



4.出 土遺物

第 5地点の調査では、これまでの仙台城二の丸跡の調査の中では、最多量の遺物が出上した。

その種類も多岐に渡っており、これまでには出上していなかったものも多い。そのため、江戸

時代の遺物については、可能な限り資料提示に努めたが、明治時代以降の遺物については、基

本的に省略することとした。また、陶磁器・土器・瓦については、共伴遺物や層序関係から、

年代が限定できる重要な一括資料があり、詳細に検討を加える必要がある。しかし、紙幅の関

係もあり、翌年度に実施した付帯施設区域の調査 (4次調査)を含め、第 5地点に関する全て

の報告が終了した段階で、翌年度の年報 (年報 7)において、改めて検討を加えることとした

いcそのため、これらの遺物については、資料提示を旨とし、概要を指摘するにとどめること

とする。

(1)陶磁器 。上器・土製品

【陶磁器】 (図42～ 61、 図版17～ 33、 表14～ 18)

接合、同一個体の認定作業後の総破片数は、磁器3313点、陶器4280点 を数える。時期的には、

17世紀前半から現代のものまで様々な時代の資料が含まれる。量的には19世紀前葉から中葉の

資料が最も多く、18世紀代の資料がこれに次ぐ。仙台城二の丸跡のこれまでの調査は大部分が

19世紀代の遺構に集中しており、17～18世紀代に関しては断片的な資料しか得られていなかっ

た。そのため今回第 5地点の調査報告では、17～18世紀の陶磁器資料に関しては全体の様相を

呈示できるようできるだけ図化につとめた。19世紀の陶磁器に関しては、同じ類型の資料が複

数ある場合、代表例を呈示するにとどめている。以下、時期毎の概要を述べる。

17世紀前棄の資料には、鉄釉で唐草文を描いた志野の小皿 (図53-242)や 、吹墨技法を用い

た肥前産の染付小皿 (図48-480)な どが見られる。出土量はごく僅かであり、新しい時代の堆

積層や遺構に混入して出土する例がほとんどである。

17世紀中葉の資料は、草花文などを描いた肥前産の染付磁器小皿類が若干見られる程度で、

依然として量的に限られる。舶載品では、北区ⅥI-10層から明末清初と考えられる色絵磁器が

出上している (図46-454)。 この資料はいわゆる「呉須赤絵」に属し、近年遺跡からの出上が

注目され始めた福建省平和県淳州窯系製品に類似する。

17世紀後葉には、肥前産の染付丸碗が一定量存在する。色絵の磁器人形 (図50-513・ 514)

も見られる。陶器では唐津産の壼や大鉢がある。この時期の資料は、南区の 3層や北区のⅧ層

から出土する。遺構では、Ha期の 4号土坑からこの時期の資料が出土している。

17世紀末から18世紀初頭に到り陶磁器の出土量は急増する。北区のⅦ～Ⅵ層、南区の3a、

2d層など、西屋敷廃絶後に使われなくなった池の埋土や元禄年間の二の丸拡張に伴うと考え



られる整地層から当該期の遺物が出土する。】巴前磁器では、いわゆる「くらわんか手」の碗類

(図42-407・ 409)や染付の小皿類 (図46-456)、 波佐見産と考えられる青磁小皿 (図 46-455)

が多く見られるようになる。磁器には、複雑な文様を刻んだ比較的丁寧な作りのコンニャク印

版が用いられる (図44-437,図 46-459)。 肥前産の陶器では、京焼写しを含む灰釉丸碗類 (図

51-201～ 205・ 211・ 213)や刷毛目文碗 (図51-208,図 52-239)、 見込部分を蛇ノロに釉剣ぎ

した銅緑釉の小皿類 (図53-243・ 244)が認められる。前代に引続き、壺、大鉢、悟鉢などの

大型製品は、唐津産が主体であったと考えられる (図54-252～256,図 55-262)。 この段階に、

肥前製品に比べれば僅かな量ながら、大堀相馬系と考えられる灰釉丸碗 (図51-206・ 212)力ゞ

出現する。大堀相馬の創業年代に関しては、今日まで窯跡の調査が進んでいないため確定でき

ていない。本遺跡の資料は、共伴する記年銘木簡や肥前産磁器から、17世紀末から18世紀初頭

(元禄年間)に大堀相馬が操業していた可能性を示すものとして重要である。

18世紀前半では、Ha期、中奥古段階の 3号土坑に一括資料が存在する。肥前磁器では、染
付の碗皿類 (図44-433～435)、 猪口 (図45-448・ 449)、 糸切り技法による変形小皿 (図48-

484)な どが認められる。陶器では、肥前製品と大堀相馬製品とで量的比率が逆転し、後者が多

数を占めるようになる。大堀相馬製品は多様化し、鉄釉流し掛けの皿 (図53-245)、 腰部に刻

線を有する腰錆 (掛け分け)碗 (図52-238)、 灰釉の仏飯器 (図61-333)な どが新たに加わる。

大堀相馬製品以外では京・信楽系と考えられる灰釉筆筒 (図57-345)が見られる。

18世紀後半の良好な遺構一括資料はないが、北区のⅢ層や、南区の 2C層 。2b層に、この

時期の資料が比較的多く見られる。陶器ではさらに大堀相馬製品の比率が高まり、器種も一層

多様化する。それまで量的に限られていた瀬戸製品も石皿 (図 53-247・ 248)な どの器種が一

定量見られるようになる。

19世紀前葉から中葉では、Ⅳ期の 1号溝、 1・ 2号土坑から比較的多くの資料が出土してい

る。磁器では器種によって産地に違いが認められる。すなわち、皿類では引続き月巴前製品が主

体を占めているが、碗類は瀬戸が中心となり肥前製品は減少する。瀬戸産の磁器は、中型の端

反碗 (図45-440)や 小型丸碗 (図45-438・ 439)を主体に、小郷 (図43-420)や 合子 (図50

-500)と いった器種が認められる。量的には少ないが、切込焼の碗 (図45-443)や平清水焼

の皿 (図49-490)と いった東北の地方窯の製品も存在している。陶器は、若干の瀬戸製品が見

られる以外は、圧倒的に大堀相馬製品によって占められる。大堀相馬製品の多様化は前代にも

増して進み、各種の碗皿類にカロえ、火入れ (図57-291)、 片口鉢 (図54-258・ 259)、 土鍋 (図

61-325～ 327)、 行平鍋 (図 61)、 水注 (図57-331)、 乗燭 (図 61-334・ 335)、 土瓶 (図 58、 図

59-328～ 330、 図60-309～312・ 318・ 323・ 324)と いった日用製品が数多く認められる。内側

に「天保十四□」の墨書のある土瓶の蓋 (図60-304)は、大堀相馬製品の編年を考えていく上



で重要である。地元の製品では、堤焼の可能性が高い大皿や大甕、乗燭 (図61-336,337)力 S出

土している。

【土器】 (図62～ 66、 図版34～ 37、 表19～21)

接合作業後の総破片数は、土師質土器10,259点 、瓦質土器227点、軟質施釉土器323点で、土

師質土器が、陶磁器も含めて最も数が多い。ただし、土師質土器はほとんどが皿であり、数が

多い上に形態 。技法の差が少ないため、特殊なものを除いては、遺構・層を越えての接合は行

っていない。

仙台城二の丸跡のこれまでの調査では、幕末を中心とした19世紀代の資料が多く、土器類に

ついては良好な資料に欠け、第 2地点 。第 3地点で若千の資料が報告されていただけであった

(年報 1)。 二の丸跡では、今回の調査出上の資料が、まとまった初めての資料となる。そのた

め、ある程度特徴の判明する資料については、可能な限り提示するように努めた。

土師質土器には、皿、耳皿、焼塩壼、火消壺の蓋、鉢類などが認められる。元禄年間の整地

層と考えられる北区18・ 19列 V層・Ⅵ層・ VH層 と南区東部 3b層上面、同じく元禄年間のHa

期 4号土坑、二の丸期のma期 3号土坑において、まとまって出上している。元禄年間以前の

層では、北区18・ 19列ⅥⅡ層、南区 3層などからも出上しているが、量はあまり多くない。

土師質土器の圧倒的多数を占める皿は、ロクロ整形で、外面をミガキあげたもの以外は、全

てロクロ整形・回転糸切りによるもので、手づくねのものは見られない。形態でも大きな違い

が認められないため、残存状況を基準に資料化する遺物を抽出した。口縁端部から底部まで残

存しており、かつ全体のほぼ半分以上が残っているものを資料化している。この基準を満たさ

なくとも、形態の特殊なものや、墨書や穿孔のあるものは、全て図化した。図63-66は、外面

全体に「御目付」「永」などの字を習書したものである。土師質土器皿の中で、Ⅲ a期の 4号土

坑出上のもの (図64-41～50)だけは、器高が低 く、浅いものが主体を占める点で、他の資料

とは異なる。

瓦質土器は火鉢と考えられる鉢類がほとんどで、特に集中して出土しているところはない。

残存状況が良くないものが多く、資料化し得たのは6点だけである。

軟質施釉土器としたのは、透明釉をかけたもので、蓋が 1点 (図65-102)あ る以外は、確実

なものは全て焙烙である。いずれも19世紀代以降と考えられるので、代表的なものを資料化し

た (図65-103・ 104)。 それ以前の層・遺構からも出上しているが混入であろう。焙烙は、これ

に類似したものが、戦後まで堤において作られている。

【土製品】 (図 65、 図版65、 表43)

8点 と出土量は少ない。細片以外のものは図化した。99は碁石であると考えられるが、他は

用途不明である。101は瓦質である。



鬱)瓦

① 分布

基本層では、調査区全域に分布する2a層から最も多くの瓦が出上している。また、元禄年

間の二の丸拡張に伴う整地層と考えられる北EXIV層、⑥、⑦層や南区2d層 にも多量の瓦が含

まれていた。特に北区20～22列では、窪地を南から北側に向けて盛土による整地を行っており、

一連の厚い整地層に多くの瓦が含まれている。遺構では、Ⅳ期の 1号柱列、1号土坑、 7号溝、

Ⅲb期の問跡 2、 8号浦、ma期の 9号清、 3号土坑、 Ib期の12号溝、 Ia期の20号溝でま
とまった量の瓦が出上している。

② 分析方法

一般に、近世の城館には様々な建物が存在し、それに応じた多種多様な瓦が出土する。また

地点によっては、同じ種類の瓦が多量に廃棄されている場合もある。近世遺跡から出土する瓦

については、遺跡の種類によって他の遺物に比べ出土量が大きく異なることもあり、その取扱

い方は、資料の採集から資料化の方法まで、報告者の間で違いが大きい。本地点の調査時には、

仙台城二の丸における瓦の種類について限られた知見しか得られていなかったため、はじめか

ら現場で資料の選択を行うことなく、できる限り全ての瓦を採集するように努めた。そのため、

限られた時間の中で本地点の瓦の特徴や傾向性を報告書に記載するには、種類の同定が困難な

細片を含む多量の瓦をどう数量的に処理するか、どの様な瓦を資料化をすれば良いかが重要な

課題となった。

出上した瓦の大別およびその基準は、基本的に第 7地点の報告に依拠している(年報 4)。 こ

の基準では、緩やかに弯曲するものを「平瓦類」とし、全く平らなものは「その他の瓦」に分

類した。「平瓦類」には、平瓦、瓦当部分を欠いた軒平瓦、桟部分を失った桟瓦類や棟瓦 (伏間

瓦)が含まれる。全く平らな瓦の大部分は、板塀瓦と興斗瓦で占められると考えられる。第 7

地点の場合、板塀瓦は確認されておらず余り問題にはならないが、本地点では相当数の板塀瓦

が出土している。全く平らな瓦を「その他の瓦」に含めてしまったことで、板塀瓦の存在から

塀の位置、規模、構造などを考えていくことが難しくなってしまい、資料操作上の問題が残っ

た。「その他の瓦」のうち主な瓦としては、板塀瓦以外に、棟瓦、英斗瓦、鬼瓦、仮称「T字瓦」

などがあり、種類は不明なものの明らかに大別名称を挙げた瓦以外と判断された資料も含んで

いる。「不明」としたものは細片であり、種類の同定が不可能な資料である。

本地点では、表土や撹乱の中からも多量の瓦が出上しているが、これらは層位的な検討が困

難なことから集計を行わないこととし、 1層以外の基本層や遺構出上の資料とは別に次のよう

な基準を設けて資料の抽出を行った。抽出資料は全て図化し、併せて諸属性の観察を行った。

平瓦・桟瓦・焚斗瓦 :幅および長さが計測可能な資料



丸瓦 :玉縁の部分を含む長さが計測可能な資料

軒平瓦・軒丸瓦 :瓦当が半分以上残っている資料

その他の瓦については、上記の基準に準じて適宜抽出した。例外として刻印、ヘラ描きなど

の認められる瓦は種類や残存の度合に関係なく全て資料化した。

1層以外の基本層や遺構から出上した瓦については、数量的分析を目的として層位毎、遺構

毎の集計を行った。資料の抽出は次のような基準で行い、諸属性を観察した。

平瓦・丸瓦・桟瓦・輪違い。面戸瓦・棟瓦 。更斗瓦 :幅、長さのどちらかが計測可能な資料

軒平瓦・軒丸瓦 :瓦当の一部が残っている資料

その他の瓦のうち鬼瓦などの特殊なものは全て抽出した。資料の図化は、表上、撹乱出上の

資料と同じ基準で行った。

③ 各種類の特徴

【軒丸瓦類】 (図67～ 70、 図版39、 表22)

軒丸瓦以外に鳥伏間 (図69-80)や、大きさから菊丸と考えられる資料 (図70-88・ 89,143)

を含む。軒丸瓦の瓦当には、三引両文、九曜文、連珠巴文、巴文が認められる。形態的には、

九曜文、連珠巴文、巴文の瓦は、三引両文を施文する瓦に比べ瓦当の直径で約 1～ 2Cm程度
大きい。内区の直径には顕著な違いは認められず、この大きさの違いは、三引両文の瓦の周縁

幅の狭さに起因している。仙台城三の丸跡の調査では、軒丸瓦の文様が巴文から九曜文に変化

するとの指摘がなされているが(結城1985)、 今回の調査地点では、そのような傾向を確認でき

なかった。

【軒平瓦類】 (図70。 71、 図版40、 表23)

軒平瓦以外に、小巴部を失った軒桟瓦の垂れ部を含む。全て瓦当部に文様を持つ。

瓦当部の中央には、三枚笹文、雪持笹文、梅文、桔梗文、四弁花文が確認できる。雪持笹文

は、笹の葉に太いものと細いものとが見られる。桔梗文には、花弁の先端が剣先形のもの (剣

形桔榎文)、 花弁が細いもの (細桔梗文)、 唐草文との間に二日月状の付加的な要素がカロわるも

の (特殊桔梗文)がある。

唐草文は、形態により大別 5類型、細別 8類型が確認された。唐草文は、中央部の文様と対

応関係を有しており、両者の組合せから10種類の瓦当文様が抽出できた。

A 三枚笹文十唐車 1類 (図70-91・ 105)

B 雪持笹文十唐草 2類

Bl 雪持笹文 (細葉)十唐草 2類 (図 70-99。 100)

B2 雪持笹文 (太葉)+唐草 2類 (図 70-97・ 107・ Hl)

C 梅文十唐草 3a類 (図 71-96・ 103)



D 桔榎文+唐草 3類

Dl 剣形桔梗文+唐草 3b類 (図71-98。 106)

D2 細桔梗文十唐草 3b類 (図71-93・ 101・ 108:101と 108は 同範)
D3 特殊桔梗文十唐草 3C類 (図71-102・ 104)

E 四弁花十唐草 3d類 (図71-90・ 110)

F ?十唐草 4類 (図70-94・ 95)

G ?十唐草 5類 (図72-109)

A類は、19世紀代の堆積層や遺構の埋土からのみ出土しており、文様の構成が軒桟瓦 (図72

-158)と 共通することから、小巴を失った軒桟瓦の垂れ部と考えられる。A類以外では、本来

的な帰属層が特定できないE類を除き、大部分が二の丸の拡張に伴うと考えられる一連の大規

模な盛土層やそれらを掘り込むⅢ a期の遺構から出土している。宮城県松山町の上野館跡から

は、「明和四年」 (1767年)の刻印を有するB類が出上している (佐久問・佐藤ほか 1993)

【軒桟瓦】 (図 72、 図版40。 41、 表24)

瓦当に文様を持つものと無文のもの (万十)と が存在する。小巴には連珠巴文と巴文が、垂

れには唐草 1類が確認できる。出土層位から、いずれも19世紀代以降の所産と考えられる。

【平瓦類】 (図73・ 74、 図版41・ 42、 表25)

長さは最小148mm、 最大385mmを測る。平均値は256111mで ある。予め谷の部分に溝状の筋目を入

れておき、焼成後に筋目に沿って三分害」して用いたと考えられる資料 (図73-4・ 5。 7)が

存在する。北区の 2層 とⅢ層から、凹面全体と側面、凸面の一部に鉄釉を施した資料が 1点づ

つ出上している (図73-1・ 2)。

【丸瓦類】 (図74～ 77、 図版42・ 43、 表26)

胴部長は210munか ら3201nalま で分布し、平均は27441mと、平瓦の平均的な長さよりも大きい。元

禄期と考えられる盛土から出土したものの大部分は26～28cm台 に集中し、ある程度大きさにま

とまりが見いだせるのに対して、上層には様々な大きさのものが存在している。図77の 136・ 137

は、凸面に焼成後、クギ状工具で彫られた紀年銘を有している。137は「□政五」という文字が

確認でき、寛政五年 (1793年 )、 文政五年 (1822年 )、 安政五年 (1858年)の可能性が考えられ

る。図77の 10は、焼成後、凸面にクギ状工具で蓮華状の文様が彫られている。

【板塀瓦】 (図 78・ 79。 85、 図版45、 表28)

表土から2点、 2a層から3点、 1号土坑から4点出土している。層位的にみて、全て幕末

から明治の可能性が高い。 1点を除き、他は全て左桟である。桟と反対側の辺に沿ってV字状

の小溝が切られており、この溝は、瓦を固定するための穴が開いている側、すなわち瓦を葺い

た場合に上辺となる側が浅く、下側に深くなるように切り込まれている。溝は、使用時には桟



の下に隠れており、雨水がこの部分に溜るのを防ぐ意味があったと考えられる。穴の開いてい

る上辺部分を厚くしたもの (図78-1・ 2)は、瓦を固定した際に力が加わり破損しやすい穴

の周辺を補強した改良型と考えられる。桟となる粘土板を接着させる際には、接着面に切込み

を入れ、接合面から桟が剣がれるのを防いでいる。

【庚斗瓦】 (図 80、 図版44・ 46、 表29)

全て耳の付く紐哀斗瓦であり、いずれも撹乱から出上している。明治以降、近代のものであ

る。上面に、波形の櫛目を施す例も見られる。

【桟瓦】 (図80・ 8と、図版44、 表27)

層位の明確なものでは2a層が多い。形態的には、片側に袖の付くタイプ (袖瓦)や、裏面

に三角形の引つ掛けを 2個有するものも見られる。裏面に平行する櫛目を施したり、「宮」の字

と漢数字 2文字を組合せた刻印を押す場合がある (図81-30、 図89-30～ 32・ 41～ 45)。「宮」

刻印には、数字の組合せにより、「宮一五」、「宮二九」、「宮三 ?」、「宮四六」、「宮四七」、「宮五

六」、「宮五七」の 7種類が確認できた。「宮」刻印に関しては、これまでの仙台城二の丸跡の調

査で、第 3地点から「宮四九」が (年報 1)、 第 6地点からは「宮五六」が出土している (年報

3)。

【輪違い】 (図 82、 図版47、 表30)

北区のVII層や、Ⅲ期の遺構から多く出上している。長さは最大156nlm、 最小117m14で、13C m

程度のものが多い。

【面戸瓦】 (図83・ 84、 図版47048、 表31)

正確には用途が特定できていないが、隙間を埋めるのに用いたと考えたことから、これまで

面戸瓦に分類してきており、今回も同じ名称を用いた。層位的には、南区の3b、 3C層、北

区のⅥⅡ層を除き、ほぼ全ての層から出上している。遺構では、ma期の 9号溝やピット316か ら
まとまった量が出上している。幅は平均121剛、長さは平均93mlnを 測る。内面に型から離す際に

付いたと推定される縄紐の圧痕を残す資料がある。

【その他の瓦】 (図85～ 89、 図版46・ 49～ 51、 表32)

棟瓦 (図85-145・ 146)

角桟伏間瓦と角桟冠瓦がある。層位の判明する資料は、全てⅣ期の遺構から出上している。

仮称「T字瓦」 (図86-148～ 150)

幅が80～ 100411n程度の細長い瓦で、中央部に突起を持ち、断面が凸形になる。突起は一方の端

にも付いており、突起部はT字状を呈する。もう片方の端は、斜めに切り落とされている。中

央の突起部には 2箇所以上、瓦を固定するための穴が、突起とは反対の平らな面から穿けられ

ている。仙台城三の丸跡では、このタイプの瓦を「T字瓦」と呼称し、棟の部分に用いる道具



瓦の一種と報告している(結城1985)。 仙台城二の丸跡のこれまでの調査では、第 6地点におい

て、18世紀前葉以前に埋没したと考えられる溝の埋土から1点出上している(年報 3)。 第 5地

点では、全体で40点が出上している。基本層では、南区の2d層 。2C層から比較的多く出土

している。遺構に伴う例としては、Ⅲ a期の 3号土坑、13号柱列、Ⅲ b期の門跡 2、 5号柱列、

Ⅳ期の 1・ 2号土坑から出上している。機能としては、穴と溝を有する偏平な瓦 (図88-153)

と組み合わせ、交互に配置することで、塀に用いた可能性が考えられる。即ち、穴の開いてい

る辺を棟側にして偏平な瓦を据え、隣に突起を下に向けた「T字瓦」を置く。「T字瓦」の突起

は両側から偏平な瓦に挟まれ、 2種類の瓦はブロック状に噛み合う形となる。この時「T字瓦」

は斜めに切り落とされた辺が棟側にくる。この 2種類の瓦の関係は、ちょうど丸瓦と平瓦の関

係と同じで、丸瓦と平瓦が組み合うことで桟瓦が生まれたように、「T字瓦」と穴と溝を有する

偏平な瓦が組み合うことで板塀瓦が生み出されたと考えられる。第 5地点の場合、板塀瓦はIV

期のものしか確認されておらず、Ⅲ期以前の段階に、「T字瓦」と偏平な瓦が塀に用いられてい

た可能性は高い。

刻印のある瓦 (図 88・ 図89)

先に桟瓦の頂で述べた「宮刻印」以外の刻印は、「紋様型」と「文字型」に大別できる。「紋

様型」は、円や円の内部に四角、三角、丸などの図形を配置する。「文字型」には、漢字もしく

は片仮名の 1文字が使われる。文字の周囲を円や四角で囲うものと、文字だけのものがある。

細片が多く、類型毎の出土点数も少ないことから、瓦の種類によって、刻印に違いがみられる

のかなどの検討は難しい。刻EFの押される部位との関係では、「紋様型」がいろいろな部位に見

られるのに対して、「文字型」は側面に多い。出土層位からみて、「紋様型」が「文字型」より

古く位置づけられる可能性が高い。

偏平な瓦 (図87・ 図88-153)

偏平で、特に突起などを持たない板状の瓦である。溝と穴を有するもの、穴だけを有するも

の、清も穴も持たないものが存在する。溝と穴を有する偏平な瓦に関しては、先に、その大き

さと形状から、仮称「T字瓦」と共に塀に用いられる可台蟄性を指摘した。溝も穴も持たないタ

イプの瓦は、「海鼠瓦」と報告される瓦 (東京大学遺跡調査室1990a)に 類似している。

瓦加工品 (図89-159)

偏平な瓦を長さ43mal、 幅3211m、 厚さ16mnの立方体に加工している。側面は丁寧に擦って仕上

げられているが、表裏面はもとの瓦の表面のままである。一面に祭書で文字を刻んでいる。



13)木製品

整理作業の便宜上、木製品として一括したが、漆塗製品や竹製品、植物繊維で編まれたもの

も含んでいる。箸・杭 。加工木・木羽以外のなんらかの製品、もしくはその部材と考えられる

ものについては、保存処理の関係もあり、全て登録番号を付してある。観察表には資料化した

もののみを記載しており、番号が抜けるものが多いのは、このためである。

杭 。加工木・木羽は集計のみで、図示したものはない。杭は、角杭と丸杭に分けて、点数を

集計した。加工木は、板材・角材・丸材・細片に分類して集計した。横断面の短辺と長辺の上ヒ

率が、おおむね 1:2よ り大きいものを板材、それより小さいものを角材とした。北区18・ 19

列のⅦ層、 7号溝、15号溝などで多量に出上している。木羽は重量を計測して、集計した。北

区18・ 19列のⅥI層において、大量に出上している。

【木簡】 (図90～ 94、 図版52～ 54、 表34)

23点出上している。1点だけ竹に線刻で字を刻んだものがあるが、これもここに含めている。

他に、墨痕のある削り層と考えられるものが 3点出上している。 1がⅣ期の 2号柱列の柱穴 2

から、23が K-20区の⑥層から出上している以外は、全てK-18・ 19区 (基礎9区)の VII層と

Ⅵ層からの出上である。

形態と記載内容から、ほとんどが荷札として使われたと考えられるものである。このうち、

年代のわかるものが 4点ある。 2が元禄 4年 (1691年 )、 9は「未ノ閏八月Jと あることから同

じく元禄 4年である。18も 元禄年間と考えられる。 1は享保11年 (1726年)であるが、出土遺

構は明治期のものである。

【櫛】 (図 94、 図版56、 表35)

5点出上しており、いずれも元禄年間かそれ以前の層・遺構からの出土である。92・ 98・ 134

が白木の櫛で、69は全面黒漆塗り、135に も黒漆が痕跡的に残っている。観察表の法量は、aが

横の幅、 bが縦の長さ、 Cが縦の長さの内、歯の部分を除いた長さである。 ( )内 は残存値で

ある。

【箸状木製品】 (図 95、 図版55、 表36)

第 5地点から出上した箸状木製品は、両端の残る完形資料が215点、一方の端のみ残存する資

料が485点ある。この算定基準に従えば、箸の個体数は最小で458本、最大で700本 となる。他の

木製品同様、北区18・ 19列のⅦ層に集中しており、449点が出上している。それ以外にも南区の

3層、 3b層、 3b層上面ゴミ層などでの出上が目立ち、大部分が二の丸が拡張される18世紀

初頭以前に位置づけられる資料である。

出上した箸状木製品の個体数を算出しそれらの特徴を抽出する目的で、両端もしくは一方の

端が残っている資料700点を対象に属性の観察を行った。観察の項目は、長さ (完形品のみ)、



最大径、先端の形状、整形の度合、被熱・炭化の有無などである。

先端は、特に加工を加えず切断面を残すもの(A類 )、 先細りに作り出すが切断面が残るもの

(B類 )、 先端を尖らし切断面を残さないもの (C類 )、 ヘラ状に作り出すもの (D類)の 4類

型が認められた。完形品の観察の結果、両端形状の組合せは8類型が確認された。その内訳は、

AA類 181点、AB類■点、AC類 7点、BB類 6点、BC類 1点、BD類 6点、CC類 1点、

CD類 2点で、AA類が圧倒的に多い。一方の端のみ残存している資料でも、A類413点、B類

54点、C類18点、D類 0点 となりA類の比率が極めて高い。文献に残された箸の名称との対比

では、AA類、AB類、BB類、BD類が寸胴箸に、AC類、BC類、CD類が片口箸に、C

C類が両国箸にそれぞれ相当し、寸胴箸204点、片口箸10点、両口箸 1点 となる。

長さとの関係では、AA類が平均2351nln、 同じくAB類 250mm、 AC類 160mm、 BB類 25814nl、

BC類 240mll、 BD類 236nlm、 CC類 108mln、 CD類 236mmと なる。名称別の分類に従えば、平均

長はそれぞれ寸胴箸237mm、 片口箸1831Mn、 両国箸108nullと なる。

本遺跡では、長さ約 8寸で、断面略円形の、整形痕を残した寸胴箸が最も一般的であると言

える。本田総一郎によれば、儀式や祭礼など非日常的なハンの席では長さ8寸以上の中太両細

の箸を用い、日常的なケの食事には男性 7寸半、女性 7寸の片太片細の箸が用いられたという

(本田1978)。 また本遺跡出上の箸状木製品にみられる傾向は、東京大学本郷構内医学部附属病

院地点の池跡から出土した箸 (萩尾1990)と もよく符合している。萩尾によって池跡出上の箸

は寛永 6年 (1629年)の将軍家光御成の際の宴会で用いられた可能性が指摘されている。第 5

地点出上の箸状木製品の大部分を占める17世紀末・ 18世紀初頭の資料についても、南側に隣接

する二の丸で執り行われた宴会で使われ、西屋敷廃絶後荒れ地となっていた庭園の窪地に廃棄

されたと考えられる。

【下駄】 (図96～ 98、 図版56・ 57、 表33)

15点出上しており、全てを資料化した。33が I期あるいはH期の時期であるほかは、全てH

期の元禄年間の層位から出土している。そのうち北区Ⅶ層出上のものが半数以上を占める。一

本から台と歯を切り出した連歯下駄、別材で作った台と歯を組み合わせた差歯下駄、歯をもた

ない無歯下駄に大別できる。差歯下駄はいずれも、台の表に歯のほぞが露出する露卯差歯下駄

である。無歯下駄は、中程で前後に分かれる無歯中折り下駄である。それぞれ、台の形態で、

角型、丸型、長円型に分けた。

【その他の木製品】 (図99～ 101、 図版58～ 60、 表37)

上記以外のものを、その他の木製品としたが、これも元禄年間の北区18・ 19列のⅧ層からの

出土が大半である。これら以外のものも、元禄年間かそれ以前の層・遺構から出上したものが

ほとんどである。



図99に示したのは、桶や曲物の部材と考えられるものである。103・ 194・ 105は桶の側板の取

っ手の部分、84は桶の蓋であろう。その他のものは、曲物の底板、もしくは蓋と思われるもの

であるが、厚さや大きさは様々である。薄いものには、提灯の底板の可能性もあるc82に は、

黒色の樹脂状の付着物が残っており、部分的に側板が残っている。127に も黒色顔料の痕跡が残

つており、横にえぐり込みがみられ、これに直角の方向に小孔が開けられている。91・ 108。 110

には、中心に小孔が開けられ、91は端近くにも小孔がある。108・ 110に は、端近くに小孔が開

けられ、樹皮が通されている。

図100に示したのは、ある程度用途の推定されるものである。85。 100・ 101・ 102は栓と考え

られるもので、112は戸車であろうか。88。 93はヘラで、113・ 114・ 123は、大きさには大小あ

るが、いずれも一方の端を薄くしたクサビ状のものである。95は小刀などの把木と思われるも

ので、日釘孔が把縁近くにある。また、把縁付近に黒色顔料の痕跡が残る。94はピット453か ら

出上した白木の椀で、保存状態が悪く図化しなかったが、同様のものがもう1点同じピットか

ら出上している。89は刷毛で、柄の片面に焼印が押されている。

これら以外の用途不明のものを図101に まとめた。115・ 124は、先端を尖らせた杭状のもので

あるが、下端近くに竹製もしくは木製の釘が刺さる。78・ 129は竹をカロエしたものである。脆弱

で土ごと取り上げているため図化はできなかったが、写真図版60の80は竹を編んだもの、81は

車履のようなものである。

【漆塗製品】 (図 102・ 103、 図版60・ 61、 表38)

第 5地点から出上した漆塗製品には、椀 (身・蓋)22点、膳足 1点、櫛 2点、不明17点があ

る。このうち櫛については別項で白木の櫛とともに触れている。漆塗製品も他の本製品と同様、

北区VI層に多い。

漆椀には、A類 :浅めで高台の低いもの (図 102-50・ 57・ 58,図 103-54・ 71)、 B類 :深め

で腰が張り高台の高いもの (図 102-53・ 68,図 103-43・ 47・ 59・ 66)、 C類 :深めで高台から

直線的に立ち上がるもの(図 103-42)の 3種類が認められる。B類は全て高台内の割りが浅く、

高台内を半球状に深く割るものは存在しない。B類には回縁部が直立気味のもの、外反するも

の、体部に稜線が 1条めぐるものが見られる。装飾との関係では、A類、B類どちらにも内面

朱・外面黒、内外面黒、内外朱の3タ イプがあり、A類では内外朱、B類では内外黒が多い。

内外黒漆塗のB類には朱漆で花菱、蔦、鳥などの文様が見られる。椀の文様は全て黒地に朱も

しくは金で描かれ、朱地に描かれる例は認められない。C類は 1点だけであり内外ともに黒漆

である。高台内に人名と考えられる文字を有する資料も比較的多い。これらの漆椀は、中奥新

段階の遺構から出上した資料 (図103-54)を 除き二の丸拡張の元禄年間以前に位置づけられ、

大部分は17世紀末から18世紀初頭の資料である。器形の組合せや形態等の全体的な様相は、増



上寺子院群遺跡や旧芝離宮庭園遺跡等の江戸遺跡における当該期の資料と共通する。

膳足 (図103-055)は北区VII層 から出上しており、17世紀未から18世紀初頭の資料である。

外面に朱、内面に黒の漆が塗布されている。

14)金属製品

金属製品は、鉄製品が多くを占める。鉄製品の内、釘以外のほとんどは、用途の判粥しない

部材である。鉄製の釘は、和釘と洋釘に分けて集計した。明治期の 2a層から比較的多く出土
しているが、それ以外で、特に集中して出上している場所はない。

【古銭】 (図 104、 図版62、 表39)

雁首銭 1点を含めて、43点出上しており、全てを資料化した。その内36点 と、ほとんどが寛

永通宝である。

【煙管】 (図 105、 図版63、 表40・ 41)

吸口H点、雁首21点の、計32点が出上している。雁首の保存状態が悪いもの 1点を除く、31

点を図化した。分類は、古泉弘氏の編年研究 (都立一橋高校内遺跡調査団1985)を 参考に、江

戸遺跡から出上している資料をも考慮して行った。なお部分名称については、たばこと塩の博

物館編集の Fきせる』 (同博物館編1983)に 依拠した。

雁首は、全体の形状から4類型を設定した。 I類 としたものは、首部に肩がつく形式 (肩つ

き)である。本類は脂返しの形状により、脂返しがいったん下方へ大きく弯曲するもの (IA
類)と下方へは弯曲しないもの (IB類)に細分される。いずれも首部は上方には大きく弯曲
する「河骨形」である。H類としたものは、首部が 1本の管で製作されており、肩の接合され

ない形式である。本類も脂返しの形状により、脂返しが上方に大きく弯曲し河骨形になるもの

(HB類)と 、脂返しが大きく弯曲せず首部が火皿から比較的急に取り付くもの (HC類)に
細分される。出土点数は、 IB類 1点、HB類 13点、HC類 2点、ⅡB、 HCの区別不明なも
の 1点、形式不明 4点で、 IA類は出上していない。全体形状とは別に、火皿に関しても形状
分類を行い 4類型を設定した。 1類としたものは、火皿の深さが口径の半分以上であり、火皿

後方に小孔をもつ la類 と小子とのない lb類に細分される。 2類 としたものは、火皿の深さが
口径の半分以下であり、1類同様、火皿後方の小孔の有無により2a類 と2b類に細分される。
lb類が最も多く、全体形状との関係では、全ての類型にlb類が存在する。火皿の接合につ
いては、火皿と首部の接合部に補強帯をもつ(1類 )、 火皿と首部の接合部に補強帯をもたず接

合面はほぼ水平になる (2類 )、 火皿と首部の接合部に補強帯をもたず接合面は水平でない (3

類)の 3類型が認められた。首部は銅板を管状に折り曲げて作られているが、板の合わせ目は

ラウ側からみて左側にくるものが多い。21点中、 5点に鍍金が認められた。



吸回は、全体形状から5類型を設定した。 I類は径の異なる2本の円筒から肩と狭義の吸口

を別個に製作するもので、 1本の管から作られるものをⅡ類とした。 I類は、肩と狭義の吸口

を接合する際に円板をもって径の差を埋めるもの(IA類 )、 肩の後部をすばめ比較的緩やかに

狭義の吸口を接合するもの (IB類 )、 形態上接合部に段を有していないもの (IC類)の 3類

型に細分される。H類は、形態上は肩と狭義の吸口とが分離しているHA類と、形態上も製作
上も肩をもたないII B類に細分される。出土点数は、 IB類 1点、HA類 1点、HB類 7点、

形式不明 2点で、 IA類や IC類は出上していない。11点中、 7点に鍍金が認められた。47は

「水口煙管」と呼ばれるものである。全体にかなり形の崩れた桐の文様と筋が彫刻され、肩の

部分には「水口」。「吉久」の文字が刻まれている。形態や退化した文様から判断して、本資料

は「水口煙管」のなかでも新しい部類辻考えられる。出土層位からは、17世紀後半以前の可能

性が高い。

【その他の金属製品】 (図 106、 図版64、 表42)

その他の金属製品では、銅製品を中心に、ある程度特徴が判明するものを資料化した。76～ 79

は、Ia期のピット387か らまとまって出上したもので、全て鍍金されている。76は折り曲げら

れているが匙で、両端に大小の皿部を有し、柄の表面に蕨手状の列点文が配されている。79も

折り曲げられているが、のばすと長さ180cmほ どとなるへらである。両端とも薄くなっており、

また幅も両端近くが中程よりやや広くなっている。用途は明らかではないが、その形態は、眉

作り道具の「しんさし」と呼ばれるものに似ている。77・ 78は薄板を曲げて筒にしたもので、

77は一端が閉じられ、キャップ状となっている。その大きさと形態から、77が筆のようなもの

のキャップで、78が筆などの縁にまいた縁金のようなものになる可能性が考えられる。81はか

んざしなどの装飾品の部材であろう。87も かんざしの部材の可能性がある。89は火打ち金で、

えぐり込まれた部分に木製の握りが付くと考えられる。96は 2本まとまって出上した鉄製の箸

で、火箸と思われる。また、小片のため図化しなかったが、背面に魚々子文様を打ち出した鏡

も出上している。

傷)石器・石製品

【石器】 (図 107、 図版65、 表43)

石鏃・フレーク・チップが合計 9点出土している。石材は頁岩・鉄石英 。メノウ・流紋岩が

ある。いずれも近世以降の遺構埋土・整地層からの出土である。これまでの二の丸跡での調査

では、 4次調査 (年報 5)で石器や縄文土器が出上しており、遺構が検出されたことは無いも

のの、縄文時代の遺跡が周辺に存在している可能性が考えられる。

【石製品】 (図 107、 図版65、 表43)



ほとんどが、硯もしくは温石の破片と考えられる、整形痕のある粘板岩などの板状の破片で

ある。これら以外で、ある程度特徴が判明するものを資料化した。S7は水晶で、両端につぶ

れたような使用痕跡が認められるため、火打ち石であると判断した。S4は図化できなかった

が、 Ib期のピットからまとまって出土した雲母片で、明確ではないが、端部に、直線的に切

断されたような状態を呈するものがある。香をたく時に火の上におく銀葉 (香敷)の可能性が

あるが、やや大きすぎるため、確実ではない。

(6)骨角製品 (図 107、 図版65、 表43)

鼈甲製の警の可能性のあるもの、 2点のみの出土である。Blは保存状態が悪く図化できな

かったが、箸の頭の飾りの部分と考えられる。B2は棒状の破片である。

(71 ガラス製品

ほとんどが明治以降のものである。江戸時代の遺構・整地層から出上しているものも若干あ

るが、混入の可能性が強く、確実に江戸時代のものと判断できるような資料はない。瓶類と板

ガラスに大別し、そのなかで瓶類はビール瓶とその他のものに、板ガラスは通常のものと火熱

を受け溶融したものに分けて集計した。

(8)その他の遺物

その他の遺物としたものは、全て明治以降のものである。ボタンに江戸時代の遺構出上のも

のがあるが、混入であろう。革製品は、ほとんどが軍靴と考えられるもので、出土地点不明の

ものを除くと、全てⅣ期の 7号濤からの出上である。
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図42 第 5地点出土磁器(1)
Fig 42 POrcelains from NM5(1)
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図43 第 5地点出土磁器(2)
Fig 43 Porcelains from NM5(2)
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図44 第 5地点出土磁烈 3)
Fig.44 Porcelains from NM5(3)



|

く ドi

鯰ンプ▽ 2

図45 第 5地点出土磁器14)
Fig.45 Porcelains from NM5(4)
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図46 第 5地点出上磁器 (5)
Fig.46 Porcelains from NM5(5)
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図47 第 5地点出土磁器(6)
Fig.47 Porcelains from NM5(6)
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Fig.48 Porcelains from NM5(7)
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図49 第 5地点出土磁器 (8)
Fig.49 Porcelains from NM5(3)
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図50 第 5地点出土磁器19)
Fig.50 Porcelains from NM5(9)
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Fig.51 Glazed ceramics iOm NM5(1)
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図52 第 5地点出土陶紹 21
Fig 52 Glazed ceramics from NM5(2)
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図53 第 5地点出土陶器(3)
Fig.53 Glazed ceramics from NM5(3)



図54 第 5地点出土陶器141
Fig.54 Glaろ ed ceramics from NM5(4)
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図55 第 5地点出土陶器(51
Fig.55 Glatted ceramics from NM5(5)
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図56 第 5地点出土陶器(6)
Fig.56 Glazed ceramics from NM5(6)
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Fig 57 Glazed ceramics ttom NM5(7)
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図58 第 5地点出土陶X181
Fig.58 Glazed ceramics from NM5(8)
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図59 第 5地点出土陶器(9)
Fig.59 Glatted ceramics frOm NM5(9)
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Fig 60 Glatted ceramics from NM5(10)
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Fig.61 Glazed ceramics from NM5(■
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図62 第 5地点出土土紹 1)

Fig,62 Ceramics from NM5(1)
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図63 第 5地点出土土器修)
Fig.63 Ceramics from NM5(2)
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Fig.64 Ceramics from NM5(3)
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図65 第 5地点出土土器141
Fig.65 Ceramics from NM5(4)
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Fig.6o Ceramicsと om NM5(5)
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図67 第 5地点出土軒丸瓦類(1)
Fig.67 Round eaves tiles frOm NM5(1)
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図69 第 5地点出土軒丸瓦類 13)
Fig.69 Round eaves tiles from NM5(3)
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Fig,70 Round eaves tiles and flat eaves tiles from NM5

,

奉憩強



螂
がく 賜
鶴 韓

|

盟

ハ響が、
掛誨 匠1   1

|

匿
0            10cm

図71 第 5地点出土軒平瓦121
Fig.71 Flat eaves tiles from NM5(2)
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図72 第 5地点出土軒桟瓦
Fig 72 Eaves―pan tiles from NA/15
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図73 第 5地点出土平瓦(1)
Fig.73 Flat roOf tiles from NM5(1)



0             1ocm

図74 第 5地点出土平瓦 (21・ 丸瓦 (1)
Fig。 74 Flat roof tiles and round roof tiles frona NM5



図75 第 5地点出土丸瓦12)
Fig。 75 Round roof tiles from NV15(2)
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図76 第 5地点出土丸瓦13)
Fig.76 Round roof des tOm NM5(3)
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図77 第 5地点出土丸瓦141
Fig,77 Round roof tiles from NM5(4)
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図78 第 5地点出土板塀瓦(1)
Fig.78 Pan tiles used fOr fence from NM5(1)
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図79 第 5地点出土板塀瓦12)
Fig,79 Pan tiles used for fenceと Om NM5(2)
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図80 第 5地点出土英斗瓦 。桟瓦(1)
Fig.80 Ridge tiles and pan tiles from NW15
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Fig.81 Pan tiles from NM5(2)
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Fig.82 Ridge decOration tiles frOm NM5
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Fig.83 Filler tiles from NM5(1)
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図84 第 5地点出土面戸鳳 21
Fig.84 Filler tiles from NM5(2)
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図85 第 5地点出土棟瓦 。板塀瓦
Fig.85 Ridge cOver tiles and pan tiles used for fenceとom NW15
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図86 第 5地点出土その他の瓦(1)
Fig.86 Various roof tiles from NM5(1)
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Fig.87 Various roof tiles from NM5(2)
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図90 第 5地点出土木簡(1)
Fig 90 Wooden tablets iom NM5(1)
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表 2 第 5地点出土磁器集計表(1)
Tab 2 Distribution of porcelains at NV15(1)

層 ・ 遺 構
大

碗
中  碗 小  碗 碗 皿 嗣

触
班

売
説
不

袋  物
蓋 その礼

丸形 筒形 端反 広雰 丸形 筒形 嚇辰 Д凍 不明 巨」ヽ 大 水注 瓶類 その他 不明

1層 1 1 6 2 5 1〔 Ю I

2層上面 2 1 2

2層 2 9 I 1 17 2 1 ユ

2a層直上層 2 7 2 1 2 4 11 1: 9 4 1

2a層 10 ] 2 42 1 3 lユ l 1

2b層 5 ユ 10 ll I 1 1 屡 1 4 1 5

南区2C層 I 12 11 I l l

南区 2d層 3 7 12 11 2 1 2 19

南区 3a層上面

南区 3a層 2 2 11 1

南区 3b層上面ゴミ層 2 1 1 1

南区3b層 3 4 2 〕 | К l l 4 2 7

葛区 3C層 I 2 2 1

南区3層上面 1 1

南区 3層 4 5 8 8 15 2 4

化区Ⅲ層 11 2 5 7 9 1 2 5

|ヒ区Ⅳ層 14 4 7 8 l 2 5 ま

北区V層 1 I 3 7 7

北区18。 19列Ⅵ層 1 4 6 16 2

北区18。 19列 VII層 4 9 9 1 10 1 4 21

北区18,19列ⅥI層 1 l

北区20～ 22列⑥層

‖ヒ区20～ 22列⑭層

北区20～ 22テ」③層 1 1 3

撹乱 3 41 3 2 5 2 2 9 2 8 11

不明 6 1 1 3 8 4 6 とユ

l号建物赫

2号建物跡 猪日 1

1号柱列 1 1 2

2号柱列 1 1 I

3号位列

1拝舟言 5 1 3 3 蓋物 1 3

3号溝 l 2 1 3

7号溝 1 5 10 3 1 中瓶  1 9 3

10号溝 l 1 中瓶  2
1号井戸 3 2 4 ほ本1 1 l 盾日 1 l

l号土坑 2 1 4 4

2号土坑 1 4 6 2 4 5 瓶1徳利1 1 蓋物 1

1号木箱埋設遺傭

2号木箱埋設遺構

3号木箱埋設遺構 1 4 ユ

4号木箱埋設遺踏

その他のⅣ期のピット 1 1 1 2 1 1

Ⅳ期の遺構小計 1 1〔 3 2 6 11 11

門跡 1 2 1 1 2 3

門跡 2 1 ユ 猪日 1 4

4号柱列 1 I

5号柱列

6号柱列 1 1 1 2

7√引主テ」

8号柱列 1 l

9号柱列

2号濤 l

5号溝

8号濤 2 1 3 1 中瓶 1 1 2

■号溝

その他のIII b期のビット 1 2 1

Hb期の遺構小計 5 1 2 8 I 1 釈



表 3 第 5地点出土磁器集計表(21
Tab 3 Distribution of porcelains at NA/15(2)

層 ・ 遺 構
大
碗

中  碗 小  碗 碗
莉

皿 皿
別
町

Й
識
不

袋  物
蓋 その他 不明

丸.形 簡況 喘辰 瑞反 広東 大 k洋 聴趣 そのfll 不明
3号建物跡 l

10号柱列 1 2

11号柱列 l

12号柱列 2 4 側  1 1

13号柱列 1 1

14号祥列|

15号柱列

18号柱列 1

4号溝

6号種

9号濤 5 8 5 I 2

16号溝 1

17号溝

3号土坑 3 1 2 1 ほ奉1 1 猪日 2 5

その他のIII a期のピット l

ⅡI a期遺構小計 1 5 lt 1 2

その他のIII期のビット 1

15号溝 1 1 5 1 4(瓶2) 4

4号土坑 3 2 1 猪 1 3

その他のHa期のピット
Ha期の還構小計 6 8 1 1( 2 〕

4号建物跡

5号建物跡

16号柱テJ

17号柱列

12号溝 5

14号溝

21号溝

み2号溝

1～ 4号小濤

1～ 4号池 l ユ 2 と

5号池

6号池 1 1

2号井戸

1号石列遺構

その他の Ib期のピット
Ib期の遺樽」ヽ計 1 1 ユ

6号摩物跡

7号癖物訴

13号溝

18号溝

19号溝

み0号濤 1 1 1 l 広花瓶 l と

23号濤 l l

24号溝

25辞
26辞
27号濤

28号溝 4 I

29号溝

30号溝

31号溝

7・ 8号池

9・ 10号池 l 1 1 1 2 3

H号池

1号配石 1 2

2号石列遺構

3号石列遺構 l

その仙のra期のピット 亨瓶  l
4 6 5 2 5

滸 1 6 27イ 1[ 6



表 4 第 5地点出土陶器集計表(1)
Tab.4 Distribution of glazed ceramics at NW15(1)

層 ・ 遺 構
大

TI

中   碗 /Jヽ

碗
碗
利

小
中
鉢

層

　
鉢

極
小
皿

小
中

皿

大

皿

剛
鋼
翻
姉
身

土
瓶
蓋

一璽
　
稲
効
利
甕

灯
火

具

土

　

鍋

行
平
鍋

鍋
　
蓋
その他 不明

丸形 その他 不明

1層 1 13 2 7 9 7 9 5 1 2

2層上面 1 ユ 4

2層 4 1 4 3 1 1 8 4 1 1 2 3 1 2 1

2a層直「層 | 2 4 6 4 l 2 5 5 1

2a層 11 2 と1 1 3 9 2 2 5 8

2b層 2 1 12 8 2 2 3 1 6 5 11 2 2 9 5 (蓋D
南区 2C層 2 2 5 2 1 3 9 2 2 2 ユ 1 1 蓋  1

南区 2d層 l l 1 1 5 3 1 3 8 1 3 蓋  1
帝区 3a層上面

南区 3a層 1 1 香炉 1 3

南区3b層上面ゴミ層

南区 3b層 3 2 7 ユ 2 4 1 2 ユ 2

南区 3C層 1 l

南区3層上面 1

南区 3層 1 l 2 3 2 6 2 l 3 2 5 蓋  1
北区Ⅲ層 4 I 8 9 1 6 1 3 2 と 6 1 3 4

北区IV層 1 8 11 14 3 1 8 1 1 2 1 〕 5

北区V層 7 I 2 19 l 15 2 l 3 2 5 1 ユ 10

北区18,19列Ⅵ層 1 1 2 1 3 I 2 ] 3 2

耳ヒ区18・ 19列Ⅵl層 7 l 5 6 3 1 1 1 3

Iヒ区18・ 19列 VⅢ層 1 2 2

北区20～22列⑥層

北区20～22列⑦層 l

北区20～ 22列⑥層 1 1 2

境乱 4 2 6 3 7 8 4 8 5 17 1 l

不明 1 9 17 1 5 5 6 3 4 1 5 3

1号建物跡 1 1 3

2号建物跡

1号柱列 1 1 1 1 1 l

2号柱列 ユ | 2

3号住列

1号濤 2 1 1 1 5 1 1 1 1 6

3号溝 1 l 9 5

7号溝 l 8 8 7 3 8 4 2 3 1 4 5 12

10号溝

1号井戸 3 2 3 1 2 1 ユ 2(蓋 1) 3

1号十坑 2 1 3 ユ 1 1 6 3 3 2 1

2号土坑 2 2 3 2 I 1 1 1 ユ 1? と 2 7 3 l

1号本箱埋設遺構 1

2号木箱埋設通構

3号木箱埋設遵騰 1 ]

4号木箱埋設遺構

その他のⅣ期のピット 2 4 3 1

Ⅳ期の遺構小計 6 5 1 6 1 14 7 3 4 2 11

門跡 1

門跡 2 2 1 1 2 1 ユ 9

4号柱列 1 1 1 1

5号柱列

6号柱列 l l 2 2 1 1 1

7号柱列 1

8号柱列 1

9号柱列

2号溝 2 ユ l 5

5号酒

8号濤 1 ユ 3 3 3 9 3 3 2

11号濤

その他のIII b期のビット 1 1 8 I l ユ

II b期 の遵自 Jヽ計 3 2 7 1 4 6 6 3



表 5 第 5地点出土陶器集計表(D
Tab.5 Distribution of glazed ceramics at NA/15(2)



表 6 第 5地点出土土器・土製品集計表(1)
Tab 6 Distribution of ceramics and clay obiects at NM5(1)

層 ・ 遺 構
土 師 質 土 器 瓦 質 土 器 軟質施粕土器 土製品

皿 耳皿 塩蔑 糠 その他 不明 小計 糠 その他 不明 小討 暗斃 その他 不明 」ヽ討

1層 1 十能1煙瞳1 6 17 14

2層上面 2

2層 1 1 3 I 4 1 3

2a層直上層 7 4 5 1 4

2a層 1 1 小型碗 ?1 十能1 名 13

2b層 1 13 8 文E」奨ヒ1 2 11 1 3 1

面区 2C層 3 3 1 6 7 4 1

菊区 2d層 4 1 7 煩煙1 1 9 1 1 2

南区 3a層上面 l 1

萄区 3a層 1 3 1 1 2

南区 3b層上面ゴミ層 よ 1 I

南区3b層 l 1 I 不明1

南区 3C層 1 17

百区 3層上面 ユ 1 7 1 1

南区 3層 1 1 5 4 3 7

】ヒ区Ⅲ層 1 1 7 1 1 2 3 4 4 不明1

北区IV層 6 234 2

Jヒ区V層 4 1522 4 1 5 4 2(蓋 ?1) 1 不明1

北区18。 19列Ⅵ層 V

】ヒ区18・ 19列Ⅶ層 1 7 1 12 l

化区18,19列Ⅷ層 救 l 1

北区20～22アЮ層 4 1 1 1 1 ! 1

北区20～22ア小Э層 11 11 l 1

北区20～22ア」③層 駁 7 1 1 1 1

撹乱 l 4 1〔 I
不明 4 4 2 (人形 ?1)

l号起物跡 2

2号建物跡 6

1号柱列

2号柱列 5 1 1 1

3号柱列

l号濤 4 1〔 3 3

3号溝 2 2 4 1 1

7号溝 4 3 順撻 1 4 11

10号溝 9

1号井戸 9 1 1 2 2

1号土坑 l よ 5 5

2号土坑 4 イ 2 2 4

1号木箱埋設遺騰

2号木箱埋設遺傭

3号木箱輝設慣綾 2

4号木箱埋設遺傭

その他のⅣ期のピット 1 71 2 4 2

V期の遺格小計 526 1 1 嘔
ヨ
]跡 1 4

:ヨ跡 2 3 2 I 1

41デ穫ニタ」 2 ] 1

5抒許駐列 2

6号柱列 4 1 1 l

7号柱列 よ

8号梓列 12 1

9号柱列 6

2号濤 ユ l

5号濤

8号溝 l

11号溝

その他のⅢ b期のピット 散 1 1 1 1

Ib期の清儀ホ計 1 3 4 2 lZ



表 7 第 5地点出土土器・土製品集計表似)
Tab.7 Distribution of ceramics and clay obiects at N� 15(2)

層 ・ 遺 構
土 帥 土 瓦 箇 器 軟質施釉 器 土製品

皿 耳皿 塩壷 機 そのイ 不明 小計 轄 その他 不明 小計 そのlll 不Hl

3号建物跡 15 I 1

10号柱列 1〔 13

11号桂夕J 7

総号柱列 14 14

13号柱列

14号柱列

15号柱列 1 1

博,住列
4号溝

6号濤 1 1

9号溝 ユ 1 1 6

16号溝 3

7号溝

3号土坑 4 1 5

その他のⅢ a期のピット 9

ⅡI a期遺構小計 5 2 861 6

その他のⅢ期のピッ ユ 2

15号溝

4号十坑 1 2 4 5 l 1

その他のIa期のピット 10 4

肛a期の遺騰小計 1 2 4 I

4号筵物跡 1 1

5号摩物跡 11

16号柱列

17与柱列

12辞 I 1 1

14号潤

21号溝 1 1

22号清 l 1

1～ 4号小溝

1～ 4号池

5号池

6号油

2号井戸 1 1

1号石列通騰

その他のIb期のビット
Ib期の遺格小計 ] ユ

6号建物跡 7

7号建物跡

13号溝 | 1

18号溝

19号溝

20号溝 2 3

23号溝 3 3

И号溝

る号澪 13 13

る号溝 2 2 1 1

′号溝

お号溝

清

Ю号溝

1号溝

7・ 8号池

9・ 10号池

11号池

と号鮎石

2号石列遺構

3号石列遺傭

その他の Ia期のピット

4 4 4 4

931f I t025〔 4



表 8 第 5地点出土瓦集計表(1)
Tab 8 Distribution of roof tiles at NM5(1)

ッコ内は

構 平 瓦 類 丸 瓦 類 桟 瓦 類 軒平瓦類 軒丸 面 戸 瓦 輪 違 | その他の 不 明 瓦
1層

2層上面

2層 331(57795) 51(1122) 51(16175) 2(0195) 1(015) 1(043) 46(2275)
2a層直上層 299(51405) 55(11195) 56(14365) 1(0135) 1(0195) 4(118) 31(0685)
2a層 1710(216978) 327(48453) 167(38505) 6(0725) 13(2815) 4(1035) 32(9775) 464(14439)
2b層 636(88825) 214(25665) 32(496) 3(026) 3(042) 9(155) 3(103) 5(134) 197(5165)

雨区2C層 185(24395) 58(633) 9(141) 2(004) 3(0685) 5(2315) 85(1605)

南区2d層 1236(178358) 248(39356) 34(9585) 8(277) 4(148) 9(18) 6(3295) 180(395)

南区3a層上面 3(034) 1(009)

南区3a層 24(212) 14(133) 28(0445)
南区3b層上面ゴミ層 12(003)

南区3b層 255(23184) 76(7245) 1(023) 3(0685) 1(009) 169(3043)

南区3C層 6(0525) 5(011)
再区3層上面 2(0167) 1(0245) 4(015)
南区3層 583(3174) 177(25453) 24(6541) 5(1505) 6(137) 3(037) 1(015) 157(5364)

北区III層 293(38315) 73(10615) 15(7855) 2(018) 4(0495) 2(041) 2(0435) 98(202)
北区Ⅳ層 189(2306) 72(9975) 3(048) 1(008) 1(012) 71(2115)
北区V層 400(52223) 141(2041) 6(0585) S(12) 6(2325) 12(2425) 1(0645) 135(3605)

北区18・ 19列Ⅵ層 151(3096) 41(3456) 2(03) 4(1363) 3(091) 10(0808)
北区18・ 19列ⅥI層 594(1204913) 173(41234) 3(1135) 7(135) 7(263) 6(1615) 7(2625) 2(097) 262(16875)

北区18,19列Ⅷ層 16(121) 7(087) 6(0957)
北区20～ 22列O幡 877(157518) 283(71328) 2(0203) 6(2407) 15(5408) 8(1656) 2(0725) 2(0428) 52(1748)
北区20～ 22列ρ層 574(103505) 200(46001) 11(6505) 14(6061) 12(651) 4(129) 2(043) 1(05) 23(063)
北区20～ 22アい切冒 654(1096322) 185(42392) 11(2787) 13(7455) 3(056) 32(05889)
撹乱 2(008) 1(0035)

不明 580(76422) 143(40206) 9(2835) 11(2318) 16(4238) 1(0115) 5(1321) 135(2496)
1号建物跡 8(045) 1(005) 1(0225) 4(006)
2号建物跡 6(0615) 3(093) 1(017) 1(02) 1(015) 2(003)
1号柱列 94(10394) 19(3353) 1(0305) 3(0403) 1(0125) 16(0285)
2号柱列 4(033) 1(0455) 2(006)
3号祥現| 3(0295)

3(0042)
1辞 183(2424) 27(7323) 2(0285) 1(0125) 88(1653)
3号溝 30(459) 8(1545) 1(003) 8(0165)
7号溝 254(3361) 41(6375) 29(8585) 2(0145) 1(0405) 1(0255) 150(278)
10号溝 6(099) 1(017) 1(013) 5(0045)
1号井戸 85(12609) 14(444) 23(599) 1(049) 1(016)
1号土坑 104(23830 27(14056) 24(24275) 1(0081) 1(0325) 154(1053)
2号土坑 41(1254) 5(062) 9(581) 1(25) 2(2835) 3(012)
1号木箱埋設置構 1(0165)

2号木箱埋設遺横

3号木箱埋設遺構 5(004)
4号本箱埋設通構

その他のⅣ期のピット 102(12629) 19(6664) 9(4076) 4(0286) 1(0359) 1(042) 35(0549)
Ⅳ期の濱駒J母 926(137938) 198(47928) 124(56414) 6(117) 14(4339) 3(0505) 1(0359) 5(374) 492(7212)

門跡 1

F]跡 2 315(35853) 84(9546) 7(1647) 1(0019) 1(0025) 1(028) 5(128) 93(1274)
4号柱列 6(098) 3(137)

5号柱列 2(0185) 1(0255)
6号柱列 11(1353) 3(0173) 1(011) 8(0123)
7号柱列 12(3307) 4(0329) 2(0029)
8号柱列 24(3905) 2(023) 3(0755) 12(0185)
9号柱列 10(1015) 2(017) 1(0195) 10(0115)
2デ説百 15(141) 6(0635) 31(042)
5号届 1(014) 1(021) 1(0055)
8号溝 96(1435) 41(5945) 12(462) 1(0125) 1(0865) 6(0495) 83(0794)
■号溝

その他のII b期のビット 70(7552) 20(2396) 1(024) I(055) 44(0648)
Ⅲb期の遺聴小計 662(7005) 162(19424) 30(9567) 1(0019) 3(07) 3(0435) 3(0755) 12(203) 288(3753)



表 9 第 5地点出土瓦集計表12)
Tab.9 Distribution Of roOf tiles at NA/15(2)
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表10 第 5地点出土木製品・漆塗製品集計表(1)
Tab 10 Distribution of wOOden implements at NM5(1)

カッコ内は炭化したものの数

層 。 遺 構
本 製 漆 塗 製 品 木

簡
抗 工 木 木羽 (質 )

下

駄 箸 栓 そ の 他
不

日

漆

茄 その他
角

材

丸

材 板 材 角 材 丸 材 小 片

1層 2 9 | 5

2層上面 ユ

2層 1 1 1

2a層直上層 3 l

2a層 1 1 2 41(29)

2b層 2 7

南区2C層

南区2d層 I 1 26(2) 6 61(36) 14818

南区3a層上面 2 1 2

南区3a層 6 3 8

南区3b層上面ゴミ層 櫛 1、 桶側板1 302(151) ■548
南区 3b層 2 1 1 253(94)

南区3C層 1

南区 3層上面 ] l 1

南区3層 1 竹製篭1 2 70(19) 1 84(29) 9298

北区III層 1

イヒ区Ⅳ層 2 11 21(11)

北区V層 7 1 2 2 199(148)

北区18・ 19列 VI層 3 5 1

北区18。 19列ⅥI層 9 2 11 13 433(31) 143(2) 2046(223) 80681

北区18・ 19列 VⅢ層 1 2

北区20～ 22列⑥層 I 12 l l 5 234(23) 6386

北区20～ 22列⑫層 l 9

北区20～22列①層 l l 2

撹乱 1 3 1 23(13)

不明 14 1 6 1 235(68)

1号摩物跡

2号建物跡

1号柱列 3 5

2号柱列 1 1

3号柱列

l号溝 45(23)

3号濤

7号溝 竹製品1 2 213(52)

10辞
[号井戸 1 2

1号土坑 63(20) 210(149) 5592
2号土坑 56(37) 3390

1号木箱埋設遵隧

2号木箱埋設潰構

8号木箱埋設遺構

4号木箱埋設遺騰

その他のⅣ期のピット 55(13)

Ⅳ期の遺構小計 1 ユ 6 374(33) 39722
月Dホ ] 1 11 152(3)

門跡 2 2 286(13)

4;位列
5号t夕 J

6号柱列 4 8

7号梓列 1 1

8号柱列 4

9号柱列 1(1)

2号届 2

5号滴

8号濤 1

11号溝

その他のⅢ b期のビット 1 1 168(72)

Hb期の潰構小計 1 1 1 2 252(1) 598(101)



表H 第 5地点出土木製品 。漆塗製品集計表12)
Tab.1l Distribution of wOOden implements at NM5(2)

カッコ内は炭化したものの数

層 。 遺 構
木 製 製 品 木

簡
杭 工 木 木羽(g)

ド
駄 箸 栓 そ の 他

不

日
漆
その他

材

丸

期 板 材 角 材 丸 材 ガヽ 片
3号摩物駄

2

10号柱列 1 7

11号柱列

12号柱列

13号柱列
1 1

14号梓引
1

15号柱列

18号柱列
1 1(1)

4号溝

6号溝

9号溝 蓋状木製品] 4 87(1) 115(45)
16号溝 4

17号溝

3号土坑 1 120(116)
その他のIII a期のピット 2

1 4 98(3) 15(3)

その他のIII期 のビット 椀 2 1 1 15(4) 2 | 24(6)
15号溝 1 17 桶側板1、 櫛ユ 10(1) 2 146(17) 155 6
4号土坑 2 1 7 43(25)
その他のIa期 ピット :状本製品1 37
Ia期の遺構小計 1 148(4) 1(2) 2 1799
4

5ヨ
16号住列

17号柱列

12号溝 1 5 1 31(15)
14号溝

21号溝

22れ甍

1～ 4号小溝

1～ 4号池

5号池

6号池
4

2号井戸 2 14(2)
[号石列滅構

その他のIb期のピット 2 2 18(10) 91
Ib期の遺構小計 1 5 72(32)
6号建物跡 2 13(1)
7号建物跡

13号濤

18号溝

19号馬

20号溝 フラジ蓋曲物1 5 167(30)
23号溝

24号溝

25号溝

26号濤

27号濤

28号溝

Z9号溝

30号溝

31号溝

7・ 8号池 1 1

9。 10号油
1 6

H号池

1号配石 2 3 1

2号石列遺痛

3号石列遺構

その他の Ia期のピット 1

3 1 198(42) 1170
合計 l 4 6 % 17 2056(1 394(28) 47(8) 5m8(1598) 14350翻



表12 第 5地点出土その他の遺物集計表(1)
Tab.12  Distribution Of variOus implements at NW15

層 ,遺 構
金 属 製 ガラス製品 石

製

品

石

　

器

土

管
き  銭 煙  管 釘 鉄 製 品 銅 製 品 鋭弾 薬文 その他 i(ビール 反(溶融) その他

〕 和飢 2洋釦 8 惣 鎖1邪明冊 阪状1ネ ジ1匙 2 4 5 2 I 4

2層上面 不明3 l 5

和飢 洋鍋 下明1 4

2a層百比層 雁首1 和鍋 洋鋭 不明3 税伏7 1 1 3 l

2a層 3 吸日2 和al16洋釦0 不明75 筒状1ピ ン状1 2

2b層 〕 吸日1 不明4 I 1 54 | 2

南区2C層 利鍋 不明」

南区2d層 7 和錦 洋釦 金槌1鑑1不明10 棒状2毛抜1 6

南区3a層上面
l

南区3a層 〕 雁首1 不明1 督金具1

再区3b層上面」ミ層 莉釘■ 金箔付紙1 I

南区3b層 , 吸日2雁首5 不明4 根状2円状1警 1 1 4

商区3C層 和釦 I

南区3層上面

南区3層 3 吸日2雁首2 和釘4洋釦他1 占突l輪1怒命〕 筒1針1金具1 2

北区Ⅲ層 和釘3 金具1不明1 亜鉛?1

〕 吸日1 k筈 1
| 1

北区V層 雁首5 洋鍛
1

北区18・ 19列Ⅵ層

北区18・ 19列Ⅷ層 2 吸日2雁首2 和鍋 5 鉤1不明8 釧 報 1 5

】
`区

18,19列Ⅷ層

】と区20～ 22則Э層

北区20～ 22卿Э層

北区20～ 22卿0層
肌 和鍋 洋鋭 7 盤3鋏 1不明35 椀伏1鍵 1 I 2 不明鉛1 輛 不明2 7 2

不明 8 吸日1雁首1 洋釘4 不明12 金具2針金他2 8 1 , 2 4

1号建物跡

2号建物跡 2 和釘1 不明1

1号柱列 不明1

2号梓,十 租鍋

3号柱列

1号浦 I 不明6 13 1 1

3号溝 和釘17洋釘1 不明1 l

7号溝 I 和鋭6洋釘19 不明34 献 1燃郵町 54(24) 不明2 7 4 5 5

10号浦 和鍋 洋郷 不明30

I号井戸 m鍋 洋釘1 針金5不明6 1 I 5

l号と坑 和釦 不明4 2

2号と坑 不明13 2

1号木緒埋設遺構 和釦 1

2号木箱埋設遺構

3号木籍埋設通信 1 和釘2洋a13 不明」

4号木箱埋設遺構

その他のlV期のピット 3 和鍋 洋飽 子鉄1不明5 |

Ⅳ期の遺翻 計ヽ 8 和釘73洋釘34 3 1 2 5 5 10
ユ
]跡 1

問跡2 和釘3

4号柱列

5号柱列

6号柱列
1

7号柱列

8号柱列 和釘1

9号柱列

2号溝 不明2

5号浦

8酪
■号眉 岡蛋B 不明1

その他のHIb期のピット 雁盲1 不明7

IH b期の遺櫛小計 雁首1 田釘7 10 1



表13 第 5地点出土その他の遺物集計表(2)
Tab 13 Distribution of various implements at NM5(2)

層・ 遺 構
金 属 製 品 ガラス製品 石

製

品

石

　

器

主

管
古  銭 煙   管 釘 鉄 製 品 銅 製 品 筑弾 薬爽 その他 ビール)

3号建物跡 不明1

0号荘 冊鯉 不明1

■号梓コ 和釘1
I

12号柱列

13号柱列 不明1

14号柱列 不明1

15号柱列

18与柱アJ 不明1

4号溝

6号溝

9号溝

16号浦

17号滅

3号土坑 3 和釘1 小刀1不明■ 〕 3

その他のⅢa期のピット 不明1

‖a期遺描イ母 3 1 釦 1(1〕 4

その他のlH翔のピット
I l

15号涌 和鍛

4号と坑
1

その他のHa期のビット

Ha期の齢 Jヽ計 鯉 l
1

4号懲物跡 不明1

5号癖物絲

16号柱列

17号住列
1

12号溝

H号浦

21号浦

22号浦

1～ 4号」蟷

1～ 4号池 〕 雁盲1

5号 IHI

6号池

2号井戸 悦快1
1号右夕J道信

その他のIb期のビット l 雁首1 和釘1

Ib期の置織卜計 2 雁首2 和釘1 2 !
I 1

6号建物跡 鏡1

7号建物跡

13辞 I

18辞

19辞

20号溝

23号溝

24号浦

25号浦
1

B6号罵 和釘1

】7器
28号溝

29号構

30号浦

31号巌

7.8号池

9'10号池 雁盲 不明1
H号」

1号配石

2号石ア」遺構

3号石列遵構

その他のIa期のピット

a期の損瀞卜計 2 雁首1 和釘1 1
|

合計 吸日■雁音21 m18畔 134佃 4 84(V〕 45 9 る



表14 第 5地点出土磁器観察表(1)
Tab 14 Notes on pOrcelains at NM5(1)

出 上 場 所 器  種 底径 器高 文 様 胎 士 生産地 製作年代 備  考

基礎9区 V]8層 中型丸碗 116 48 軍花文 貫入顕著 やや粗 単則 1670年代 漆継ぎ 17

基礎9区 Ⅵ卜6層 中型丸碗 40 無文 貫入あり 摯通 一副 不明 17

基脚 区 VI層 」ヽ型丸碗 73 桐文(コ ンニャク判)折れ松茉文 普通 一削 VC末～18C初 17

118Ⅵ層 小型丸続 84 30 色絵r赤 ,青・緑)「 らきぬ」「□そ」花文 彗通 一削 17C後半 V
G20V2層 小型丸碗 87 37 56 麺 松竹梅文 貫入顕著 やや粗 “刷 168090年 代 l‐

小型丸碗 86 37 33 延
小 やや粗 肥前 不明 V

V層 中型丸碗 116 1仲腕文 やや粗 肥前 VC末～18C前半 くらわんか子 17

J19V層 中型丸碗 44 57 若松(ヨ ンニャク判)革花文 高台内に銘 旨通 工削 17C末～18C初 17

■20V層 中型丸碗 118 59 松竹梅文 普通 lB前 17C末～18C前半 くらわんか手 17

M20 Hl層 月埋丸碗 93 憂唐革文 やや粗 肥前 略C後半～19C初 17

M19 HI層・M192a層 中型丸碗 112 38 53 事花文 見込蛇ノロ釉割ぎ生掛け やや粗 肥前 くらわんが手 17

D242d層・K19 VI層 他 小型丸碗 72 31 49 外面青磁釉 高台内音磁釉 やや粗 “剛 18C後半 1

J283層 '1262b層 中型丸碗 46 62 雪輪に草花文 高台内「太明年製 1銘 普通 ユ削 1680-90句 代 |

)号建物跡 中型丸碗 110 色給(赤 ,緑)蝶文 やや粗 “剛 17C後半 1

F243bゴ ミ層 碗 84 色絵(赤・緑,黒)草花文 やや粗 辛剛 17C後半 17

J282d層 小型丸続 横線に市松円文と草文 普通 一刷 17

F252b層 小型■Tl 74 外面瑠璃釉 普通 下明 43 17

J212b層 小型端反碗 5( 外面鉄釉 見込花籠文(コ ンニャク判) やや粗 一副 t7C末～18C初 43 17

欠番

小不 70 56 楼閤山水文 やや密 一戸 19C前半 l?

小型丸碗 41 横線文 やや粗 “削 17C後半 43 17

中型輸 114 52 65 矢羽根文 見込円花文 やや密 一削 18C後～19C前 43 17

中型丸続 61 流水に草花文高台内「太明年製J銘 音通 巴前 皓8090箪 t 43 17

小型筒形碗 楼間山水攻 やや粗 一削 18C後～19C前 43

M27 a層 碗 37 色絵(赤・緑・黒)見込蝶文 高台内色絵「七日」銘 不明 18C後～19C前 43

M28 a層 小イ 31 扇寵に大根文 蒲公英文 高台内銘あり やや密 旧前? 19C前半 完継ぎ 43

M28 a層 中型丸碗 71 蔓唐草文 貫入顕著 “副 生掛け 43 17

F242層上面 中型丸碗 100 54 区函割菊花文見込円花文貫入顕著 やや粗 一削 18C後半～19C初 43

K292a層直上炭層 碗
鴇尋弓辟
釉 見込跡 花(コ ンニャク判?)高台内角渦 一剛 18C後半 貫入顕著 43

K221層 中型丸続 51 ユ技文に蝶 見込寿文? 肥前 19C前半 冤継ぎ 44

K281層 中型丸碗 47 二重網目文 見込菊花文(コ ンニャク判) 普通 肥前 くらわんか子 44

不明 中IJ丸続 嚢尋に草花文 やや密 肥前 45

〕号と坑 爽4層 中型丸碗 50 軍花文 局台内角渦1福J銘 当通
ヱ漸 17C末～18C前半 18

〕号土坑 懲 層 中型丸碗 菊文 やや密 一前 18

〕号土坑 理3層 申型丸碗 車花文 やや組 一刷 18

1号澪・■21Ⅳ層 碗 草花文 高台内銘あり やや組 一則 くらわんか子 44 18

4号土坑 中型丸碗 110 61 雪輪に桜花文(コ ンニャク判)貫入顕著 普通 168090年 代 44 18

1辞・F242a層 小型丸碗 47 宝J字文十章花文 口紅 見込千鳥支 瀬戸 19C中～後 45 18

1号土坑 埋3層 小型丸碗 早花文 見込文あり 瀬戸 19C中～後 18

1号土坑 彊郵層 中型端反碗 114 花実 見込「成化年製J?銘 やや密 顆戸 19C中 45 18

441 16号浦 キ型幼 57 無文 貫入顕著 粗 不明 18C?

'号

暗渠 中型衛形碗 花唐草文 見込松監梅文 高台内「夫明高暦年製J銘 やや密 肥前 18C後～19C前 18

碗 隣聞山水文 見込荒磯文 やや密 切込 IB

L252a層 中型丸碗 陰笠文賞入顕薯 粗 19C前～中 憲物 18

1号土坑・2号土坑 中型丸碗 雪輪に笹文 普通 不明 19C前～中 憲勃 18

E253層 猪口 54 る明文(コ ンニャク判) 普通 単削 168090年 代 18

猪口 無文 阻 “刷 17C中 18

3号土坑 埋3層 猪口 不明文(コ ンニャクll)貫入あり 晉通 肥前 18C前半

1号土坑 埋3層 猪日 68 無文 やや組 一刷 18

E293層 蜘蛛の巣に蜘妹文(コ ンニャク判)貫入顕著 やや粗 肥前 睛8090釘 t

M242a層 麿不 33 瓜文? やや密 不明 19C中 せ帳

靴 小イ 草花文 粗 工副 164050年代 18

池7埋 1層 ,118 Wl層 小・中皿 57 柳文 やや粗 キ削 164060年 代 19

儀脚 区Ⅶ■0層 卜・中皿 寵・麒麟文? lE 中国 明末清初 17C中 19

基礎9区 Ⅵ17層 135 青磁 高台内無釉 見込蛇ノロ釉剣ぎ やや密 一削 17C末～18C初 本継ぎ 19

基礎9区 Ⅵ16層 卜中皿 52 山水文 lH
一削 17C末～18C初 19

基礎9区 Ⅵ16層 変形皿 72 51 15 敵 普通
ユ剛 17C末～18C籾 糸切り 19

J18 VI下層 小・中皿 区団割文 口紅 やや粗
単刷 17C中 型打ち 19

■20V層 大皿 170 風文(コ ンニャク判)1こ青海波文貫入顕著 粗
ヤ副 17C末～18C初 19

H20V層 小・中皿 見込五弁花(コ ンニャク判)高台内渦「福 1銘 やや粗 “別 くらわんか子 19

G221V層 小・中皿 早花文 やや粗
一
日‐ 164050年 代 19

D293d層 夫皿 青磁 牡丹文?(刻線) やや粗 一削 17C

1号白E石 'E263b層他 卜・中皿 137 晋通 旧前 VC後半 Ю



表15 第 5地点出土磁器観察表(21
Tab 15 Notes on porcelains at NW15(2)

観
需

出 上 場 所 器  種 口径 底径 器高 又 等 胎 土 生産地 製作年代 備  考

C・ b層 .F262層 小・中皿 21 雷文繁ぎ 普通
ユ削 18C後～19C前 型打ち 19

M25 C層 ,M262a層 小・中皿 142 44 牡丹繋ぎ見込円銀杏文 高台内銘あり 粗 一削 18C後～19C前 ノロ凹型高台 19

M28 C層 ,M282a層 小・中皿 4 花唐軍文 見込五弁花 高台内角渦「福J銘 普通 “削 型打ち 19

小。中皿 2 章花文 渡繋ぎ日紅 墨弾き 普通 一削

urlⅧ 31 「長?J 普通 一削

小,中皿 76 3( 小綱雪軍文に円松竹梅文 高台内「成化年製」銘 普通 一則 19C前～中 ノロロ型高台 20

小・中皿 131 74 雪輪に草花文 普通 “削 くらわんか手
M182a層 小・中皿 144 区画割に楼間山水文と花唐草文 やや粗 ヱ副 18C後～19C前

小・中皿 2 草花文 松葉繋ぎ昌弾き やや粗 享刷

a層・M282a層 小・中皿 22 菊花に蝶文 口紅 高台内銘あり 普通
ユ削 19C前～中 型打ち

M28 a層 小。中皿 31 花と蝶文 昌弾き 普通 ユ刷

M282a層 小・中皿 F9 見込五弁花高台内角渦「福J銘 やや密 ヱ副 18C後～19C前 ヒノロ凹型高台
曇書あり

K292a層 小,中皿 75 見込桐文?(コ ンニィク判) 粗 不明
爵台内蛇ノロ釉
劇ぎ曇書あり

試掘7区 1層 4 ・ヽ中皿 68 1 内側tul面青磁 山水文 普通 “剛 18C後 ノロ凹型高台

不明 極刑NIn fJ 4 12 16 鉦
小 普通

】副 18C後～19C前 21

不明 小'中皿 78 2 草花文 やや粗 辛刷 17C後半 21

6号池 小・中皿 篤文 吹墨 普通
ユ削 〓Ⅲ

K19池状遺構壁面 小・中皿 112 34 区固割文 円文 日紅 高台内銘あり やや粗 “削 164050年代

鮫
醒朝 孵

小,中皿 118 48 33 流水に草花文 普通 肥前

12号溝 小・中皿 42 不明 粗 肥前 WC末～18C初 見込蛇ノロ釉劉
ぎ高台内無釉

3号土坑 埋3層 変形皿 58 23 20 鷺形 やや粗 lU前 17C末～18C初 糸切り
〕号稿掘方・■20V層 小・中皿 牲丹文 高台肉「奇玉宝鼎之珍」銘 普通

“削 りささえ 21

K22 HI層 ,Pit4 小・中皿 114 27 区画割文 墨弾き やや粗 肥前 17C末～18C前

不明 極小皿 54 21 11 軍花文 やや密 不明 18C後～19C前 21

不明 小・中皿 唐草文 口紅 普通 肥前 1610 704Fft 型打ち 2と

7号溝・J21 Hl層 他 大皿 牡丹文 円松竹梅文 やや粗 “副 18C末～19C前 21

7号溝 ,■ 242b層 78 44 雹文 やや密 平清水 21

6号 IBt渠 変形皿 花小紋(用J絵)口紅 やや粗 ユ削 17C末～18C初 糸切り 21

3号溝埋2層 小碗 34 色絵(赤・緑)同心円文 密 瀬戸 19C前～中 焼継き焼継き
大名あり

21

20号溝 埋土 他 重(重 ) 64 草文 普通
一副 17C後半 内面無釉

9号浦 埋13a層 他 蓋 色絵(赤・緑・黒)扇に革花文 普通
】剛 17C後半 つまみ欠損

8号溝 埋と層 蓋 扇文(層 J絵 ) やや粗 “刷 17C末～18C初

M242a層 蓋(急須?) 山水技 普通 不明 19C中～後
M282a層 蓋(Vgl 104 軍花文(素描)内面円松竹梅文 やや密 肥前 19C前

露(副 52 31 山水文 やや密 不明

L272a層 菖(香台) 60 11 山水文 普通 肥前 19C前～中
L272a層 雷(合子) 78 14 上丹文 密 瀬戸 19C前～中
K292a層直上炭層 言(香合) 64 14 山水文 普通

一刷 19C前～中
L282a層 雷(合子) 13 宝尽し文 密

単別 19C前～中 22

M271層 香合 50 10 密 瀬戸? 19C前～中
E263b層・E253層 徳利 普通 一副 17C中～後
3号土坑 堰 層 徳利 草花文 普通

単削 17C中 22

鬱号柱列柱5底面 徳利 不明 やや粗 不明 22

2号土坑 埋3・ 4層 徳不」 軍花文 やや粗 一剛 18C後～19C前 22

E243b層・E273層上面 触 器 却部鉄釉 魏
“削 22

K292a直上炭層 旬付? 染錦(赤・緑,金・呉須)区画割文 やや密 ほ前 22

F221層 葬 37 密 不明 22

H18 WW層 不明 阜花文 普通 不明 不明 22

K19Ⅲ層 水滴 菊花文 普通 単則 18C後～19C前 型打ち 22

基礎9区 Ⅵl■ 0層 人形 色絵(赤・黒)桜文 やや粗 単刷 VC後半 釉部 22

D253b層・ E243b層 人形 色絵(赤・具) やや粗 肥前 VC後半 型打ち 22

基礎9区 Ⅷ 6層 人形Or水滴 衛花文? やや密 平則 17C後半 型打ち 22

L21 lH層 人形Or水滴 やや密 一削 型打ち 22

M202a層 小型丸続 霊
小 密 不明 19C後 飛飽 17

K272d層 中型丸碗 外面鉄釉 貫入顕著 普通 一削 17C後半 17



表16 第 5地点出土陶器観察表(1)
Tab.16 Notes on glazed ceramics at NM5(1)

畿
需

出 上 場 所 器  種 回径 底径 器高 文  様  等 釉 薬 胎土 生産地 製作年代 備   考

曇碇9区 V110層 伸型丸碗 天釉 貫入顕著 やや密 肥前? 17C末 ヽ

基礎9区 Ⅶ「
7層 ,型丸続 13( 疋袖 やや密 肥前? VC末ヽ

J18V17層 Ⅲ型丸続 疋釉 貫入顕著 “別 17C末ヽ I

〔18Ⅷ層 和型丸碗 12( 84 表釉 貫入顕著 やや密 肥前? 17C末ヽ 1

〔18Ⅵ層 ,型丸碗 57 姿聞山水文(鉄釉) え釉 貫入畷著 やや密 肥前? 17C末～18C前 京朗 51

L19V層 Ⅲ型丸続 10 6 疋釉 貫入顕著 やや密 大射日馬?
WC末～18C
初?

G18V層 .■ 18V層 和型丸続 114 8 疋釉 貫入顕著 やや密 不明 17C末～13C前 51

18V層 ,118V層 蒐 11 ;よ毛目 疋釉 貫入顕著 やや宅 17C末～18C前

18V層 1型丸碗 疋釉 貫入顕著 やや密 一削 17C末～18C前

19V層 ,F24整地目3 縦縞文(緑・鉄釉) 疋釉 範 不明 不明 51

211 19V層 蒐 4 疋釉 貫入顕著 やや雹 肥前 17C末～18C前 真焼風
l121V層

“

型丸碗 10 64 疋釉 貫入顕著 やや密 大堀相馬? 17C末～18C祝

121Ⅳ 層 虎 51 疋粕 貫入顕著 やや密 肥前 17C末～18C前 京焼風
214 L21 lV層

“

型丸碗 10 5 疋釉 貫入藪著 旨通 不明 不明

19川 I層 J型半Vg 疋釉 貫入顕著 やや密 不明 不明 51

9253b層 1型丸碗 11 疋釉 貫入顕著 やや常 把前? 17C末～18C前
E263b層 ,E283層 1型丸碗 11 戻釉 貫入顕著 やや密 不明 不明 51

G253層 争型続 腰部刻線文 外 :鉄釉 内 :灰釉 大堀相烏 ? 不明

“

型碗 え釉 やや密 大堀相馬? 基書あり 51

Jヽ型続 疋釉 貫入顕著 ξ湧 下明 不明 昌言あり 51

1型碗 51 え釉 貫入藪著 大堀相馬? 18C後～19C前 51

鹿 3 疋袖 やや密 丈堀相馬 18C後～19C 51

ド明

“

型丸碗 4 柳文 疋釉 貫入あり 旨通 頑戸 一削 昌書あり
ド明 施 疋粕 貫入顕著 丈堀相馬? 18C後～19C前

不明 亮 9 色絵(赤・膏・緑)笹文 疋釉 貫入顕著 京・信葉
飢 刊埋鑑反碗 2 47 荒し掛け(餅識 ) 灰和 貫入あり ややZ 大堀相馬 19C
Ю号溝 掘方埋土 他 (型丸碗 13 疋釉 貫入顕著 烹・信楽 17c中～18C前
12号溝 埋2層 1型丸碗 5 天粕 貫入顕署 やや密 “削 17C末～18C前

κ番

・K18V層 ,型丸碗 8 6 医釉 貫入顕著 やや密 巴前? 17C末～18C前
15号扁 埋I層 1型丸碗 死釉 やや粗 不明 ド明

9号溝 ,,2211層 〒型丸碗 12 51 死釉 やや密 大堀相馬 18C後～19C威
3号i坑 埋3層 1型丸碗 10 3 死釉 貫入顕著 やや密 ‖前 ? 7C末～18C前
3号土坑 拠郵層 1型丸碗 10 57 灰釉 貫入顕落 密 大堀相馬
3号土坑 翼郵層

“

型丸碗 10 61 流し掛け(鉄釉) 死釉 貫入顕著 やや密 大堀相馬
号と 1型丸碗 10 死釉 貫入顕著 やや密 大堀相馬?

蝸 層 11 死釉 やや密

3号と坑 埋3層 1型丸碗
流し掛け(鉄釉)腰部刻線
文 疋釉 貫入顕著 やや密 大堀相馬 8C

柱列4柱 2 鹿 114 ;!毛目 叉釉買入顕著 やや痛 7C末～18C前
P i t15'M262b層 鹿 4 輸 旨通 ド明

不明

“

型丸碗 10 5 兎釉 買入顕著 やや密 (堀相馬 ? 24

K212a層 卜・中皿 11 6 2 唐革文 (欽釉) ミ石釉 賞入あり やや粗 一副 可錐ピン痕
」0号溝 埋土 他 小・中皿 14 3 司緑粕 貫入あり 旨通 7C末～18C,

20号溝・ E263b層 他 卜中皿 13 珂緑釉 普通 7C末～18C前 己
込蛇ノロ釉則 漆
繋

3号上筑 理3層 大皿 221 荒し掛け(鉄釉) 疋粕 貫入顕署 やや密 夫堀4g馬
1号涌 'F24整地層③ 卜中皿 22 荒し掛け(鉄釉) え釉貫入あり やや密 大堀相馬 8C末～19C
P i t128柱 痕・E242b
層 大皿 22 流し掛け(銅緑釉) 疋釉 やや粗 莞潰・瀬戸

2号圭坑 埋1層 夫皿 32 74 疋釉 やや粗
M19 HI橿 小,中皿 12 31 疋釉 粗 F明 記込蛇ノロ釉剣
号土オ 埋6層上面 曇小皿 91 3 鮒 やや密 夫婦相馬 ? 8C後～19C前 ヨ縁部に保付着
1209冒 。し18 VI層 大鉢 214 疋釉 旨通 曽津? 7C後～13C前
8,D263b層 'G18V層 大鉢 31 流し掛け(銅緑釉)指結き 自化粧土 旨通 旨津 7C後～18C前
K21Ⅳ層 大鉢 象嵌 疋釉 旨通 騨 7C後～18C群
K282d層 大鉢 柔嵌 自化粧土 旨誦 7C後～18C,
1222b層 大鉢 疋釉 旨通 唇津 7C後～18C'
略号溝 埋6層 大鉢 雅 刷毛目 自化粧土 障漏 7C後～18C,

257 12号溝 埋52層 (鉢 松文(鉄釉・銅緑釉) コ化粧土 晋通 旨津 一副

121・ J22Ⅲ層 他 キロ鉢? 21 疋釉 貫入顕著 やや籍 夫婦相馬? 8C後～19CI 26

F243層 ,F242b層 ギ回鉢 20 疋釉 やや密 大堀相馬? 8C後～19C中 皮熱
K292a層直上炭層他 水盤 ? 6 荒し掛け(銅緑釉)? 疋釉 旨謳 不明 下明 熱

ヽ
30

基礎9区 Ⅵ18層 雷鉢 踊 旨通 不明 ド明

懸礎9区 Ⅵ卜6層 雷鉢 滉釉 ややZ 7C後～18C証 27

基礎9区 Ⅵ14層 憲鉢 やや粗 不明 不明



表17 第 5地点出土陶器観察表12)
Tab,17 Notes on glazed ceramics at NM5(2)

出 土 場 所 器  種 日径 底径 文  様  等 薬 胎土 生産地 製作年代 備   考
V唐 悟鉢

旨通 不明 焼きしめ

ヨ縁部に灰釉 やや密 不明

やや粗 F明 不明 焼きしめ I“

口縁部に灰釉 旨通 ド明 不明 I“

鉄釉 き通 ド明 不明 IX
鵜 普通 ド明 不明 55

普通 不明 不明 完きしめ 55

鉄釉 普通 不明 不明 55 7

鋤 不明 不明

紬 当通 不明 不明 27

癸釉 や゙粗 不明 不明

笑釉 普通 不明 不明 28

失釉 音通 不明

帥 普通 不明 18C後～19C IF氏

緒鉢 齢 普通 不明 不明

峡釉 筆通 不明 不明

口縁部に灰釉 肇通 不明
J17V層

鉄釉 やや粗 下明

唐 信鉢 鉄粕 普通 下明
層 指鉢 鉄釉 普通 不明 不明

鉄釉 普通 不明
観 9区 V‖ 7層 春炉 軸 普通 不明 不明
K18Ⅵ 16層 吾炉 ヨ縁鉄釉 旨通 虐膊 ? 17C
J18 ⅥI層上 火入 20 疋釉 貫入顕著 範 瀬戸? 17C末～18C前
【21Ⅲ層・K21 lV層 疋釉 貫入顕著 やや密 唐津? 17C後～18C前
3号■坑 埋3層 64 81 K釉 貫入あり やや粗 不明
K292a層置ヒ炭層 火入 164 122 7 饗4極文(列文,白釉) :鉄釉 内 :灰釉 普通 大堀相馬? 被熟
12号溝・J21③薯tl 火鉢? 鎮釉 雪通 唐津 17C後～18C訂 塁書あり
基礎9区 V16層 卜豆 鍋 雪通 不明 不明
H8Ⅵ層 53 灰釉 ζ通 唐津 17C後～18C前
M19 VI層 48 乱し掛け(白釉) 灰釉 貫入あり 尊通 き津
E243層・ E242d層 122 灰釉 貫入顕著 魏 き津
K292a層直上炭層 お歯黒豆? 鉄釉 普通 不明
L281層 士

霊
鏡仙 やや密 き津 不明

L291層 116 鍋 やや推 不明
1号土坑 幽艶層 一

霊 死釉 貫入顕著 やや組 不明
1号と坑拠鶴層 え釉 範 彗淳
き礎9区 Ⅶ7層

1 唐草文(鉄,呉須) 疋釉 やや密 煮・信薬? 内面に関寸着
H252a層 憂 轍 普通 卜明 不明
F252b層 蓋(土瓶) 疋釉 貫入顕著 やや密 (堀相馬 19C前～中 墨書あり

蓋(■瓶) 鉄給 白釉 疋釉 貫入あり 鍵 19C中～後
2a層 蓋(■瓶) 17 難 疋釉 貫入あり やや客 糊 相馬
F242C層 き(上瓶) 千鳥文(鉄釉)銅緑釉 疋釉 やや密 大堀相馬 19C前～中 60
L272a層 蓋(■瓶) 17 照釉 やや密 夫堀組馬? 19C
1号井戸 掘方埋2層 豊(■瓶) 17 賂 K釉 貫入あり やや密 大堀相馬 19C中
1号浦 螂 層 麗(■瓶) 賂 て釉 やや密 た堀相馬 19C中
サ号■坑 埋4層 蓋(■瓶) 踊会自釉 罵釉 貫入顕著 普通 大堀相馬 19C中 32
2号土坑 埋C層 蓋(■瓶) 72 125 筑絵銅緑釉 又釉 やや密 大堀相馬 19C中 32
1号浦 埋3層 土瓶 52 75 花文(鉄釉・銅緑釉・白釉) え釉 やや名 夫堀相馬 19C中 31
1号土坑 埋24層 土瓶 79 梅枝文(鉄釉・白釉) 灰釉 貫入あり 大堀相馬 19C中 茶こし子t5 31

1号土坑 埋3層 土瓶 75 11 矯詫票訂
と蝶文節腑

灰釉 やや密 大堀相馬 19C中 茶こし了t6
1号土坑 埋3層 土瓶 82 爾萄文(鉄釉.白釉) 灰釉 貫入あり やや名 (堀相烏 31
1号土坑 埋3層 土瓶 87 楼閤山水文(鉄釉・白釉) 死釉 貫入あり やや密 (堀相馬 19C中 31
1号土坑 埋4層 土瓶 銅緑釉 や密 大堀相馬 いC前～中

号土坑 3.4層 他 土瓶 61

号土坑 埋4層 土瓶 91 極横文(鉄釉,自釉) 疋釉 貫入顕著 大堀IB馬 19C中
土坑 埋 層 土瓶 4 菊花文(鉄絶・白絶) 疋釉 貫入顕著 太堀相馬
土坑埋9・ 4層 上瓶 山水文 (鋭紬・銅緑釉・白釉) 疋釉 太堀相馬 !9C中
埋4層 土瓶

婦相馬 9C前～中 巨部に媒 塁書あ
他 土鍋 6 婆釉 た跡目馬? C前～中 菖部燥 日縁炭化物

埋 鍋 踊 た堀fg馬 ? C中～絡



表18 第 5地点出土陶器観察表13)
Tab 18 Notes on glatted ceramics at NM5(3)

表19 第 5地点出土土師質土器皿観察表(1)
Tab.19 Notes on ceramic plates at NA/15(1)

出 土 場 所 器  種 底径 器高 文  様  等 釉 薬 胎土 生産地 製作年代 備   考

子22HI層・9号 浦 埋13a
土鍋 5 鉄釉 やや密 大堀相馬 33

蓋(行平鍋) 飛飽
:鉄釉 内 :灰釉 貫入あ やや密 大堀相馬 33

E242a層 琶(行平鍋) 碇飽 (堀相烏 19C 絲 に炭化物lft 33

号■坑 運争4層 行平鍋 176 飛飽 外 :鋏稿 周。こ日部 : 33

k注 蜘 旨通 8C後～19C 31

し203に ム飯器 96 荒し掛け(鋭仙) 灰粕 買入顕著 旨通 (堀相馬 33

1号と坑 埋3層 6 灰釉 貫入顕著 普通 大堀相馬

H252C層 詔簡 鍋 き通 夫堀相馬? 18C後～19C中 終切り属

J221層 乗幼 鉄釉 やや宅
'胡
相馬 18C後～19C K切り底

F232a層 謡 54 I 淡釉 終切り底

1層 乗燭 33 1 4m加釉 やや汗 終切り庇

6253層 蓋 離 又油 貫入あり 8C? 33

L201層 42 11 翼粕 33

不明 又釉 貫入顕署 (据相馬 33

不明 鍋 やや粗 不明 曇言あり

K20V層 翼物不明 外 :鉄釉 内 :反釉 やや粗 美濃,瀬戸 17C末～18C

1282a層 喪物不明 下明

`明

不明 被索 I

M282a層 蓋(■瓶) 56 H水文 (鉄釉・銅緑釉) 買釉 言入あり |や字 た堀tg馬 19C中

〕号土坑 埋3層 肇衛? 60 疎 文 (鉄粕) やや芹 祥信葵 ?

■20V層 蓋 ? 49 13 査明粕 ]転索切り

■坑埋4層 を捲 29 変明粕 65

C烙 西明釉 iに黒書あり 65

斡
謡
出 上 場 所 口径 底径 器高

調 堅 転

向

回

方 付 着 物 備 考 図
図

版
内  面 体部外面 属 部 外

19 コクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整 左 62 34

曇魔9区 118 78 25 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整 右 62 34

118 ⅥI層下画 35 ロクロナデ ロクロナデ ]転糸切無調整 右 回縁部に媒

基碑 区Ⅵ卜8層 不明 ]転索切?無調整 右 なし 底部内面に最書あり 62

基礎9区 Ⅵ卜8層 118 64 27 ロクロナデ ]転糸tHa調整 々 なし 62 34

基礎9区 Ⅵ卜7層 95 60 22 ロクロナテ ロクロナテ df調鞘 コ縁部に環 ? 62 34

基礎9区 Ⅵ
「
7層 11 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 62 34

差静9区 Ⅵ17層 18 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整 左 なし 62 34

区 Ⅵ
「
7層 127 72 ロクロナデ 全体丁寧な キ 不明 復し 62 34

118 72 ロクロナデ タロナデ 回転糸切無調整 左 62 34

28 ロクロナデ ロクロナデ 回転系切無調整 左 口縁部にIk? 34

基礎9区 Ⅵ卜6悟 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸tDa調整 左 内面全体に煤と漆?

118Ⅵ層 存不自のため不明 内外面に媒? 62 34

118Ⅵ層 115 ロクロナテ 糸切無調整 片 Å外面制なに燦 34

ロクロナデ ロクロナデ 片

110 ロクロナア クロナデ 回転糸切無調整

■ V層 27 ロクロナデ クロナデ ]転糸切無調整 在

JI V層 ミガキ 全体丁寧な キ 34

25 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整 左 内面に漆?

ロクロナデ 4hT重な 内面に採?

ロクロナデ ]転糸切箕調整? 左 なし 器面残存不良

K21V層 57 糸切箕調整? 芹 口縁部に媒 瓦質に近い色調器面残存不良

G21V唇 上 113 ロクtlナデ ロクロナデ 片 なし

■21V層上 クロナデ Ilク ロナデ 回転糸切無誠 駕に摸 廣部外面eri不 良

E243b層直上ゴミ層 90 クロナデ ロクロナデ ]転糸切無調整 内外向と剖れ日に

苗比ゴミ層 116 36 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無譴 左 内外面に塚 34

E253 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整 不明 内面全体に採

F243b層目上すミ ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整 不明 内外面に塀

3Y層 ロクロナデ ロクロナデ 回転索切無調整? 不明 口縁部に燦 巨部外面残存不貝

8263層 57 ]転糸t79無調整? 巨部中英に焼成前穿孔1

E298層 56 15 ロクロナデ 疑調幣 対面体部に模?

K298層 71 31 ロクロナデ ロクロナデ

J263層 51 35 16 ロクロナデ ロクロナア ]転糸切無調整

263層 79 27 ロクロナデ ロクロナデ 回転ス切無調整 右 ヨ稼部半月に保

147 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整 右 なし

,20Ⅳ層 45 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無罰整 不明 なし

F252b層 ロクロナデ 全体丁黛な キ 不明 なし

M262a層 2 ロクロナデ 回転糸切無調整 右 なし 底部に切離用糸の圧反

と292a層 のため不明 不明 ヨ縁部に媒 ,3



表20 第 5地点出土土師質土器皿観察表¢)
Tab 20 Notes on ceramic plates at Nh/15(2)

表21 第 5地点出土その他の土師質止器・瓦質土器観察表
Tab.21  Notes on various ceranlics、 at NA/15

録

号 出 上 場 所 口径 底径
整 嚇

加 付 着 物 備 図
図

版体部外面 底 部 外 面

ロクロナデ 目転糸切無灘 不明 内外面全体に媒
ロクロナデ ロクロナデ ]転糸切無調整 左 ? 日縁部に媒
ロクロナデ ロクロナデ 」猛糸切後ケズリ 不明

ロクロナデ ロクロナデ 糸切無調整 64

6 2 ロクロナデ ]転糸切無調整 右 ? なし 頭部外面に切離用糸の圧痕
1 6 巨部ミガキ 不明

ロクロナデ 下明 勺外面に塚

ロクロナデ ]転糸切無調整? Fし

ロクロナデ ]転糸切無調整? Fし

全体ミガキ

全体ミガキ 不明
ロクロナデ ロクロナデ 目転糸切栞調整

1 ロクロナデ ロクロナデ 熙調整 ? 不明 日縁部1/4月 に媒
18 ロクロナデ 岳系切無調整 左 なし

5 1 ロクロナデ 回転糸切無調整 まし

8 1 ロクロナデ 回転糸研無調整 コ稼部に環
9 ロクロナデ ロクロナテ 回転糸切無調整 Fし

[ 7 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整
ロクロナデ 回転糸切無調整

171 ロクロナデ 回転紫切釦 左 なし

4号十h‐ 71 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整 内外面に媒?
t号土坑 121 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整 口縁部に狭
1号濡 埋2層 120 25 ロクロナデ ロクロナデ 糸切無調整? なし

1号溝 25 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整 内外面に煤
3号溝 埋1層 58 23 ロクロナデ 回転糸切無調整 常? な し
3号溝 窪1層 53 19 ロクロナデ 回転糸切無調整 なし 瓦質に近い色調
1号溝 翼郵 b層 111 65 25 ロクロナデ 回転糸切無調整 外面に習書あり
15繋 理1層 107 25 全体ミガキ? 下明 内外面釘本に凍?

81 ロクロナデ 回転糸切無調整? 内面全体に漆?
16■居 埋1層 8] 32 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整 口縁部に媒
を夕Jll柱6理 2 112 2 ナデ ロクロナデ? 回転糸切無調整 口縁部に猿
位ア!18柱3 21Z 47 ナデ ロクロナデ 糸切無調整

=
大面に揆

P i t69埋 1層 72 22 ロクロナデ 回転糸切無調整? 古 勺外面に煤 匠質に近い色調 切離用糸のF雇
2号土坑 埋3層 12 67 2 ロクロナデ 回転糸切無調整 不期 な し

B号土坑 埋4層 24 タロナデ 回転糸切無調整 trし

12号滴 埋2層 76 23 ロクロナデ 回転索切無調著 なし 軋質に近い色調 厩部中央に焼成前穿子t?

録
号
盆
番 出 上 場 所 器 種 日径 底径 器高 備 考 図

凶
版

基礎9区 Ⅵ17層 土帥質土器 焼塩豆 内面に布目痕 外面ロクロナデ

4号土坑埋土 土師質土器 焼塩壷 内面に布目痕外面ロクロナデ
4号土坑 埋十 土師賃上器 焼塩壺 67 呻 外面体部下半に格子叩底部回転糸切後ナデ?左回転

079 119V層 土師質土器 焼塩壺 内外面ロクロナデ後外面体部下2/3に格子叩底部回転?糸切後周縁部ナデ 36
H18 ⅧI層 土師質土器 耳皿 内面ロクロナデ外面底部含め残存部すべてミガキ
H20V層 土帥質土器 耳皿 35 内外面ロクロナデ底部外面ミガキ完形
V層 土師質土器 耳皿 内外面ロクロナデ後外面体部下半～腐部ミガキ 36

M282a層 土師賃上器 耳皿 24 内外面ロクロナデ後外面体部下半～底部ミガキ
G263層 土師質上器 耳皿 内外面ロクロナデ後部分的にミガキ?底部回転糸功 36
D292a層 上師質土器 小型Vi? 内外面ロクロナデ底部回転糸切り後周縁部ナデ 回々転 36
4号土坑 埋土 上師質土器 鉢 内外面ロクロナデ後外面ミガキ底部回転糸切後ミガキ足の痕跡〕
4号土坑埋土,G18V層 土師質土器 鉢? 潟外向ロクロナデ後外面日唇部と沈線以下ミガキ 37

J22111層 土師質土器 火消童蒸 聾 内面平坦部回転ヘラケズリ内面煤付着ありつまみ欠損
M221層 土師質土器 不明 62 内面ケズリ上面・外面ロクロナデ
L262a層 土師質土器 小41鉢 ? 内外面ロクロナデ底部回転糸切無調整
6号暗渠 土師質土器 不明 内面ロクロナデ外面ミガキ
2号土挽埋4層 瓦質土器 鉢 114 囚外向ロクロナデ後外面体部下端ケズリ底部回転糸切後周縁部ナデ右回転?三足
4号土境 埋■ 比賃上器 鉢 内面ロクロナデ外面全体ミガキ
3号土坑埋3層 瓦質土器 鉢 内面ロクロナデ外面ミガキ?
基礎9区 Ⅵ18層 瓦質土器 鉢 392 凸外面ロクロナデ後外面日唇部と突帯以下ミガキ
G18V層 瓦質土器 鉢 内外面ロクロナデ後日唇部外面ミガキ?器画残存不良
b号建物瑯 柱13 瓦質土器 不明 内外面ロクPナデ底部回転糸切後周縁部ナデ底部内面赤変・煤付着あり



表22 第 5地点出土軒丸瓦類観察表
Tab,22  Notes on round eaves tiles at N� 15

表23 第 5地点出土軒平瓦類観察表
Tab.23  Notes on flat eaves tiles at Nh/15

登 録

番号
出 土 場 所 瓦 当 文 様

当
径
瓦
盲
瓦当
肉 径 離幅

備  考 図
図
版

M282a層 三弓両文 14.3 11,7 13
118 VI層 三弓両 文 15 0 12.5

基礎1区 )層 =弓 両 支 14 1 11,7 12
基礎4区 )層 三] 両文 148 12,4
9号溝 裏込め 三 B 両 文 14 6 12.2 12
K20⑥層 三弓両 文 15.2 12 6 1,3

072 K20⑥層 三引両文 17.7 13 9 1.9

073 K20⑥層 三] 両文 15.2 12 6 13
P i t316 三号両文 14.7 12.5 11
・ K22⑭層 三号両文 14.2 118 12
不明 三引両文 14.9 12.5 13
基礎4区 ⑥層 九曜文 17.0 12.4

基礎1区 層 九曜文 17 0 12 4

基礎9区 VⅡ 4'層 九曜文 17 2 12 4

2号土坑 埋6層 九曜文 17 1 13 5 1_8 鳥伏間
081 撹乱 九曜文 12 3

L18V層 連珠巴文 16 7 12 3

083 K20⑦層 連珠巴文 12 0

基礎7区 )層 運珠巴文 17_2 12 0

L283層 巴文 16.0 11.6

D253b層 巴文 17.5 13 1 22
087 不 明 巴文 16.0 12.4

12号溝 菊文

D253b層 菊文

118Ⅵ層 不

登録
番号

出 上 場 所 瓦 当 文 様
当
状
瓦
形 熙幅

頭幅 備  考 図
図
版

K221層 四弁花十唐革3d類 不 明

Ⅲ/1262a)膏 三枚笹十唐草1類 不明

M262d層 細桔梗 +唐草3b類 太剣 5,7

M292d層 ?+唐草4類 不 明

095 F243層 ?+唐草4類 不 明

M283層 梅十唐草3a類 太剣

基礎2区 ⑭層 雪持笹 (太葉)十唐車2類 太 剣

基礎1区 ③層 剣形桔梗十唐草3b類 太剣

基礎1区 ③層上面 雪持笹 (細葉)+唐草2類 太剣

基礎 1区 ③層上面 雪持笹 (細棄)十唐革2類 太剣

基礎1区 ③層上面 細桔梗十唐車3b類 太剣 108と 同範

基礎4区 ③層 特殊桔梗十唐草3C類 不明

基礎1区 ⑦層 梅+唐車3a類 太剣 61
基礎4区 Ⅳ a層 特殊桔梗+唐草3C類 不 明

105 7号溝 三枚笹十唐草1類 不明

P i t316埋 2層 剣形桔榎十唐草3b類 太剣

K・ H211■ 層 雪持笹(太葉)十唐草2類 不 明

③層 細桔梗十唐草3b類 不明 101と 同範
3号溝 ?+唐草5類 不明

不 明 四弁花+唐草3d類 不 明

P i t316 雪持笹 (太葉)+唐草2類 太 剣



登 鎌

番号
出 上 場 所

瓦   当
小巴部分文様

瓦 当
垂れ部分文様

見  当
垂れ形状 備 考 図

図
帳

M282a層 不 明 ?十 唐草 5類 不 明 小巴部分欠損

F221層 渾 珠 三 ツ 円 支 不明 不明

J 1層 無文 (万十 ) 無文 並剣

019 L252a層 三ツ巴文 ?十唐草 不 明

7号溝 172層 三 ツ 巳 文 不明 不 明

試掘7区 9a層 三ツ巴文 三枚笹十唐草 1 並剣

表24第 5地点出土軒桟瓦観察表
Tab 24  Notes on eaves― pan tiles at NⅢ 715

表25 第 5地点出土平瓦観察表
Tab 25 Notes on flat roof tiles at N� 笙5

表26 第 5地点出土丸瓦観察表
Tab 26 Notes on round roof tiles at Nh/15

表27 第 5地点出土桟瓦観察表
Tab.27 Notes on pan tiles at NW15

観
謡
出 土 場 所 長 頭 幅 尻 幅 鶴

ｍ
斜
ｍ

備 考 図
図

紙

H212層 nt4B(Ш臨↑低 1馴団・山側の一』切

K2211層 施釉 (凹面全体,側面・凸面の一部)

K18Ⅵ層 255 73

界で 1区 9)膳 123(残存部の下端付近) 特殊 (凹面に今剤界線を入れ瞬成後?分椰 )

基礎9区 Ⅷ 6層 122～134 特殊 (凹面に分割界線を入れ焼成後分割凹面にへら描沈線あり)

7号溝理翌層 列HJあ り 74'88 42・ 51

門跡2枠柱2埋2層 115(残存部の中央付近) 特殊側面に分割界線を入れ焼成後分割)
不明 282

登 録

番号
出 上 場 所 胴 長 頭幅 尻幅 輔

長
備 考 図

図
服

009 K293層 27 4 16 4 16.5

K22① )盾 15 2 クギ彫 りによる文様あり

K20⑥層 28 4 15.9

012 1号井戸 埋4層 14.8

1号土坑 埋5層 26 9 15.3 15 7

1号土坑 埋5層 25 0 15 2 15 7

不 明 30 5 17.3 17 4

1号柱 列 祥 4輝 2層 15.3 刻印あり 77・ 89

[21⑭層 クギ彫りによる紀年銘あり
P i t22埋 2層 クギ彫りによる組年銘あり

登録
番号

出 上 場 所 全長 全幅 湊
幅
婆
足

備 考 図
図
版

h/126 2a盾 櫛目あり

M262d層 清掃土
029 K22111層 22.3

一士
Ｈ撹 29.0 刻印 1宮五 ( )J(裏面)袖瓦 81・ 89
〓士
Ｈ撹 刻印「宮一五 十(裏面)引推ト 81・ 89

032 揖 乱 28 0 27 0 22.3 21 8 刻印「宮五七J(裏面 ) 80・ 89

撹乱 刻印 1宮三□J

撹 乱 刻印「宮四七 十

撹 乱 亥IE日「 (宮)二九
撹乱 亥」Eロ | (宮)五六
撹 乱 刻印「宮四六 十

M262a層 櫛 目あ り



登録
番号

出 上 場 所 全長 全幅 婆
幅
婆
足
接
法
と傾
〈
四

断
形
桟
面 釘穴 備 考 図

図
版

L261層 不明 B B 溝不明
L281層 不明 B B 溝不明
L262a層 Al 不 明 不 明 溝不明
1号土坑 埋5層 32 8 29 1 不明 A B 溝あり
1号土坑 埋5層 39 2 33 2 29 9 不明 A B 溝あり
1号上坑 埋5層 32.7 29 4 B A 不 明 溝あり

表28 第 5地点出土板塀瓦観察表
Tab.28  Notes on pan tiles used for fence at N� 笙5

表29 第 5地点出土災斗瓦観察表
Tab.29 Notes on ridge tiles at NA/15

表30 第 5地点出土輪違い観察表
Tab 30  Notes on ridge decoration tiles at N� 賃5

表31 第 5地点出土面戸瓦観察表
Tab.31 Notes on filler tiles at NM5

登 球

番号 出 上 場 所 長 厚 幅 耳長 備 考 図
図
脱

033 撹舌し 23 5 1.9 紐更斗 波形の櫛目あり

撹乱 24 6 17 紐英斗

登録
番号

出 上 場 所 長 上幅 下幅 一局 備 考 図
図
版

K272a層 186 75 13.5
036 K212b層 13.0 14.1

037 1 18 VII層 13.7 10 3 刻E「あり 82・ 88 47・ 51

基礎9区 VⅡ 8層 13.3 10 0 15 1

13号溝 15 6 155 7.0
撹乱 128 156 6.7

登録
番号

出 土 場 所 長 幅 高 備 考 図
図
版

046 124 2C層 11,3 縄状圧痕 (裏面)
G21V層 11 8

G25V層 11_4

G25V層 1212

」21V層 縄状 ?圧痕 (裏面 )
基礎1区 ③層上面 11 9

基礎1区 ③層上面 12 0

K18 VI層 11.2 13 1

基礎9区 Ⅵ17層 12 1 12 6

9号溝 12 8

056 K22 HI層 縄状圧痕 (裏面)
9号溝 埋1～3a層 縄状圧痕 (裏面)
13号溝 15.6 6.2

059 J22⑦層 12.3

P t316 117
061 P t316

P t316 10_3 125
J・ K22⑦層 縄状圧痕 (裏面 )

J・ K22⑦層 10 2 12.0

J・ K22⑦層 11.6



登 録
番 号 出 上 場 所 種 類 備 考 図

2 L281)吾 軒 桟 瓦 亥WE打 あ り

3 K29 1)書 類 亥」E「 あ り
4 2al菩 平 瓦 類 潔」E日 あ り

5 半 丸 類 刻 E日 あ り
6 平 瓦 類 亥UE口 滋)り
7 M212aザ曽 平 面 類 亥」E「 あ り
8 平 瓦 類 刻 E13あ り
9 半 丸 類 力IE日 があり
L202a層 平 瓦 類 刻 E「 あ り
F282a層 平 瓦 類 亥BE「 Dう り
G27 3)雷 半 比 類 亥JE日 あ り

F263層 平 瓦 類 亥」E日 滋)り
K19 VI層 平 五 類 亥」E日 あ り

焚 斗 瓦 刻 E日 あ り

9区 1提雪 丸 丸 類 該∬E「 がうり
L27 2a 直 上 炭 層 不 明 フ」E「 」うり
126 2C 丸 瓦 類 刻 F層 あ り

�【26 2dF雪 半 瓦 類 刻 印 あ り

丸`瓦類 刻 印 あ り
1号暗 渠 丸 瓦 類 亥UE日 あ り

撹 舌L 半 瓦 類 刻 E日 あ り

L281層 平 冗 類 ヘラ描 きあ り
G182a層 平 面 類 ヘラ描 きあ り
K23 2a層 平 瓦 類 ヘラ描 きあ り

半 比 類 櫛 目 あ り
L27 2a 平 瓦 類 /gP目 あ り
M182a 不 明 櫛 日 あ り

撹 吾し 不 IHB 櫛 目 あ り

桟 瓦 亥UE日 あ り
2号土 坑 埋 5a層 棟 瓦 角桟 伏 間 瓦
2号 十 坑 輝 Sa層 標 丸 角 桟 伏 間 瓦

不 明 棟 冗 亥UE日あ り
H24 2C,書 不 明 仮 称 「 T字 瓦 J
K282d層 不 明

13号柱 列 柱 5 不 明

K29 2a
基 諄 1区
F=D小 2 不 明

M271層 亥」E日 あ り 87・ 89
M28 2a層

不 明

VII― 卜,薔 不 明 刻 E日 あ り

3■ナ L力屯 速こ3,香 五 加 工 品 刻 字 あ り

表32 第 5地点出土その他の瓦観察表
Tab.32  Notes on various roof tiles at N� 15

表33 第 5地点出土下駄観察表
Tab 33  Notes on鞘 /ooden clogs at Nhl15

登 録
番 号 出 上 場 所 種 男」 長 幅 高 備 考 図

図
版

027 基 礎 9区 Ⅵ16層 角型 連 歯 21_4 8_95 7 10 尼緒残存釘
による歯の補

028 E263b層 角型 露 卯 差 歯 9_45
029 E253b層 上 長 円 型 露 卵 差 歯 23_5 7_75
K20 ζ)層 苅`型主

=:
23 9 R 45 3 35

壱圭櫂き9匠至 VI-61言 角型 連 歯 2 70
角」』昌菖り陸二露 3 50 葬祷 7'1に くさてバ痛赫

F293層 角 型 渾 慌 22 f1 7「D 2 10
24 3え雪 丸型 連 歯 0 4_70

彙 円 型 露 ,「差 歯 7 00 2 80
基礎 9区 VⅡ -6層 !型連 歯 2 50

037 J18 
～
η書 ,型揮 脅 13 4 釘 による歯の補修

基 約 区 V■ 1層 丸 型 無 歯 中 折 り 8_55
基 礎 9区 Ⅵ19層 tF「 り 8_70 2 90

040 9区 VII-9,書畳雲珂 利 無 粛 中 折 り 7_25
9医 VII-6!書 差 歯 9_10 7 20



表34 第 5地点出土木簡観察表
Tab.34  Notes on ttrooden tablets at NV15

表35 第 5地点出土櫛観察表
Tab 35 Notes on cOmbs at N� 15

表36 第 5地点出土箸状木製品観察表
Tab 36  Notes on wOOden chopsticks at N� 笙5

録
号
登
番 出 上 場 所

長

剛
幅
(mm)

厚
(mm) 特 徴 等 図

図
版

柱列2柱2 表 異 回・ 向 側 国 に 削 反 明 際 に残 る
K19 VI層 (166) 4 下 端 を薄 く加 工 ?
K19 VI層 3 上・ 下 端 を 欠 損
K19 VI層 224 7 竹筒 ?釘書き 上・下端切断後調整
基 潮密9区 VI14層 輔 物 層 4 両 側 面 を除 き謂
K18 VI1 4'層 4 調整良好
Kl 4'層 調 蟹 艮 好 卜瑞 を薄 く加 工イ
I-5提 15 4 調整良好

18 VI-5提 洲 幸 修 上 の 為 に下 1/3程 削 り直 し
18 VI-5提 上端欠損

1 18 VⅡ -5提 調整良好
VI-6泥 調整良好

3 18 VⅡ -6帰雪 6 向 側 向 に 削 9痕 明 瞭 に残 る
0 4 .9区

 ⅥI-7層 調整良好
0 5 K18 VH-7,吾 3 下端欠損
0 基 礎 9区 Ⅵ17層 下端欠損 調整良好
0 7 18 VII-7,吾 3 下 端
0 18 VⅡ -7,吾 3 左半分を欠損
0 18 VII-7,吾 7 5 一端を薄 く加工 ?

18 VⅡ -7,吾 3 調
q8 VⅡ -8層 6 表 向 に 肖」り痕 明 瞭 に残 る
K18 VII-8帰 雪 (135) 1

K20 ⑥層 (142) 1

K18 VI-8兵目 削 り盾 か ん な層 状 の ご く薄 片
025 K18 WTI-8'帰雪 9 削 り盾 文字判読不能
K18 Vl-2斥 雪 8 肖」り盾 文 字 判 読 不 能

≡蓼倹
涸降手 出 上 場 所 法 量 備 考 図

凶
版

i t387 a   9,00   b   3 90   C  2_45 黒 漆 塗 り
壱きつ琶9じ【 VII-10帰 雪 a  (3.50 b  (2 55)  C   l.05
E24 3bコ ドミ帰葺 a (3ユ b   (2.40)  C    l.40
E243bゴ ミ層 a  (3 70 b  (4_10) C  l.80
15号濤 埋 1層 a  (3 70 b  ―   c l lo 黒 漆 塗 り

録
号 出 上 場 所

端
状
先
形

全 長

(mm)
最 大 径
(mm) 整形 備 考 図 凶版

9号濤 3b～ 4層 AA 巨

基礎 9区 Vll-7層 AA

占きη琶9匠至 VⅡ-2'吾 AA

」18 VII―TI吾 AB 6卜 1 艮

不 明 AB
甍彗η避9匠至 VI-8帰雪 AB
K18 VⅡ -5層 AC 53 ヽR 先 端 を二 次 加 工 ?
圭圭η琶9優こ VI― AC 233 不 良

6 歯≧η登9透至 VII-5 AC 良 先 端 を二 次 加 工 ?
7 基礎9区 VⅡ層 BB 380 不 良 一 部 力貶イヒ

8 基礎9区 VⅡ 7層 BB 239 8_2 不 良
9 K18 VI-2層 BB 良

基礎 9区 V12層
携妻窮警9D〔  VII-7兵雪

BC 6.7 不
BD 不

携震η整9『〔 VII― A兵目 CC 不 先端炭化
舅E石攀9灰 VII-7'喜 CD 57 不 良

K18 VII-1に雪 BB 不 良 先端災化



豊
番 出 上 場 所 種  類 法 量 備 考 図

078 基礎9区 VH 6層 竹製品 長 90 最大径40 穿孔あり 101
3層 竹製篭 鴨4～5鰤 に薄 く割いた竹材を2本一組にして平織状に編んでいる
20号溝 埋3層 草履

F263b層 曲物 径 79 厚09 穿孔 1恨J面 に巡 らした薄板が残存 外面に樹脂状行着物あり
基礎9区 Ⅶ 5層 蓋 長275 厚11 穿孔・ 取手痕あり
基礎9区 Ⅵ17層 栓 長 63 最大径20
基礎9区 Ⅵ16層 藍 径 99 厚06
基礎9区 V16層 箆状木製品 長239 最大幅36 厚04 表裏 とも丁寧な削 りで平滑に仕上げられている
基礎9区 VH 8層 刷毛 長139 最大幅91 厚lo 片面上端に焼 E日 (判読不能)あ り黒色塗料により彩色 ?穿子tあ り
基礎9区 VH 6層 不明 長 (152)最 大径13 黒色塗料により彩色 ?
基礎9区 VH 3層 蓋 径 89 厚02 穿孔2片面縁近 くに釘描き弧線 不明付着物あり
基礎9区 Ⅵ17層 箆 長 (135)最大幅23 厚03
P i t453 椀 属径76 器高 (64) 底部外面に墨書「敷」
基礎9区 Ⅵ卜7層 把 長112 最大幅36 聾 ?に より彩色 ?面取 り風の整った削り
基礎9区 ⅥI-7層 不 明 長243 最大径24
し18 ⅥI層 栓 長 60 最大径32
H232a層 栓 長 81 最大径21 上部は隅丸方形に、先端2cm程 を楕円形に整形
基礎1区 V卜0層 栓 長725 最大径35 卵 け穿孔1上部隅丸方形、先端部楕円形
基礎9区 Ⅵ16層 桶側板 長386最大幅64最 大厚15 杢 目に平行する長楕円形の穿孔1下方ほど薄 くなる
D243bゴ ミ層 桶側板 長153最大幅63最 大厚09 い に細い直線状の切込み1条あ り 105と 同形・同巧
15号溝 輝 + 桶側板 長159最大幅59最 大厚10 外面 くびれのやや下に細い直線状の切込み1楽 あり 104よ り残存良好
L283層上 不明 長102最大幅31最 大厚025 片側に2 7Cm間隔で V字形の刻み
K243層 不明 長 51最大幅90最大厚09 片面に斜格子状の溝 鉄釘あり
9号溝 裏込め 蓋 径 65 厚04 中央に穿孔1桜皮 ?の綴 じ痕 1
K19⑦層 蓋状木製品 径 39 厚03
P i t317 蓋 径 72 厚04 穿孔1子しの周囲に環状の圧痕 桜皮 ?の綴 じ痕 ]
L283層 不明 長235 最大径15 一端を丸 く力口工、他端はほぞ状に加工 して寮¶ 1
基礎9区 Ⅵ卜9層 不明 径 50 厚17 子し径11 中心に穿孔1上下面 ともごく平坦
基礎26区 ③層 楔形木製品 長 86 最大幅15最大厚 145
基礎9区 Ⅵ12層 楔形木製品 長300 最大幅23最 大厚206
基礎9区 Ⅷ 6層 不明 長556 最大幅31最 大厚14 下端 より13 2cnの ところに穿孔 (釘痕 ?)1
不明 不明 長 (1l ll最 大幅21最 大厚04 各面 とも平滑に仕上げられている
基礎9区 Ⅵ17層 蓋 径 (106)厚 05
基礎9区 Ⅵ17層 容器側板 ? 長171 幅63 最大厚16 2ヶ 所に釘残存
基礎9区 Ⅵ16層 標形木製品 長178 最大幅37 最大厚27
基礎9屋 Ⅵ卜6層 不明 長 (176)最 大幅28
基礎9区 Ⅶ 6層 蓋 径14 7 厚 1

基礎9区 Ⅶ 7層 容器の底板 径 10 1 厚 0 内画 (周 縁部を除 く)に黒色の付着物あり
基礎9区 Ⅶ 7層 不明 長 (46)幅135厚 17 各面 とも丁寧な削 りで平滑に仕上げられている 長方形げ
基礎9区 Ⅵ17層 不明竹製品 長 91 幅 1 長方形の穿孔 1
基礎9区 VH 6層 不明 長 70 最大幅29 最大厚10 橋円形の穿孔 1

表37 第 5地点出土その他の木製品観察表
Tab 37  Notes on various覇 /OOden implements at N� 生5

表38 第 5地点出土漆塗製品観察表
Tab 38  Notes on lacquer郡 〆ares at NA715

登録
番号 出 土 場 所 種類

目 径 底径
(幅 )
編
伺
高台高 ズ 様 等

銘

緩等
一局

図
図
版

基礎9区 VH 2層上 椀 (26) (07, 地 :内外黒 不明文字有 (朱 )
基礎9区 Ⅵ17層 椀 (1 7) 地 :内向朱 外面票
基礎9区 Ⅵ11層 椀蓋 (19) 地 :内面朱 外面黒 外面草花文 (金 )
lfl山 商吉

「 椀 地 :内面朱 外面黒 外面丸に蔦文 (朱 )
基礎9区 Ⅵ17層 椀 (53) 地 :内外黒 「□了 (令 )
4号土坑 椀 地 :内外朱 高台裏黒 「□」(朱 |

基礎9区 VH 9層 椀 (07) 地 :肉面朱 外面纂 釘付着
基礎9区 Ⅵ卜7層 椀 (52) 9 2) 地 :内外黒 見込み花菱 ?文 (朱)外面蔦 ?文 (朱 )
P i t452埋 1層 椀 (23) (06) 地 :内外朱 高台裏黒 叉右工 Fヨ (矢〕
基礎9区 V16層 膳足 29 22 地 :外面朱 内面黒
基礎9区 VH 9層 椀 136) (03) 地 :内外朱 高台裏黒 □右門 (朱 )
1号m石 椀 地 :内外黒
基礎9区 Ⅵ

「
5層 椀 地 :内外朱

J19Ⅳ層 擁 地 :内面朱 外面鼻
6号池 底面 擁 (78) 14) 地 :内外黒 見込み蔦 ?文 (朱)内外面鳥文 (朱 ) 十半蔵 (朱 )
基礎9区 Vl l層 椀 地 :内面朱 外面黒 外面違い鷹の羽文 (朱 )
基礎9区 V‖ 7層 椀 (25) 地 :内外朱 高台裏黒 1惣□ (朱 )
基礎9区 Ⅵ卜6層 不明 地 :黒 釘付着

136 基礎9区 Ⅵ16層 不 明 8 (21) 07 引ヨ:黒 61



表39 第 5地点出土古銭観察表
Tab 39 Notes on coins at NⅣ 15

表40 第 5地点出土煙管 (吸口)観察表
Tab 40 Notes on pipes(mouthpieces)at NM5

録

号

登

番 出 上 場 所 銭 名 焔
価

径
硲

穿

イ
ｍ
襲
ロ

備 考 図
凶

版

J261層 寛永通宝

L202a膳 寛永通宝 67 完形 銹化顕

L282a層 (雁首銭) 3/4残

M252a層 賓永M宝 1/4残

M252b層 寛永通宝 70 完形

J242d層上面 皇宋通宝 (真書) 76 2 完形 渡来銭 (北宋)

J242d層上面 開元通宝 《渡

F252d膳 寛永通宝 1/3残 銹イい
J242d層 祥符元宝 23 一部欠 劣化顕著 渡来銭 (北宋|

」272d層 寛永通宝 239 65 完形

J272d層 寛永通宝 246 完形

」272d層 永楽通宝 32 完形
E293層 寛永通宝 1/4残

E283層中 至道元宝 (行書) 30 晃形 涯来銭 0ヒ宋 )
3層 寛永通宝 12 1/3残
J293a層 寛永通宝 18 一部欠
D263b層 貢永網宝 1/6残

E25不 明 寛永通宝 完形

H22 IV層 寛永通宝 62 09 一部欠 銹化顕署
基礎9区 Ⅵ13層 寛永通宝 完形

118Ⅷ膳下面 寛永通宝 250 5 冤形 文銭

池4植物面2 富来轟 25 完形
3号石列遵騰 掘方埋1層 賓抹 33 完形
13号溝 埋土 寛/3 一部欠

3号土坑 剪彎層 寛永通宝 61 1 一部欠 銹化顕者

3号土坑 埋3層 寛永通宝 22
3号土坑 埋3層

1号濤北辺 掘方埋1層

寛永通宝 15 銹化顕看

寛永通宝 l 一部欠 銹化顕老

7群 寛永通宝 20 完形
P i t354 富永涌宝 完形

不明 寛永通宝 54 完形 銹化顕著

不明 寛永通宝 237 51 1 完形 銹化顕者

3号木箱埋設遺構 寛永通宝 1/2残 銹化顕著
i t8 寛永通宝 67 17

寛永通宝 完形

2号建物跡 柱1 寛永通宝 12 一部欠 銹化顕著
2号建物跡 柱3 夏永涌宝 28 2/3残 銹化顕著

038 不明 寛永通宝 完形

不明 管永涌常 3/4残 銹化顕署 鉄銭
1号暗渠 寛永通宝 完形 文銭

不 寛永通宝 64 死形 銹化顕著

不 元豊通宝 (祭書) 237 冤形 銹化顕者 涯来銭 0ヒ宋 )

不明 冒永涌宰 25 完形

録
号
登
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長
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全
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日
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ｍ
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直
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日
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中＞ｍ

吸
直
く

備 考 図
区
版

62
L272a層 50 ラウ木質部残存
K222b層 不明

D243層 II A 71 29 水ロキセル 鍍金
D273層 不明

75 鍍

K18 IW 111 鍍金

基礎9区 Ⅵ卜7層 鍍金

118Ⅶ層下面 鍍金

不明 IB 9 鍍金

202



登 録
番 号 出 上 場 所

全体
形状

皿
状
火
形
接合
方法

首 部
ア フ セ メ

全長
(mlll)

皿
径

ｍ、
直  径
rnm、

備  考 図
図
版

3層 中
253a層

G
V層 三中
V層
VII-2層

1

左 下

1提雪 左 上 鍍 金 105
明 左 上

不 明

表41 第 5地点出土煙管 (雁首)観察表
Tab.41 Notes on pipes(stems and bowls)at N�15

表42 第 5地点出土その他の金属製品観察表
Tab.42  Notes on various metal implements at NA/15

表43 第 5地点出土その他の遺物観察表
Tab.43  Notes on various implements at NM5
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鴨
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もuur i l Z4 31曽    : ら府 4
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小明 43
K18 ⅥI
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The Commission of Buried Cultural

Properties on Campus,Tohoku H」 niversity

Katahiracho,Sendai 980 JAPAN

THE EXCAVAT10N OF THE SECONDARY CITADEL OF THE SENDAI CASTLE

This is a report of the氏硫οttαtt Loc.5(west of Library at Kawauchi Campuse of

Tohoku University), 、vhichヽvas excavated by the Conllnission of Buried Cultural Prop‐

erties on Campus,in 1985-88.

The HistOry of Ninomaru(the SecOndary citadel of Sendai Castle)

The main citadel of Sendai Castle、 vas built in A.D.1600 by Masamune DA′ rE,the first

所2カηttο of Sι %冴αゲーカα%(feudal clan cOmprising a governmental organization in Edo period)

appointed by the TOKUGAWA shogunate.  The rnain citadel is known today as the ruin

of Aobaioヽ VhiCh is located on a hill 120m above sea level

lt was a strategic location because its eastern and sOuthern boundaries were guarded by

cliffs of 70m.

Ho、vever,、 vhen the age Of、var in Japan was over,the primary citadel on the high hill

became useless,and in 1638,Tadamune DATE,the secondあ ″留ノθ ,built a secondary

citadel on a lower terrace which had been used as the house of �生uneyasu DAfrE (4th son

of Masamune DATE).

Theハワηθタタタα夕物had practicany been the center of the government of Sι%冴″‐力α%for some

250 years until the Meiii Restoration. pLlthough it was destroyed by earthquakes and fires

a couple of tilnes,it was quickly reconstructed each tilne

ln 1886,the′ rokuga、va shogunate、 vas replaced by the new government of the Emperor

(the Edo period was o■/er and the Meiji period began).  Japan put an end to 200 years of

national isolation, and Western culture was imported rapidly.  Prefectures 、vere estab…



lished instead of feudal clans, and the 正)ATE faHlily's rule Ⅵras Over.  In 1871, the

丙Iケ%οタタヮαタセιヽVas occupied by the」 apanese lmperial Army、 vhich had been ne覇「ly organized

inヽ rヽestern style.  In 1882,almost a1l of the structures of′ V虎珍οttα物 耶rere lost in a fire,and

its brilliant history was Over.

The site Mras continuosly occupied by the lmperial Army, until the AInerican Army

occupied it after WOrld War II.  The site area became the TOhOku l」 niversity campus in

1957 and an organized excavation began in 1983  So far,5 1ocatiOns have been excavated.

The Results of the Excavation at Loc.5

The excavations revealed that presevation of structures and artifacts M〆 as fairly excel‐

lent  Largely six phases belonging to Edo period(1615-1868)and one phase belonging to

�【eiji period(1868‐ 1912)are recognized in the archaeological structures found at Loc 5

The l a phasc(1620-‐ the middle 17th century)

The ruins of buildings and garden are probably related to theハ けGカケッαs//2ゲ筋,residence of

lroha_hime(the eldest daughter Of Masamune DATE).

�生asamune married lroha‐ hilne to Tadateru �笙atsudaira (the seventh son of leyasu

Tokuga、va,the first s力 ο酔 %Of Edo period)in 1606. Just after leyasu's death,Tadateru

lost his fiefs,  SO IrOha― hilne、vas divorced and came back tO the DATE family  ln 1620,

Iroha―hilne began to live atハ看テsカケッasカゲカゲ,north Of �Funeyasu's residence

The structural remains of the l a phase consist of buildings cOnstructed on fOundation

stone,rain gutters lined、 vith stOnes,ponds,and sO on.

A/1any ponds are associated Mrith the garden placed north、 vest by buildings.

Ceramics such as Chinese Porcelains (Jingdezhen ware, S、 vato、v 、vare)and early

Japanese porcelains(HiZen ware)were fOund.

The lb phasc(the nliddle 17th century― ―the late 17th century)

Structures of the l a phase、 vere rebuilt more than Once.  East part of the ponds had

been filled up, and the hOuse 、vas constructed there on foundation stOnes.  POnds 、vere

enlarged to the south part Of this residence,and a we■ 覇ras dug on the east shOre of the

pond.

Probably, after lrOha― hilne died in 1661,buildings of Nt患カケッ板婚カゲカケcontinued there for



t、ス/enty to thirty years.

Arnong the ceramics,sherds of lady figure overglagzed enamels are most interesting.

The II phase (the end of the 17th century― ―the beginning of the 18th century)

This phase corresponds to the tirne period frOnl the abOhtiOn Of ハ佑カゲッαsカケんゲ to the

extension of ハ帝テ%θタタια夕ηケ  After Nishi― yashiki ceased to be used, ponds of the garden

iocated at northwest part of this residence、 vere filled up覇 /ith the landfill, M〆 hich is l.7

meters thick and contains many archaeological rnaterials.

Atthe IIa phase,a pit and tM〆 o ditches running from、 vest to east existed atthe north part

of this site. At the IIb phase,nOrth and east parts of this site、 vas used as kitchen gardens

for a short span of tilne.

ヽヽ「ooden artifacts include lacquerwares,  WOOden tablets、 vere preserved in relatively

good condition in the fill of pOnds due tO the near‐ cOnstant saturation of the soil.

Ceramics belonging to this phase consist of a lot Of IIizen、 vare and a feⅥ「Of Other覇〆are

(Ohbori_sOuma ware,Kyoto ware and so on)

The III phasc(the beginning of the 18th century― ―the Hliddle 19th century)

This phase cOrresponds to the tilne period ofハ 「テηοttαγ%.  This site、 vas used as O乃 %,

which is the private place for ttαゲηタノθ and his覇 /ives,

A/1any pillar‐ holes and ditches were fOund,superirnposed in plan,at the center Of this site.

These remains include buildings and pillared fence related to O乃 ク.  The ditches running

from west to east覇 /ere discovered at the north Of the buildings.

Probably,a road existed bet覇 〆een the ditches  The area nOrth of the rOad郡 〆as used as

Bαうα(a riding grOund).  These structures、 vere rebuilt rnOre than once.  The old stage of

phase IH is the HIa, new stage is the HIb.  Outer walls of O々 % M〆ere accompanied with

ditches.  At the IIIb phase,the gate was built On the north line of O力 %.  The gate had been

rebuilt nOt lessthan once, too.  The gate of the old stage is comphcated in structure,

stonebases,stOnes be10、 v fOundation and fOundatiOn boards has remained in the post holes.

The gate of the ne、 v stage is simple,M/ooden plank attached tO the base of pillars had been

in the plt,

As rnany、vomen lived at O力劣 artifacts discovered there include a lot Of rnakeup utensils,

ornamental hairpins and smoking pipes  Those give us clues to the research for samurai'



s wives whO lived in a local castle town of Sendai.

Ceramics in the 18th century mainly cOnsist Of twO prOducts: r[izen, ohbori‐ souma

(Fukushima prefecture).  In the first half of 19th century,Ohbori― sOuma、 vere especiany

numerous, and varieties.  Nearby minor kilns such as Tsutsumi(A/1iyagi prefecture),

Kirigome(Miyagi prefecture)and Hirashimizu(Yamagata prefecture)supplied a few of

ceramics to this site.

The Ⅳ phase(the Meiii period and after)

This site was used by the lmperial Army,  We discOvered several features such as

structural remains of buildings,lavatories laid、 vooden boxes,a weH of brick cOnstruction,

ditches lned 、vith stOnes, cOvered conduits and garbage pits.  Many kinds Of Obiects

be10nging tO he■ liddle 19th century were found at the garbage pits.

The excavation tells us hat archaco10gical features of the early Edo periOd as wen as

ハη%οttαtt are finely preserved under I(awauchi campus Of「 Fohoku l」 niversity,  We hope

that many people use this report as a help tO understand the Sendai Castle which is a

symbo1 0f Sendai,a castle town.
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調査前全景 (西から)

辞鞠

2 調査区全景・Ⅳ期相当 (南から)

図版 1 第 5地点全景 (1)
Pl l views of NM5(1)



1 調査区全景 。III～ Ib期相当 (南から)

2 調査区全景 。W～ la期相当 (南から)

図版 2 第 5地点全景(2)
P12 Views Of NM5(2)
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K・ L29区・調査区南壁セクション (北から)

K18区・調査区北壁セクション (南から)

J18区・調査区北壁セクション (南から)

ω雪から)

図版 3 第 5地点断面
P13 Cross sections Of NN年 5

2 D25・ 26区・調査区東壁セクション

4 K18区・北壁セクション (南から)

6_ 」20。 21区・ 1期セクション (西から)

7 基礎 9区・北壁セクション (南から) 8 基礎 8区・北壁セクション (南から)



1 右 :14号溝・左 :19号溝 (東から)

基礎 1区・ 9号池 3,13号溝 (東から)

4 J・ K23・ 24区 。10号池 (東から) L・ M24～26区 。10号池 (南から)

図版 4 第 5地点 Ia期の遺構(1)
P1 4 Features Of phase X a at N� 笙5(1)

6 10号池内敷石検出状況 (東から) 7 7号 建物跡 (西から)



1号配石遺構 (東から)

図版 5 第 5地点 I
P15 Features of phase

2 20号溝南西屈曲部 (南から)

6 6号建物跡柱穴33根石セクション (北から)
a期の遺構(2)

Ia at NM5鬱 )

4 ピット387内遺物出土状況 (北から)

5 6号 建物跡柱久 2根石セクション (束から)
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4 24号満 (西から)

団菌鰹騒騒露甕撤≧II聰触1斡
5 27号溝内敷石検出状況 (南から)3 27号清 (北から)           5 27号 部

図版 6 第 5地点 Ia期の遺構(3)
P16 Features Of phase l a at N〕 v15(3)
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2 基礎 9区 。4号池 (東から)

基礎 11区 。2号池 (南から)

12号満検出状況 (東から) 5 K20区・⑥層下面の状況 (北から)

6 基礎 1区・①層瓦出土状況 (束から)

蓮

7 K20区・⑥層下面の状況 (西から)
図版 7 第 5地点 Ib期の遺構(1)
P17 Features of phase l b at Nh/15(1)



嬢

駆

電

1 4号 建物跡柱穴 3。 7(西から)

2.4号 建物跡柱穴 6根石検出状況 (東から)

3 22号溝縁石列 (北から)

5  17号柱列セクション (】ヒから)

図版 8 第 5地点 Ib期の遺構(2)
P18 Features of phase l b at N� 15(2)

4  17号オ主列 (南から) 6 126区・ 5号池 (南から)
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1 2号井戸および6号池周辺石敷面 (南から)

6号池セクション (北から)

2 2号 井戸 (西から)

5 E24区・ 3b上ゴミ層遺物出土状況 (南から) 6 E25区 。3b層上面下欣出土状況 (西から)

図版 9 第 5地点 Ib期およびH期の遺構
Pl_9 Features of phase l b and II at Nふ 715

7 庭園廃絶後の 6・ 10号池埋没状況 (南から) 8 庭園廃絶後の 6・ 10号池埋没状況 (東から)



13号溝内 卜駄出土状況 (苗から)

3 基礎 8区 。VⅡ―①′層漆椀出土状況

7 北区・畑状遺構 (東から)

基礎 S区・VⅡ―②店遺物出土状況 (南から)

8 D・
「
26～ 29区・畑状道構 (南から)

Hb期の遺構
and IIb at Nふ 江5

図版10 第 5地点Ha期・
Pl 10 Features of phase IIa

4 15号溝 (北から)

5 4号 土坑 (西から) 6 G・ H18区・畑状遺構 (南から)



F

D～ J24・ 25区・Ⅲ期遺構群

2 D～ G24・ 25区・Ⅲ期遺構群 (北から)

3 D～ G24・ 25区・Ш期遺構群 (東から)

5 9号 溝東端護岸施設検出状況 (南から)

4.9号 溝据りあげ状況 (東から) 6 左 :16号溝 。右 :17号溝 (南から)

図版11 第 5地点III期・ ma期の遺構
Pl ll Features Of phase IH and IHa at Nh15



l G23。 24区・整地層③道路状遺構 (西から)

3.3号 土坑 (南から)

5 11号溝 (北から)               7
図版12 第 5地点ma期の遺構
Pl.12 Features of phase IIIa at lヾ �15

2 6号 清 (北から)

8号溝 (東から)

6 2号 溝 (南から)

5号溝 (南から)
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1 門跡 1。 2全景 (北から)

3 門跡 2本柱 1の基礎検出状況 1(東から)

5 門跡 2本柱 2の基礎検出状況 (南から) 6 門跡 2控柱 2の基礎検出状況 (東から)

図版13 第 5地点III b期 の遺構
Pl 13 Features Of phase IIIb at Nふ 江5

2 門跡 1地中梁および門跡 2本柱 2(南から)

4 門跡 2本柱 1の基礎検出状況 2(東から)

門跡 2支柱 1の基礎検出状況 (南から)

,,持Fiオ■手.挙●,ヽ転」1警名■費警斡傷蟹騨甲
8 門跡 2支柱 2の基礎検出状況 (西から)



盈錢輩オ生1邊蒼
舘衛から)1 左 :7号溝 。中央 :1号柱列 。右 :3号溝 (南から)

，
一

歩 7号清

L26・ 27区・ 7号溝内木材出土状況 (北から)        4
図版14 第 5地点Ⅳ期の遺構 (1)
Pl14 Features Of phase lv at NM5(1)

4 3号 溝 (南から)
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1号溝北辺 (東から) 1号溝東辺 (南から)

3 2号 暗渠および杭列 (北から) 4 7号 暗渠 (西から)
図版15 第 5地点Ⅳ期の遺構 (2)
Pl_15 Features of phase IV at NW15(2)



1 2号 建物跡 (北から)

1号建物跡 (北から)

1号柱列柱穴18(南から)

図版16 第 5地点Ⅳ期の遺構 (3)
Pl16 Features Of phase IV at NM5(3)

3 1号 土坑内遺物出土状況 (北から)

i

4 1号 柱列柱穴17(南から)

3号木箱埋設遺構 (西から) 7 4号 木箱埋設遺構 (東から)
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図版 17 第 5地点出土磁器 (1)
Pl 17 Porcelains from N� 15(1)
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図版18 第 5地点出土磁器121
Pl 18 Porcelains frOm NM5(2)
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図版19 第 5地点出土磁器(3)
Pl 19 POrcelains from N小 ,15(3)



図版20 第 5地点出土磁器(4)
ID1 20 Porcelains from NM5(4)
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図版21 第 5地点出土磁器(0
P121 POrcelains from NM5(5)
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図版22 第 5地点出土磁器(6)
P122 POrcelains from N� 15(6)
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図版23 第 5地点出土陶器 (1)
P123 Glatted ceramics from NM5(1)
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図版24 第 5地点出土陶器(21
24 Glazed ceramics from NM5(2)
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図版25 第 5地点出土陶器13)
P125 Gla2ed ceramics from NM5(3)
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図版26 第 5地点出土陶器(4)
P126 Glatted ceramics frOm NM5(4)
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図版27 第 5地点出土陶器15)
P127 Gla2ed ceramics from NM5(5)
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図版28 第 5地点出土陶器(6)
Pl.28 GlaΞ ed ceramics frOm NM5(6)
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図版29 第 5地点出土陶器17)
Pl.29 Glaged ceramics from NM5(7)
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図版30 第 5地点出土陶器(3)
P130 Glazed ceramics frOm NM5(8)
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図版31 第 5地点出土陶器 (9)
P131 Glatted ceramics from NM5(9)
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図版32 第 5地点出土陶器tい
P132 Glazed ceramics from NM5(10)
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図版33 第 5地点出土陶器 (11)
P133 Glatted ceramics from NM5(11)
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図版34 第 5地点出土土器(1)
Pl,34 Ceramics from NM5(1)
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図版35 第 5地点出土土器12)
P135 Ceramics frOm NM5(2)
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図版36 第 5地点出土土器(3)
P136 Ceramics from NM5(3)
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図版37 第 5地点出土土器(4)
Pl.37 Ceramics from NM5(4)



図版38 第 5地点出土軒丸瓦類(1)
Pl.38 Round eaves tiles tom NM5(1)



S=1:4
図版39 第 5地点出土軒丸瓦類(2)
39 Round eaves tiles from NM5(2)Pl
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図版40第 5地点出土軒平瓦 。軒桟瓦(1)
P1 38 Flat eaves tiles and eaves― pan tiles froln Nh/15



図版41 第 5地点出土軒桟瓦12)・ 平瓦(1)
Pl.41 Eaves‐ pan tiles and flat roof tiles from NM5
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図版42 第 5地点出土平瓦(3・ 丸瓦(1)
P1 42 Flat roof tiles and rOund roof tiles from NW15
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図版43 第 5地点出土丸鳳 21
Pl.43 Round roof tiles from NM5(2)
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図版44 第 5地点出土桟瓦類 (1)
Pl.44 Pan tiles from NM5(1)
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図版45 第 5地点出土板塀瓦
P1 45 Pan tiles used fOr fence fronl NA/15
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図版46 第 5地点出土桟瓦類 12)。 貝斗瓦・ 棟瓦
P1 46 Pan tiles,ridge tiles and ridge cover tiles frona NA715
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図版47 第 5地点出土輪違い 。面戸瓦(1)
47 Ridge decoration tiles and filler tiles from Nふ 715Pl
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図版48 第 5地点出土面戸瓦(2)
P148 Filler tiles from NM5(2)
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図版49 第 5地点出土その他の瓦 (1)
P149 Various rOOf tiles frOm NM5(1)
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図販50 第 5地点出土その他の瓦(21
P150 Various roof tiles from NM5(2)
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図版51 第 5地点出土刻印瓦・瓦加工品
P1 52 Roof tiles、 vith seal impression and converted roof tile from NW15
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図版52 第 5地点出土木簡 (1)
P152 Wooden tablets from NM5(1)



図版53 第 5地点出土木簡(2)
P153ヽVooden tablets frOm NM5(2)
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図版54 第 5地点出土木簡13)

1)1 54 Wooden tablets frOm N_h15(3)



154         142

S=1:3
150         151         153

図版55 第 5地点出土箸状木製品
P1 55 Wooden chOpsticks frOm Nふ江5
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図版56 第 5地点出土櫛 。下駄(1)
Pl.56 Combs and clogs from N� 生5
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図版57 第 5地点出上下駄121
P157 Clogs from NM5(2)



図版58 第 5地点出土その他の木製品(1)
Pl.58 Various wOOden implements from NM5(1)
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図版59 第 5地点出土その他の木製品(2)
P159 Various wooden implements frOm NM5(2)
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図版60 第 5地点出土その他の木製品13)・ 漆塗製品(1)
P1 60 「ヽarious wOOden implements and lacquer、 vares frorn NⅢッ15
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図版61 第 5地点出土漆塗製品121
Pl.61 Lacquerwares from NM5(2)

Ⅷ
■
』

増

５

　

　

３



♂七

■

に
４３Ｓ〓２‥３図版62 第 5地点出土古銭

P1 62 Coins from N� 15
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図版63 第 5地点出土煙管
P1 63 Pipes from NM5
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図版64 第 5地点出土その他の金属製品
P1 64 /ヽariOus metal irnplements frolll Nh/15
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図版65 第 5地点出土その他の遺物  その他

P1 65 /ヽarious implements frOna NA/15
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